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●進捗管理表

※次頁に続く

その他の取組等

予
定

・・・ ・・・ ・・・
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予
定
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組
　
　
項
　
　
目

実
績

・・・ ・・・ ・・・

予
定

・・・ ・・・

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

担当課

文化生涯学習課

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

  ●方針決定  

    

    

    

期待する 

主な効果 

 

今後の方向性を踏まえた第３次推進プラン計画期間中の取組内容を記載する。 

取組により期待する主な効果を記載する。 

・現状や課題、今後の方向性を踏まえた各年度の取組内容を記載する。 

（○は取組事項、●は方針等の決定、▽は継続実施、－は取組の完了を示している。） 

・●（方針の決定等）がある年度は、セルを黄色で強調。 

取組により期待する主な効果を記載する。 

検討を進める担当課（関係課）を記載する。 

・令和４年度上半期から令和７年度末まで、スケジュールにある

取組項目ごとに半年ごとの取組実績と取組予定を記載する。

・今回記載箇所は、緑色で表示されているところ。

・スケジュールで、●（方針等の決定）がある年度は、黄色で強調

されているので、スケジュール通りに進められるように計画的に

取り組む。

・各施設の運用は、新型コロナウイルス感染症対策を行った上での

ものため、当該対策については特段記載しない。

・進捗評価をプルダウンから選択する。

（評価指標：◎完了、○計画通りに進んでいる、△計画通りに進んでいない、×未着手）

・次期の予定を記載する。

例 令和８年度下半期の予定の欄（セル）

→令和８年度上半期に予定している

取組を記載

 

８ 美術館  

しゅん工年度 昭和●●（１９●●）年度 延床面積 

●●㎡ 

（令和３年度末時点

の延床面積を記載

する。） 

課題 

 

 

 

今後の方向性 

 

 

 

番号・施設名称 主管課 

・現状を踏まえハード面及びソフト面それぞれで課題となる点を記載する。 

・機能が類似又は重複している施設について記載する。 

・第２次推進プラン策定時以降、新たに発生してきた課題を記載する。 

大規模改修や建て替えの時期を見据え、今後の施設の在り方の検討や必要機能の整

理、運営面での改善などハード面及びソフト面それぞれについて、長期的な視点で

当該施設が取り組むべき項目を記載する。 

４



●４年間の取組の総括

評価

取組の成果
項
目

・４年間の取組の評価をプルダウンから選択する。

（評価指標：Ａ. 取組完了に伴い進行管理を終了した。Ｂ. 予

定どおり方針決定や計画策定を行った。Ｃ. 予定どおり取組を

行った。Ｄ. 当初の予定を変更し、方針決定や計画策定を次期

プランに引き継いだ。Ｅ. 未着手の取組がある。）

・令和４年度から令和７年度末までの、各施設の取組項目の成果を

記載する。



●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －

その他の取組等
－ － － －

予
定

－ － － － －

実
績

－

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　期初修繕・改修工事の実

施に向け、ＰＦＩ事業者と

協議を進めた。

　期初修繕・改修工事の進

捗管理を行う。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、令和１

９年度の大規模修繕を見据

え、令和８・９年度の計画修

繕について検討を行った。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、令和１

９年度の大規模修繕を見据

え、令和８・９年度の計画修

繕について実施時期等の検討

を行った。

予
定

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業において、引

き続き、今後の施設の在り

方を検討する。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化事業の

内容を踏まえ、関係課と協

力し、今後の施設の在り方

を検討する。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化事業の

内容を踏まえ、関係課と協

力し、今後の施設の在り方

を検討する。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定する。策定後は

計画に基づき取組を進め

る。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　ワークショップ「文化・

スポーツ施設の将来の方向

性を考える」に参加する

等、今後の施設の在り方を

検討した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化業務に関する定例

会等において、引き続き、

今後の施設の在り方を検討

する。

　ＰＦＩ事業者と定期的に打

ち合せを行い、施設維持管理

業務の報告を受けた。

　施設維持管理業務についてＰＦ

Ｉ事業者及び関係課と定期的に打

合せを行い、連携して効率的な施

設運営に努めた。

　施設維持管理業務についてＰＦＩ事

業者及び関係課と定期的に打合せを行

い、事業者から業務について報告を受

けるなど関係者間で連携して効率的な

施設運営に努めた。

　施設維持管理業務についてＰＦＩ事

業者及び関係課と定期的に打合せを行

い、事業者から業務について報告を受

けるなど関係者間で連携して効率的な

施設運営に努めた。

　施設維持管理業務についてＰＦＩ事

業者及び関係課と定期的に打合せを行

い、連携して効率的な施設運営に努め

た。計画修繕の実施に向け、PFI事業者

と協議を進めた。

予
定

　期初修繕・改修工事後も引き続

きＰＦＩ事業者において、施設の

維持管理・運営等を実施する。

　市民会館、図書館、レスト

ラン・カフェの連携事業であ

る全館イベントや自主事業と

してのイベントを実施し、来

館者の増加に努めた。

　自主事業としてのイベント

を実施し、複合施設間でそれ

ぞれの事業の広報を行うこと

で、来館者の増加に努めた。

予
定

　引き続き、複合施設間の

連携を強化し、各種イベン

トを実施する。

　引き続き、複合施設間の連

携を強化し、各種イベントを

実施するとともに、それらの

取組について評価する。

　引き続き、複合施設間の連

携を強化し、各種イベントを

実施するとともに、新たな取

組を検討する。

　引き続き、複合施設間の連

携を強化し、各種イベントを

実施するとともに、新たな取

組を検討する。

　引き続き、複合施設間の連携を

強化し、全館イベント等の各種イ

ベントを実施するとともに、新た

な取組を検討する。

　引き続き、複合施設間の

連携を強化し、各種イベン

トを実施する。

　引き続き、複合施設間の

連携を強化し、各種イベン

トを検討する。

　令和４年１０月以降の第

２期ＰＦＩ事業において、

複合施設のメリットが活か

せるような事業計画書の提

出を求めた。

　期初修繕・改修工事終了

後、施設のリニューアルイ

ベント等の企画立案・実

施。

実
績

　市民会館、図書館、レスト

ラン・カフェが連携したリ

ニューアルオープンイベント

を開催し、複合施設のメリッ

トを最大限活かしながら多く

の来館者を集めた。

　市民会館、図書館、レス

トラン・カフェが連携し複

合施設のメリットを活かし

たイベントを実施した。

　市民会館、図書館、レスト

ラン・カフェが連携し複合施

設のメリットを活かしたイベ

ント等を実施した。施設の稼

働率、利用者人数はコロナ禍

前の水準に戻りつつある。

　自主事業としてのイベント

実施等により、来館者の増加

に努めるとともに、HPの更新

とチラシの配布など施設のPR

を図り、稼働率が１０％増加

した。

　市民会館、図書館、レスト

ラン・カフェの連携事業であ

る全館イベントや自主事業と

してのイベントを実施し、来

館者の増加に努めた。

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

実
績

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業において、令和５

年２月に実施したオープンハ

ウス開催に関する検討に携

わった。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と施設の在り方

を検討した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と施設の在り方

を検討した。

　パブリック・コメント手続

やオープンハウスを実施する

など、市民意見を聴取しなが

ら進めた、文化・スポーツ施

設配置等適正化計画（案）の

作成を支援した。

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

計画的な維持管
理、効率的な施設
運営に関する取組
(大規模改修等)

実
績

　期初修繕・改修工事を予

定通り実施した。

　ＰＦＩ事業者と定期的に打

ち合せを行い、施設維持管理

業務の報告を受けた。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

稼働率の向上や収
入の増加に向けた
方策の検討・実施

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、稼働率の向上や収入の増加に向けた方策を検討する。 
◆中央図書館との複合施設という特色をいかして、来館者が相互利用できるような施設活用
を図る。 

◆ＰＦＩ事業者と連携して、修繕計画に基づいた計画的な維持管理を実施し、効率的な施設
運営を行う。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施
設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○指定管理者と連携

し、稼働率の向上や

収入の増加に向けた

方策、来館者が相互

利用できるような施

設活用の検討 

○取組の実施及び評価 ○評価に基づく修正及

び新たな取組の検討 

〇検討に基づく取

組の実施 

○期初修繕・改修工事 ○修繕計画に基づく計

画的な保全及び効率

的な施設の維持管理 

▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設の

在り方や必要機能の

検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取

組の実施 

期待する 
主な効果 

◆稼働率の向上や歳出の削減 

◆施設の維持管理費の効率化 

 

１ 市民会館  

しゅん工年度 平成１９（２００７）年度 延床面積 
２，８６４㎡（共有部除く。） 

（建物全体 １４，１９０㎡） 

課題 

・稼働率が低い料理講習室や講師控室を中心に、施設全体の稼働率向上に向けた方策を再

考する必要がある。 

・周辺の公共施設と機能の重複が見られるため、一体的に必要機能の検討が必要。 

今後の方向性 今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

文化生涯学習課

- 1 -



●４年間の取組の総括

　「文化・スポーツ施設配置等適正化計画」の策定を踏まえて、市民会館の在り方を検討した。また、令和１９年度の大規模修繕を見据え、令和８・９年度の計画
修繕について検討を行った。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

稼働率の向上や収入の
増加に向けた方策の検
討・実施

計画的な維持管理、効
率的な施設運営に関す
る取組（大規模改修
等）

　第２期ＰＦＩ事業を開始し、市民会館、図書館、レストラン・カフェが連携したイベントを継続して実施した。また、各施設の事業者による自主事業のイベント
を実施することで、来館者の増加と稼働率の向上に寄与した。

　第２期ＰＦＩ事業開始に伴い、期初修繕・改修工事を実施した。定期的にＰＦＩ事業者及び関係課と打合せを行い、事業者からそれぞれの業務について報告を受
けるなど関係者間で連携して効率的な施設運営に努めている。

- 2 -



●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －
その他の取組等

－ － － －

予

定
－ － － － －

実

績
－

　引き続き適正な維持管理

を行い、保全に努める。

　引き続き適正な維持管理

を行い、保全に努める。

　特定天井の落下防止対策

を含めた大規模改修のため

の実施設計を行った。

　引き続き、特定天井の落

下防止対策を含めた大規模

改修のための実施設計を行

う。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置等適正化計

画に基づき、新たな収入源としてネー

ミングライツの導入を検討したが、市

内企業へのヒアリング等の結果を踏ま

えて導入を見送った。

　文化・スポーツ施設配置等適正

化計画の内容を踏まえ、大幅に改

修した会議室の運用上の課題を指

定管理者と整理した。

予
定

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、建築施設課と協力

し、施設の在り方を検討す

る。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　老朽化対策連絡会の内容

を踏まえ、建築施設課と協

力し、施設の在り方を検討

した。

　引き続き、老朽化対策連

絡会の内容を踏まえ、建築

施設課と協力し、施設の在

り方を検討する。

　特定天井の落下防止対策を

含めた大規模改修工事に係る

手続を進めた。

　令和６年４月から施設を休

館し、特定天井の落下防止対

策を含めた大規模改修工事を

行った。

　令和６年４月から施設を休

館し、特定天井の落下防止対

策を含めた大規模改修工事が

完了した。

　リニューアルオープン後の

施設運営において、不具合が

発生した箇所の修繕を行い、

適正な維持管理に努めた。

　不具合が発生した箇所の

修繕を行い、適正な維持管

理に努めた。

予
定

　特定天井の落下防止対策

を含めた大規模改修工事を

行う。

　令和７年５月にリニューアル

オープンを迎え、改修した会議室

等を施設の広報紙等を通じて周知

し、施設の稼働率向上に務めた。

　新たに施設のパンプレット

を指定管理者にて作成、配布

し、施設の稼働率向上に努め

た。

予
定

　稼働率向上に向けて決定

した会議室の改修工事を行

う。

　会議室の改修工事を行うととも

に一部の諸室で先行して予約のオ

ンライン化を実施する。また、こ

れらの取組について評価を実施す

る。

　会議室の改修工事を行う。ま

た、会議室以外の諸室でも予約の

オンライン化を実施するととも

に、新たな取組を検討する。

　会議室の改修工事を行う。ま

た、指定管理者と協力して改修後

の会議室の周知を行い、稼働率の

向上を図る。

　新たに作成した施設のパンフ

レット及び施設の改修工事のポイ

ントをまとめた冊子を配布し、施

設の稼働率の向上を図る。

　施設の稼働率向上のた

め、引き続き施設のＰＲに

注力する。

　施設の稼働率向上のた

め、引き続き施設のＰＲに

注力する。

　大規模改修の実施設計に

おいて、稼働率が低い会議

室の改修内容を検討した。

　引き続き、大規模改修の

実施設計において、稼働率

が低い会議室の改修内容を

検討する。

実
績

　大規模改修の実施設計に

おいて、稼働率が低い会議

室の改修内容を決定した。

　稼働率向上に向けて会議室

の改修工事を実施するための

手続を行うとともに予約のオ

ンライン化を検討した。

　会議室の改修工事に向けて打ち

合わせ等を行った。また、ホール

及び平成の間について、予約受付

の一部オンライン化を実施し、申

込みしやすい環境を整えた。

　稼働率向上のための会議

室の改修工事に向けた打合

せ等を進めた。

　会議室の改修工事を行った。また、会議室

の改修を含む施設の改修工事のポイントの周

知において、施設のパンフレット及び施設の

変更点を利用者目線でピックアップした冊子

を新たに作成した。

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

実
績

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

建築施設課と協力し、施設の

在り方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と協力し、施設

の在り方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

計画的な維持管
理、効率的な施設
運営に関する取組
(大規模改修等)

実
績

　特定天井の落下防止対策を含め

た大規模改修の実施設計を行っ

た。また、特定天井の落下防止対

策について、設計において安全性

が確保されているという民間機関

の評定を取得した。

　特定天井の落下防止対策

を含めた大規模改修工事を

実施するための手続を行っ

た。

　特定天井の落下防止対策

を含めた大規模改修工事を

行う。

　令和６年４月から施設を休

館し、特定天井の落下防止対

策を含めた大規模改修工事を

行う。

　引き続き、外壁などを含め

た大規模改修工事を行う。

　適正な維持管理を行い保全

に努める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

稼働率の向上や収
入の増加に向けた
方策の検討・実施

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、稼働率の向上や収入の増加に向けた方策を検討する。 

◆修繕計画に基づいた計画的な維持管理を実施し、効率的な施設運営を行う。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○稼働率の向上や収入
の増加に向けた方策
の検討 

○取組の実施及び評価 ○評価に基づく修正及
び新たな取組の検討 

〇検討に基づく取
組の実施 

○改修工事に向けた設
計 

▽改修工事 ▽継続 ○修繕計画に基づ
く計画的な保全
及び、効率的な施
設の維持管理 

○将来に向けた施設の
在り方や必要機能の
検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設
配置等適正化計画
（仮称）の策定 

○結果に基づく取
組の実施 

期待する 

主な効果 

◆新たな歳入の確保 

◆施設の維持管理費の効率化 

２ 府中の森芸術劇場  

しゅん工年度 平成 ２（１９９０）年度 延床面積 ３１，０８８㎡ 

課題 
・稼働率の低い会議室について、改修時期を見据えて機能の見直しを検討する必要がある。 

・周辺の公共施設と機能の重複が見られるため、一体的に必要機能の検討が必要。 

今後の方向性 今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化
計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

文化生涯学習課
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●４年間の取組の総括

　令和６年１０月に、担当課において「文化・スポーツ施設配置等適正化計画」を策定し、公表したことを通じて、芸術劇場の今後の施設の在り方について検討し
た。パブリック・コメント等を通じて寄せられた市民意見を踏まえ、今後も芸術劇場の施設機能の在り方について検討を進めていく。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

稼働率の向上や収入の
増加に向けた方策の検
討・実施

計画的な維持管理、効
率的な施設運営に関す
る取組（大規模改修
等）

　稼働率の低い会議室について、令和６年度に大規模改修工事を実施し、利用しやすい会議室へと改修した。改修に当たっては、稼働率の向上に資する改修内容を
検討するとともに、会議室予約のオンライン化を進め、予約しやすい環境を整備した。今後も、施設全体の稼働率向上に向けた取組を継続していく。

　令和６年度に大規模改修工事を実施した。実施に際しては、特定天井の落下防止対策を含めた改修内容を検討し、予定していたスケジュールのとおり工事を進め
ることができた。引き続き適正な維持管理を行い、保全に努める。
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●進捗管理表

※次頁に続く

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、新規利

用者が予約しやすい運営とは

どのようなものか検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、新規利

用者が予約しやすい運営とは

どのようなものか検討した。

予
定

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業において、引

き続き、今後の施設の在り

方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

に沿って、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

に沿って、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

実
績

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、今後の施設の在り方を

検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化業務に関する定例

会等において、引き続き、

今後の施設の在り方を検討

する。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化業務に関する定例会等

の内容を踏まえ、今後の施設

の在り方を検討した。

　引き続き、ＳＮＳや刊行

物を活用して積極的な情報

発信を行った。

　これまでの取組に加えて、

３月中におもやのデジタルサ

イネージを利用した施設PRに

ついて調整を進めた。

予
定

　引き続き、ＳＮＳを活用

して積極的な空室情報の発

信を行い、稼働率の向上を

目指す。

　ＳＮＳの活用に加えて、稼

働率維持のための広報を検討

する。また、ＳＮＳの活用に

ついて取組を評価する。

　引き続き、ＳＮＳや刊行物

を活用して積極的な情報発信

を行う。また、新たな取組に

ついて検討する。

　劇場本館の休館に伴い刊行

物も休刊となったため、他の

媒体での情報発信を検討す

る。

　引き続き、ＳＮＳや刊行物

を活用して積極的な情報発信

を行う。

　これまでの取組に加え

て、おもやのデジタルサイ

ネージを利用して施設のPR

を行う。

　引き続き、ＳＮＳや刊行

物を活用して積極的な情報

発信を行う。

　引き続き、適切な点検を行

い予防保全に努める。

　引き続き、適切な点検を行

い予防保全に努める。

　引き続き、適切な点検を行

い保全に努める。

　引き続き、適切な点検を行

い保全に努める。

　引き続き、適正な点検を行

い保全に努める。

　引き続き、適正な点検を行

い保全に努める。

　引き続き、適正な点検を

行い保全に努める。

　故障箇所について迅速に

修繕を行った。また、定期

的に保守点検を行い予防保

全に努めた。

　引き続き、適切な点検を

行い予防保全に努める。

施設の効率的な維
持管理・運営につ
いての検討・実施

実
績

　故障箇所について迅速に

修繕を行った。また、定期

的に保守点検を行い予防保

全に努めた。

　故障箇所について迅速に

修繕を行った。また、定期

的に保守点検を行い予防保

全に努めた。

　故障箇所について迅速に

修繕を行った。また、定期

的に保守点検を行い保全に

努めた。

　故障箇所について迅速に

修繕を行った。また、定期

的に保守点検を行い保全に

努めた。

　経年劣化による故障箇所に

ついて計画的に修繕を行っ

た。また、定期的に保守点検

を行い保全に努めた。

　利用申込手続の見直しに

ついては、公共施設予約シ

ステムの入替えに併せて行

うこととした。

　２月に、施設の利用者を対象と

して、属性（年代・職業等）、利

用目的、利用頻度、施設設備や

サービスに対する満足度、要望な

どを把握するためのアンケートを

実施した。

予
定

　アンケートの回答を精査

し、利用者の満足度向上の

ための施策を検討する。

　満足度維持のための方策

について引き続き検討す

る。

　アンケートの結果を精査し、利

用者の満足度維持のための施策を

検討及び実施するとともに、取組

について評価する。

　引き続き利用者アンケー

トを実施し、意見の聴取に

努める。

　アンケートの回答で利用申

込書手続が難しいという意見

があったため、手続の簡素化

を検討する。

　引き続き利用者アンケー

トを実施し、意見の聴取に

努める。

　公共施設予約システムの

入替えに併せて、利用申込

手続の見直しを検討する。

　利用者アンケートの回答

をもとに利用者の満足度向

上のため施策を検討した。

　引き続き、利用者アン

ケートの回答をもとに利用

者の満足度向上のため施策

を検討する。

　ツイッター等での空室情

報の発信（週１回）を継続

して行った。

　引き続き、ツイッター等

で積極的な空室情報の発信

を行う。

　経年劣化による故障箇所に

ついて計画的に修繕を行っ

た。また、定期的に保守点検

を行い保全に努めた。

　ITVの更新、デジタルサイネージ

について、故障箇所を計画的に修

繕した。また、定期的に保守点検

を行い保全に努めた。

予
定

実
績

　利用者の更なる満足度向上

のため、２月に利用者アン

ケートを実施した。

　アンケートの結果、利用者

の満足度は高い水準で推移し

ていることから、この水準を

維持するための方策を検討し

た。

　２月に利用者アンケートを

実施し、利用者からの要望が

高い楽器等の修繕を行った。

　稼働率、利用者の満足度と

もに高い水準を維持している

ため、現状の運営を継続する

ことにした。

　利用者の意見を聴取するた

め、２月に利用者アンケート

を実施し、高い満足度を維持

していることが分かった。

稼働率向上に向け
た取組の検討・実
施

実
績

　ツイッター等での空室情報

の発信（週１回）を継続して

行った。稼働率はコロナ禍前

の水準に戻りつつある。

　引き続きＳＮＳを活用し

て空室情報の発信を行っ

た。

　ＳＮＳを活用した情報発信に加え

て、芸術劇場が発行している刊行物に

広告を掲載し知名度向上を図った。こ

れらの取組によって新規利用者が増え

る効果が確認できた。

　引き続きSNSを活用して空室

情報の発信を行った。稼働率

は前年度よりも高くなった。

　郷土の森博物館が発行する刊行

物に広告を出し、施設のＰＲを

行った。稼働率は前年同様高い水

準を維持している。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設の利用に係る
課題の抽出及び解
決に向けた取組の
検討・実施

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、施設の利用に係る課題の抽出及び解決に向けた取組を検討・実施す
る。 

◆稼働率の向上に向けた取組を検討・実施する。 
◆施設の効率的な維持管理・運営について検討・実施する。 
◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施
設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用状況調査の実
施及び課題抽出 

○課題解決のための
方策の検討及び決
定 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○稼働率の向上に向
けた取組の検討及
び決定 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○取組の実施及び評
価 

○施設の効率的な維
持管理・運営手法の
検討及び実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設
配置等適正化計画
（仮称）の策定 

○計画に基づく取組
の実施 

期待する 
主な効果 

◆稼働率の維持や歳出の削減 
◆施設の維持管理費の効率化 

 

３ 府中の森芸術劇場分館  

しゅん工年度 平成２９（２０１７）年度 延床面積 ４８４㎡ 

課題 令和３年度に設定した指標を達成するための取組を検討する必要がある。 

今後の方向性 今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化
計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

文化生涯学習課
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令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、施設の利用に係る課題の抽出及び解決に向けた取組を検討・実施す
る。 

◆稼働率の向上に向けた取組を検討・実施する。 
◆施設の効率的な維持管理・運営について検討・実施する。 
◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施
設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用状況調査の実
施及び課題抽出 

○課題解決のための
方策の検討及び決
定 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○稼働率の向上に向
けた取組の検討及
び決定 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○取組の実施及び評
価 

○施設の効率的な維
持管理・運営手法の
検討及び実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設
配置等適正化計画
（仮称）の策定 

○計画に基づく取組
の実施 

期待する 
主な効果 

◆稼働率の維持や歳出の削減 
◆施設の維持管理費の効率化 

 

●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

施設の効率的な維持管
理・運営についての検
討・実施

　経年劣化による故障箇所について計画的に修繕を実施し、あわせて定期的な保守点検により施設の適切な保全に努めた。

－ －

予
定

－ － － － － － － －

その他の取組等

実
績

－ － －

施設の利用に係る課題
の抽出及び解決に向け
た取組の検討・実施

稼働率向上に向けた取
組の検討・実施

　利用者アンケートを定期的に実施し、寄せられた意見をもとに課題を把握して改善に取り組んできたことで、高い満足度を維持することができた。

　ＳＮＳや刊行物を活用して積極的に情報発信を行い、施設の認知度向上につなげたことで、稼働率の向上を図ることができた。

－－ －

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

　文化・スポーツ施設配置等適正化計画の策定に当たり、将来に向けた施設の在り方や必要機能を整理・検討した。策定後は、同計画に基づき施設運営を行った。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

- 6 -



●進捗管理表

※次頁に続く

－

　引き続き団体と協働して

施設運営を行う。

　団体と協働し、施設内に

てフードドライブを実施し

た。

　料理室に特化したPRの実

施を引き続き検討する。

　バルトホール稼働率回復

のため、舞台を練習で使用

できることをPRする。

　総合計画で設定した指標

の達成に向けた取組を実施

する。

　令和４年度より新たに

コーディネート件数の把握

を開始した。

　サーモカメラを新たに設置

するなど、引き続き感染対策

を徹底して貸館業務を実施し

た。

　稼働率が低い料理室に特

化してPRすることを検討し

た。

　引き続き多様な団体等と協

働して交流のきっかけづくり

に資する施設運営を行う。

　引き続き市民や団体同士を

つなぎ、協働のきっかけづく

りを行っていく。

　修了後の活動機会の創出のためポー

タルサイトへの掲載や、コーディネー

トと希望する市民への紹介を継続す

る。

－ －

予

定
－ － － － － － －

その他の取組等

実

績
－ － － －

－

予
定

　引き続き団体と協働して

施設運営を行う。
　引き続き団体と協働して施

設運営を行う。

　引き続き多様な団体等と協働し

て交流のきっかけづくりに資する

施設運営を行う。

　引き続き多様な団体等と協働し

て交流のきっかけづくりに資する

施設運営を行う。

実
績

　団体と協働し、フードド

ライブや団体と市民との交

流カフェ事業を実施した。

　団体と協働し、フードドラ

イブや団体と市民との交流カ

フェ事業を実施した。

　団体等と協働したフードド

ライブやコミュニティカフェ

事業、展示企画をフリース

ペースで実施した。

予
定

　料理室に特化したPRの実

施を引き続き検討する。

　引き続き広報に力を入れつつ、

料理室の会議室としての利用の可

能性も検討する。また、これらの

取組を評価する。

　料理室の紹介動画を作成し、

ホームページに掲載する。また、

引き続き料理室の会議室としての

利用可能性も検討する。

　引き続き広報をするとともに、

新たな取組として調理を伴わない

利用についても可能である旨を用

途に応じて案内する。

　引き続き動画等で料理室の

利便性を広報するとともに、

調理を伴わない利用も可能で

あることを案内する。

　他市の類似施設等を参考

にした周知方法を引き続き

模索する。

　チラシや動画でも周知を継続すると

ともに、料理室や和室など、通常の会

議室とは異なる機能を持つ部屋の可能

性を引き出す工夫を求めていく。

　交流の場の作り方に関する

講座の修了生によるコミュニ

ティカフェ等のイベントをフ

リースペースで実施した。

　協働コーディネーター養成講座

や講師育成講座の修了生が協働ま

つりやコミュニティイベント等の

運営に関わった。

　協働コーディネーター養成

講座では修了生が登壇して自

身の活動内容等を紹介したこ

とで講座内容が充実した。

　協働コーディネーター養成

講座の修了生は、開館以来100

名を超え、一定の成果を上げ

た。

市民活動団体等と
協働した施設運営
の検討・実施

－

　7月末時点で約40件の相談に

応じたほか、協働コーディ

ネーター養成講座を11名が修

了した。

　R8.1月時点でコーディ

ネートした案件のうち、40

件以上の事業が実現した。

予
定

　引き続き、事業数を把握

するとともに、事業数増加

に向けた取組を実施する。

　引き続き、事業数を把握す

るとともに、事業数増加に向

けた取組を実施し、取組を評

価する。

　引き続き、事業数を把握すると

ともに、事業数増加に向けた積極

的なコーディネートや取組の評価

を基に新たな取組を検討する。

　引き続き件数増加に向けて積極

的にコーディネートを行うととも

に新たな取組についても検討す

る。

　引き続き積極的なコーディ

ネートのほか、市民を協働

コーディネーターとして育成

することにも力を入れる。

　引き続き積極的なコーディ

ネートのほか、協働コーディ

ネーターの修了後の活動もサ

ポートしていく。

　引き続きコーディネート依頼に

親身に対応し、今後はその社会貢

献としての成果も注視していく。

　フリースペース等では引き

続き市民活動団体が企画して

交流の場を提供しているほ

か、ランチコンサートも来館

者増加に貢献している。

　来館者数は例年と大きな変動は

なかったが、初めて実施した分野

をまたいだ団体同士の交流イベン

トは盛況となり、新たなつながり

の創出につながった。

予
定

　施設全体のPRチラシを作成

し、公共施設に配布すること

を検討する。また、PR方法を

引き続き検討する。

　引き続きSNSを中心に広報に

力を入れ、利用者促進につな

げ、取組を評価する。

　ホームページやSNSを通じて

施設のPRを図る。

　引続き地域活動の拠点としてのプ

ラッツの機能を使う市民を増やせるよ

う、イベント等を実施するとともに新

たな取組について検討する。

　引続き地域活動の拠点とし

てのプラッツの機能を使う市

民を増やせるよう、イベント

や新たな取組を実施する。

　引き続き地域活動の拠点と

しての施設利用者を増やせる

よう、イベントや新たな取組

を実施する。

　引き続き、団体のニーズ

を丁寧に把握し、希望に

沿った企画立案に努める。

　料理室の稼働率は35％前

後の月が多く、引き続き積

極的な周知が必要である。

　料理室を含めた稼働実績

は横ばいであった。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設評価指標の検
討及び設定に関す
る取組

実
績

　プラッツがコーディネートし、

各主体が新たに協働で実施した事

業数を把握するとともに、達成に

向けてコーディネート等を行っ

た。

　プラッツがコーディネートし、

各主体が新たに協働で実施した事

業数を把握するとともに、達成に

向けてコーディネート等を行っ

た。

　プラッツがコーディネートし、

各主体が新たに協働で実施した事

業数を把握するとともに、さらな

る協働事業の実現に向けてコー

ディネート等を行った。

　協働事業の実現に向けて主

体同士をつなぐコーディネー

トを行い、例年通り約30件の

新規事業が行われた。

　協働事業の実現に向けての

べ70件以上の相談を受け、年

間で30件以上の新規事業実施

につながった。

利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　バルトホール稼働率回復の

ため、舞台を練習で使用でき

ることについてのPR方法を検

討した。

　SNSを活用し施設利用促

進のため、適宜広報を行っ

た。

　５、６階のフリースペースの利

用を再開した旨や、バルトホール

は午前の利用時間より前および夜

間の利用時間より後の利用が可能

であることについて周知を図っ

た。

　ワクチン接種会場が完全撤去さ

れ、フリースペース全体を使用し

て市民団体同士の交流や、自習等

のために来館する青少年にプラッ

ツの役割を知ってもらうきっかけ

になるイベント等を実施した。

　フリースペース等で市民活

動団体同士の交流企画を実施

したほか、新規来館者獲得の

ためフードドライブやコン

サートなど幅広いイベントを

実施した。

料理室の稼働率向
上に向けた取組の
検討・実施

実
績

　料理室に特化したPR方法

を検討した。

　芸術劇場が発行している機関誌

に広告を載せるなど広報活動に力

を入れつつ、市民の要望をもとに

備品の充実を図った。

　料理室の利用促進のためのチラ

シを作成し、館内及びサイネージ

に掲出するとともに、過去に利用

実績のある団体に周知した。

　料理室の利用促進のための

チラシを作成し、館内及びサ

イネージに掲出するととも

に、PR動画を公開した。

　料理室利用促進のためチラ

シやPR動画を作成し、稼働率

は上半期の約32％に対し、下

半期は約45％となった。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆「市民活動及び協働を推進していく施設」として、評価指標を検討する。 

◆指定管理者と連携し、利用者数や収入の増加に向けた方策を検討する。 

◆料理室の稼働率向上に向けた取組を検討する。 

◆市民活動団体や事業者等と協働した施設運営に努めるとともに、協働による効果的・効率

的な施設運営に向けた方策を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○施設評価指標の検
討及び設定 

○指標達成に向けた
取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○料理室の稼働率向
上に向けた取組の
検討 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○市民活動団体等と
協働した施設運営
の検討及び実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

期待する 
主な効果 

◆市民協働の実践者数の増加 

◆稼働率の向上等による収入の増加及び歳出の削減 

 

４ 市民活動センター「プラッツ」  

しゅん工年度 平成２９（２０１７）年度 延床面積 ５，９２９㎡ 

課題 

・施設評価指標を設定し、その指標の達成に向けた取組を検討する必要がある。 

・料理室は、施設内の他の機能と比較すると稼働率が低いため、稼働率向上に向けた取組

を検討する必要がある。 

今後の方向性 
施設評価指標に基づき評価し、指定管理者と連携することで、市民活動及び協働を推進

する施設としてより良いサービスを提供していく。 

 

担当課

協働共創推進課
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●４年間の取組の総括

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

料理室の稼働率向上に
向けた取組の検討・実
施

　料理室の稼働率は、令和4年度の実績である26.8％と比べると、30％台後半を維持できるようになり一定の改善が見られた。しかし、全体の稼働率が70％以上であ
ることを踏まえると、さらなる活用が望まれ、引き続き工夫が求められる。

施設評価指標の検討及
び設定に関する取組

利用者数や収入の増加
に向けた方策の検討・
実施

　コーディネート件数を把握し始めたことにより、通常の相談対応とは別に、市民活動センターの本来機能がどの程度発揮されているか確認することができた。また、コーディ
ネートに関する相談件数は令和4年度の約70件から、令和7年度末には約90件に達する見込みであり、市民がセンターを効果的に活用できるようになってきたこともうかがえる。

　市民活動センターに足を運ぶきっかけづくりとしては、気軽に立ち寄って簡単なボランティアや会話ができるカフェ、ランチコンサート、親子向けのミニイベン
トなど、多様な取組を実施してきた。いずれの企画にも市民活動団体が関わり、本来機能と連動した形で実施できた点は良かった。

取組の成果
項
目

市民活動団体等と協働
した施設運営の検討・
実施

　市民等との協働による施設運営については、協働コーディネーターの育成に加え、市民意見を取り入れるための運営委員会の実施、市民協働まつりを実行委員会
方式で運営するなど、さまざまな取組を行った。何かを進める際には都度、市民等と協働で取り組む姿勢を示すことができたと考える。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　関係課との調整を行い、
規模を縮小しての改築とに
ぎわい創出に資する機能を

整備することとした。

　現施設の整理、及び改築
後機能の整備について、時
期や内容に関して関係課と

の調整を行った。

　関係課と調整しつつ、改
築後の施設の機能等の検討
を継続する。

　現施設の整理及び改築後
機能の整備について、時期
や内容に関して関係課と調

整を行った。

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための方策を検討・実施し
ていく。

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための新たな方策を検討・
実施していく。

　検討に沿って関係課と調整

しつつ、行政利用の希望につ

いて調査を行う。

　関係課と調整しつつ、改
築後の施設の機能等の検討
を行う。

　関係課と調整しつつ、改
築後の施設の機能整理及び
運営手法等を検討する。

　関係課と調整しつつ、改
築後の施設の機能整理及び
運営手法等を検討する。

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための新たな方策を検討・
実施していく。

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための新たな方策を検討・
実施していく。

その他の取組等

実

績
－ － － － － － － －

予

定
－

　関係課と調整しつつ、改
築後の施設の機能整理及び
運営手法等を検討する。取

　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設内機能の今後
の在り方の決定及
び決定に基づく取
組の実施

実
績

　施設を取り巻く諸条件を整

理した結果、既存施設の存続

は不可能であることから、改

築することとした。

※改築後の機能については令

和５年度に検討予定。

　改築後の施設の方向性に
ついて詳細な検討を行っ

た。

予
定

　改築後の施設の方向性に
ついて詳細な検討を行う。

利用者数や売上の
増加を目指した発
信力向上策の検
討・実施

実
績

　これまでの取組を継続実施

したほか、府中特産品直売所

については、セール開催時の

店頭販売や直売所のＰＲ記事

を掲載したＪＡのコミュニ

ティ誌の新聞折り込みなどに

より売上増を図った。リサ

ちゃんショップについては、

ポスター等によるPRを実施し

た。喫茶・福祉ショップにつ

いては、作業所等経営ネット

ワークの共同受注に参加し、

受注件数増に努めた。

　これまでの取組を継続実施し

たほか、府中特産品直売所につ

いては、セール開催時の店頭販

売などにより売上増を図った。

リサちゃんショップについて

は、近隣へのチラシのポスティ

ング、外部委託によるポスター

作成などにより利用者数の増加

を図った。喫茶・福祉ショップ

については、地元産野菜の使用

や季節に合わせたフェアメ

ニューの導入などにより売上増

を図った。

予
定

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための方策を検討・実施し
ていく。

　施設の更新を視野に施設
内の機能の今後のあり方に

ついて関係課と協議した。

　引き続き、施設内機能の
今後のあり方について関係
課と協議する。

　府中特産品直売所につい
ては、６月から水曜営業を

開始したほか期間限定で土
曜営業を実施した。またス
タンプカードの発行などに

より売上増を図った。

　これまでの取組を継続実施した

ほか、府中特産品直売所について

は、セール開催時の店頭販売など

により売上増を図った。

　リサちゃんショップは、10月末

の閉店を決定し、受付終了時期等

の周知を行い、利用者の理解を得

られるよう努めた。

　喫茶・福祉ショップについて

は、地元産野菜の使用や季節に合

わせたフェアメニューの導入など

により売上増を図った。また、作

業所等経営ネットワークの共同受

注に参加し、受注件数増に努め

た。

　これまでの取組を継続実施した

ほか、府中特産品直売所について

は、セール開催時の店頭販売など

により売上増を図った。

　リサちゃんショップは、10月末

に閉店し、周知を十分に行い混乱

等はなかった。おもちゃの病院は

現施設において継続する。

　喫茶・福祉ショップについて

は、上半期と同様に、地元産野菜

の使用や季節に合わせたフェアメ

ニューの導入などにより売上増を

図った。また、作業所等経営ネッ

トワークの共同受注に参加し、受

注件数増に努めた。

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための方策を検討・実施し
ていく。

－ －

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための新たな方策を検討・
実施していく。

－ －－ － －

　これまでの取組を継続し
つつ、更なる売上増を図る
ための新たな方策を検討・
実施していく。

　これまでの取組を継続実施し

たほか、府中特産品直売所につ

いては、セール開催時の店頭販

売や近隣飲食店への働きかけな

どにより売上増を図った。リサ

ちゃんショップについてはイベ

ントでの販促チラシ、ティッ

シュの配布や案内チラシの自治

会回覧などにより利用者の増加

を図った。喫茶・福祉ショップ

については、地元産野菜の使用

や季節に合わせたフェアメ

ニューの導入などにより売上増

を図った。

　これまでの取組を継続実施した

ほか、府中特産品直売所について

は、セール開催時の店頭販売など

により売上増を図った。

　リサちゃんショップについては

販促チラシの自治会回覧などによ

り利用者の増加を図った。

　喫茶・福祉ショップについて

は、地元産野菜の使用や季節に合

わせたフェアメニューの導入など

により売上増を図った。また、作

業所等経営ネットワークの共同受

注に参加し、受注件数増に努め

た。

　これまでの取組を継続実施したほ

か、府中特産品直売所については、

農業まつりとタイアップした臨時出

店などにより売上増を図った。

　リサちゃんショップについては、

リサイクルフェスタ、再生家具即売

会などにより事業の周知、利用者の

増加を図った。

　喫茶・福祉ショップについては、

地元産野菜の使用や季節に合わせた

フェアメニューの導入などにより売

上増を図り昨年比100%増を超える売

り上げとなった。また、作業所等経

営ネットワークの共同受注に参加

し、受注件数増に努めたが、売り上

げは昨年同様程度の結果となった。

　現施設の整理及び改築後
機能の整備について、時期
や内容に関して関係課と調

整を行った。

　現施設の整理及び改築後
機能の整備について、時期
や内容に関して関係課と調

整を行った。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

令和６年度上半期取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆高架橋耐震補強工事開始時期までに、施設内の機能の今後の在り方を決定する。 

◆利用者数や売上の増加を目指し、施設機能の発信力を高める。 

◆高架橋耐震補強工事後の施設の効果的な活用方法について検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

●施設内の機能の今

後の在り方の決定

及び決定に基づく

取組の実施 

○決定に基づく取組

の実施 

▽継続 ▽継続 

○利用者数や売上の

増加を目指した発

信力向上策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆府中駅前の更なるにぎわいの創出 

◆利用者数の増加 

 

５ 旧府中グリーンプラザ分館  

しゅん工年度 平成 ８（１９９６）年度 延床面積 １，３５０㎡ 

課題 
利用者数の向上が見られないため、改めて利用者数及び売上の向上に向けた方策を再考

する必要がある。 

今後の方向性 
内装改修工事に合わせ、市民ニーズや施設の稼働状況、周辺公共施設の状況を踏まえ、

今後施設に必要な機能の整理や施設の在り方の見直しを行う。 

 

担当課 資源循環推進課

障害者福祉課 産業振興課
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●４年間の取組の総括

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

施設内機能の今後の在
り方の決定及び決定に
基づく取組の実施

利用者数や売上の増加
を目指した発信力向上
策の検討・実施

　現施設の整理については、移転等の時期、内容等を関係課と継続的に調整し、機能の整理および運営手法の検討を進行した。
　改築後機能の整備については、規模縮小とにぎわい創出に資する機能の整備を軸に方向性を明確化した。

　直売所は、水曜営業の開始や期間限定の土曜営業、セール時の店頭販売、JAコミュニティ誌の新聞折込、農業まつりとのタイアップ出店等を実施し、売上増を図った。 また、近隣飲食店への働きかけや継続的な販促

により、来店機会の拡大に寄与した。

　リサちゃんショップは、広報、ごみ新聞、リサイクルフェスタ、再生家具販売など媒体や事業を通じて市民への周知を図った。

　喫茶・福祉ショップは、地元産野菜の使用やフェアメニューの導入、作業所等経営ネットワークとの連携等により魅力ある店舗運営を行い、地域への浸透に努めた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　梅園の一部拡張の取組を

進める。

　あじさいまつりで新たな

企画展やヒガンバナの植付

けを行い集客力を高めた。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と協力し、計画

に基づく取組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と協力し、計画

に基づく取組を進めた。

予
定

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業での方向性を

踏まえながら、検討を進め

る。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、計画に基づ

く取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、計画に基づ

く取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、計画に基づ

く取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、計画に基づ

く取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画での方向性を

踏まえながら、検討を進め

る。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化検討会議にて、検

討を進めた。

－ －

予
定

　大規模改修工事を進め

る。館内収蔵品等移設・復

旧作業委託の契約を行い、

工事側と調整をしながら移

設・復旧作業を進める。

　引き続き、大規模改修工事

及び館内収蔵品等移設・復旧

作業委託について、業者及び

関係課並びに指定管理者と打

合せを行い調整しながら進め

る。

　7月20日の本館再開に向け、引き

続き、大規模改修工事及び館内収

蔵品等移設・復旧作業委託につい

て、業者及び関係課並びに指定管

理者と打合せを行い調整しながら

進める。

－ － － －

　大規模改修の起工に伴

う、契約事務手続を行う。

また、館内収蔵品等移設・

復旧業務に向けた取組を進

める。

　大規模改修に伴う館内収

蔵品等移設・復旧業務につ

いて、関係課及び指定管理

者と複数回の打合せを実施

した。

　郷土の森博物館で開催した「わんぱ

く相撲府中場所」にあわせて、「グル

メと音楽で楽しむ2DAYS FES」を試行開

催した。あじさいまつりでは、市制70

周年記念として広島県府中市から寄贈

をうけたアジサイ25株のスポット展示

を行った。

　「矢崎小PTAまつり」を誘致し協働事

業の充実を図るとともに、既存事業も

継続して展開した。また、梅まつりで

は枝垂れ梅など新たな見どころについ

て周知を図り、WEB広告の導入など情報

発信を強化し、集客向上を図った。

予
定

　アナベル（アジサイ）の丘

の拡張等、植栽整備の取組を

進める。ヒガンバナまつりを

新規開催する。

　改修工事のため本館は休館

となることから、復元建物を

活用した展示会や、エアドー

ムを用いた出張授業、商業施

設でのイベント等のアウト

リーチ活動を行う。

　改修工事に伴い3月から5月まで

全館休館となることから、引き続

きアウトリーチ活動に取り組む。

また、アジサイの株やヒガンバナ

の球根の補植等、植栽整備の取組

を進める。

　武蔵府中鉄道模型博の規

模を拡大し、内容の充実を

図る。天文講座「大人のた

めの星空入門」を新規開催

する。

　園内で初開催の「わんぱく相撲府

中場所」にあわせて、「グルメと音

楽で楽しむ2DAYS FES」（仮称）を試

行開催する。また、あじさいまつり

では、市制70周年記念として広島県

府中市から寄贈をうけたアジサイ25

株のスポット展示を行う。

　矢崎小PTAまつりの誘致な

ど、近隣地域の団体等の協働

事業を開催する。また、梅ま

つりでは、枝垂れ梅など新た

な見どころを周知し更なる集

客を図る。

　アナベル（アジサイ）の丘

の再拡張等、植栽整備に取り

組むとともに、あじさいまつ

りPRにはWEB(SNS)を使い発信

を強化する。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

本館の大規模改修
に関する取組

実
績

　大規模改修工事の契約事

務手続を行った。館内収蔵

品等移設・復旧業務につい

て、関係課及び指定管理者

と打合せを実施した。

　大規模改修工事及び館内

収蔵品等移設・復旧業務委

託については、業者及び関

係課並びに指定管理者と打

合せを行いながら進めた。

　大規模改修工事及び館内収

蔵品等移設・復旧業務委託に

ついては、業者及び関係課並

びに指定管理者と打合せを行

いながら進めた。

　大規模改修工事及び館内収

蔵品等移設・復旧作業委託に

ついては、業者及び関係課並

びに指定管理者と互いに協力

して進め、本館は予定通り7月

20日に再開した。

－

利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　梅園を一部拡張し、新品種

の増植等を行い集客力を高め

た。また、親子向けのベビー

プラネタリウム等プログラム

を工夫したことで利用者が増

加した。

　アナベル（アジサイ）の丘

の拡張等、植栽整備を行っ

た。曼珠沙華まつりを初開催

し、集客力を高めた。

　本館休館に伴い復元建物を活用

した展示会を行った。また、エア

ドームを用いた出張授業、商業施

設でのイベント等、アウトリーチ

活動を通じて、博物館事業の認知

度を高めた。

　全館休館中は、商業施設での博

物館体験事業の出張開催を実施す

るなど、アウトリーチ活動に積極

的に取り組んだ。また、アジサイ

の株やヒガンバナの球根の補植

等、植栽整備に努め、園内の魅力

を高めた。

　武蔵府中鉄道模型博は、規模の拡

大や内容の充実（プラネタリウム、

やすらぎ亭の活用、スタンプラリー

の実施等）を図り好評を得た。天文

講座は、「大人のための星空入門」

を新規開催し、新たなニーズの掘り

起こしに成功した。

周辺施設との一体
的な活用の検討

実
績

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業にて、検討を

進めた。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と協力し、施設

の在り方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業の内容を踏ま

え、関係課と協力し、計画

に基づく取組を進めた。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、広報活動の充実や復元建築物を含む園内施設の利活用など、利用者

数や収入の増加に向けた方策を検討する。 

◆周辺施設との連携も含めた一体的な活用について検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○本館の大規模改修
工事に向けた手続 

○本館の大規模改修
工事 

▽継続 
－ 

○利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○周辺施設との一体
的な活用の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設
配置等適正化計画
（仮称）の策定 

○計画に基づく取組
の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数の増加や歳出の削減 

◆今後の施設運営における更なるサービスの向上 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

６ 郷土の森博物館  

しゅん工年度 昭和６２（１９８７）年度 延床面積 （本館部分）６，９１７㎡ 

課題 

・平成３０年５月にリニューアルオープンしたプラネタリウムについては、集客効果を更

に高める必要がある。 

・周辺施設との連携も含めた一体的な活用について検討する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

ふるさと文化財課
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○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携し、広報活動の充実や復元建築物を含む園内施設の利活用など、利用者

数や収入の増加に向けた方策を検討する。 

◆周辺施設との連携も含めた一体的な活用について検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○本館の大規模改修
工事に向けた手続 

○本館の大規模改修
工事 

▽継続 
－ 

○利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○周辺施設との一体
的な活用の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設
配置等適正化計画
（仮称）の策定 

○計画に基づく取組
の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数の増加や歳出の削減 

◆今後の施設運営における更なるサービスの向上 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

周辺施設との一体的な
活用の検討

　文化・スポーツ施設配置等適正化事業の内容を踏まえ、イベント時には関係課と連携しながら、相互に駐車場の便宜を図るなど、周辺施設との一体的な活用に向
けた取組を進めることができた。

－ －

予
定

－ － － － － － － －

その他の取組等

実
績

－ － －

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

－

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画に基づき、取

組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置等適正

化計画に基づき、収蔵庫の容量不

足や交通の利便性に係る課題につ

いて、関係組織と協議するなど検

討を進めた。

予
定

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業での方向性を

踏まえながら、検討を進め

る。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

実
績

　文化・スポーツ施設配置

等適正化事業にて、検討を

進めた。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置等適正

化計画に基づき、収蔵庫の容量不

足や交通の利便性に係る課題につ

いて検討を進める。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画での方向性を

踏まえながら、検討を進め

る。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化検討会議にて、検

討を進めた。

－ －

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

本館の大規模改修に関
する取組

利用者数や収入の増加
に向けた方策の検討・
実施

　本館の大規模改修については、既存機能の維持保全を基本としながら、劣化部位の改修を計画的に実施するとともに、授乳室の新設、トイレ・会議室・特別展示室等の更新、
案内サインの整備、照明のLED化、空調・電気設備の更新等の機能改善を行った。その結果、安全性と利便性が向上し、施設として長期的（約30年）な活用が可能な状態へと更新
することができた。

　「曼珠沙華まつり」の新設をはじめ、園内の見どころの創出、天文事業（プラネタリウムプログラム等）の充実、展示会や講座の充実、協働事業の取組強化な
ど、さまざまな方策を検討・実施した結果、プラン初年度の令和４年度実績と比較して８.２％の利用者数増や、収入の伸びにつなげることができた。

　文化・スポーツ施設配置等適正化事業の内容を踏まえ、施設の管理運営や収蔵資料の適切な保管や展示活用の在り方についての課題を明らかにし、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に基づいた対策の検討を進めることができた。

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

取組の成果
項
目
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －
その他の取組等

－ － － －

予

定
－ － － － －

実

績
－

　図書館での職員の業務な

ど細部の調整を図る。収蔵

資料の配置場所を最終決定

する。

　引き続き所蔵資料の整

理・削減を継続して行う。

　公文書史料室の館内移動

を契機に、移転に向けた検

証を行う。

　文書の管理形態変更に伴

いファイルの再編綴を実施

し、更なる文書量削減を開

始した。

　土地履歴を整理するととも

に、跡地活用について検討し

た。

　土地履歴を整理するととも

に、跡地活用について検討し

た。

　跡施設を複数団体で使用す

ることが決まった。

予
定

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。
　跡施設について、関係部署

にの引継ぎを進める。

　引き続き、跡地活用につ

いて検討する。

　跡地活用について検討し

た。

　新聞資料用保存収納箱を

購入するなど、資料の性

質・状態に適した保存環境

に配慮しながら、順次移転

準備を進めた。

　公文書史料室の移転について、

図書館との業務上の調整を進め

た。また、既存資料の一部受入れ

においては協議中である。旧家文

書については下半期で展示を行え

るよう整理を行った。

　移転先を図書館に決定

し、機能移転に向けて実務

上の協議を重ねている。所

蔵資料の整理・削減につい

ては継続している。

　事務、受付、作業、展示の

それぞれスペースを確定させ

た。所蔵資料の整理・削減は

継続して行い、例規上の位置

付けは調整を進めた。

　図書館での職員の業務な

どの調整を行った。また収

蔵資料の配置場所の暫定利

用を決めた。

予
定

　資料の再選別及び再編綴に

よる大幅な文書量の削減を図

る。また、新庁舎移転後の行

政資料公開室、図書館との重

複資料の取扱について協議を

進める。

　移転に向け、関係課と管

理に係る調整を行った。

　移転に向け関係課と管理

に係る調整を行った。ま

た、展示製作に係る委託契

約を締結した。

予
定

　国府関連の館内資料や館内

機器の有用性を再検証し、新

庁舎歴史コーナーの開設に向

けた基礎資料の作成に着手す

る。

　新庁舎歴史コーナーの開

設に向け、関係課と調整を

行う。

　基本設計を作成し、概算工

事費を算出する。併せて、収

蔵品の収納場所について関係

課との調整を行う。

　策定した基本設計に基づ

き、実施設計を行う。併せ

て、収蔵品の収納場所につい

て関係課との調整を行う。

　施設の開館に向け、展示

製作を行う。

　引き続き関係課と調整を

行うとともに、展示製作の

委託を契約し推進する。

　施設の開館に向け、受託

者との調整を行う。

　紙資料を除くモノ資料の

収蔵量調査を実施する。

　館内の紙資料(個人管理

分含)の一斉調査を実施

し、総量を把握した。

実
績

　敷地内の記念碑等及び、

埋蔵文化財遺物を除く館内

収蔵資料の調査を行った。

　新庁舎歴史コーナーの開設

に向け、令和6年度から基本設

計及び実施設計を行うための

準備を進めた。

　新庁舎歴史コーナーの基本･

実施設計に向けた手続を進め

るとともに、収蔵品の収納ス

ペースの確保に向けて検討を

進めた。

　新庁舎歴史コーナーの基本設計

を策定し、次年度以降の工事に向

けた費用を算出した。しかし収蔵

品の移転先については関係課との

調整が進んでいない。

　新庁舎歴史展示室の基本

設計を踏まえ、実施設計を

行った。

機能移転後の跡地
の活用についての
検討に関する取組

実
績

　跡地活用について検討し

た。

　土地履歴を整理するととも

に、跡地活用について検討し

た。

　土地履歴を整理するととも

に、跡地活用について検討し

た。

　土地履歴を整理するととも

に、跡地活用について検討し

た。

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

公文書史料室機能
の移転に向けた取
組（資料の選別及
び収蔵スペースの
精査等）

実
績

　公文書史料室の館内移動を

契機に、公文書館が有するの

に妥当な機能及び資料群の集

約が完了し、外部移転後の運

営全般についての検証を開始

した。

　文書量削減の取り組みは継

続中。公文書資料室の移転先

を図書館と仮決定したため重

複資料に関する協議は図書館

との間で行った。

　所蔵資料の移転先は民間の

貸倉庫を計画しており、資料

の状態ごとに管理環境を振り

分ける必要がある。そこで、

全ての資料に対する診断作業

に着手する。

　市内の旧家文書資料(明

治期以降)について、活用

を前提とした整理を開始す

る。

　公文書史料は民間倉庫に預ける

予定だが、古い文書などは保存環

境に配慮が必要となるため、文書

状態に応じた分類を進める。ま

た、資料のコンパクト化を推進す

る。

　図書館での運営にあた

り、例規上の位置づけ等を

図書館・法制文書課との調

整を行う。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

既存機能の移転に
向けた取組

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆新庁舎に設置予定の歴史コーナーの開設に向けて、既存機能の整理を進める。 

◆公文書史料室機能の移転について、史料総量の把握や選別・整理を行った上で、市全体の

公共施設の状況を踏まえた検討を行う。 

◆新庁舎等への機能移転までの間、適正な維持管理を行っていく。 

◆機能移転後の跡地の活用について検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○既存機能の移転に向

けた取組の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○公文書史料室機能の

移転に向けた資料の

選別及び収蔵スペー

スの精査 

▽継続 ○公文書史料室機能の

移転場所の検討 

●公文書史料室機能

の移転場所の決定 

〇機能移転後の跡地の

活用について検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

期待する 

主な効果 
◆施設の移転による機能向上や効率的な施設管理 

 

７ ふるさと府中歴史館  

しゅん工年度 昭和４１（１９６６）年度 延床面積 
２，１３４㎡ 

（建物全体 ２，３７６㎡） 

課題 

・新庁舎建設に合わせて既存施設を処分するため、既存機能のうち移転先が決まっていな

いものについては移転先を決定する必要がある。 

・機能移転後の跡地の活用について、当該跡地が国指定史跡であることを考慮して検討を

進める必要がある。 

・利用者数の増加について、方策を再考する必要がある。 

今後の方向性 
・公文書史料や文化財等を電子化するなど、効率的に保存していく手法を検討する。 

・機能移転後も更なる利用者数の増加を目指し検討を行う。 

 

担当課

ふるさと文化財課 財産活用課
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●４年間の取組の総括

　機能移転後の跡施設については、複数団体で利用することが決まった。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

機能移転後の跡地の活
用についての検討に関
する取組

既存機能の移転に向け
た取組

公文書史料室機能の移
転に向けた取組（資料
の選別及び収蔵スペー
スの精査等）

　移転に向けた関係各課との調整を行い。機能移転に係る適切な契約を締結した。

　公文書資料室については、所属はふるさと文化財課のまま、中央図書館にその場所を移すこととなった。資料の収蔵スペースについては、当面ふるさと府中歴史
館資料庫を用いるが、今後の収蔵先については文化・スポーツ施設等配置適正化計画に基づき、引き続き検討が必要となる。

- 14 -



●進捗管理表

※次頁に続く

　引き続きメンバーシップ
会員の購入のあっ旋と並行
し、ＳＮＳを活用した情報
発信を実施し企画展の来館
者増を図った。

　企画展前売券のあっ旋を市

内だけではなく市外団体にも

行い併せて周知を図るととも

に、ＳＮＳ及び雑誌等各メ

ディアを活用し来館者増を

図った。

予
定

　引き続き、歳入の増加に

向けた方策を検討する。

　実施に向けて準備を行う
とともに、これまでの取組

について評価する。

　引き続き、アウトソーシ
ング事業者と提携し、利用

者割引を実施する。

　７０周年記念企画展を実
施し、利用者の増加による

歳入増を図る。

　メンバーシップ会員（年
間チケット）の購入の斡旋

を、市内の団体等に働きか
け、歳入増を図る。

　企画展の周知について、
自らＳＮＳでの発信のほ

か、さまざまなメディアを
活用し来館者増を図る。

　引き続き、広報紙、ポスター・

チラシ配布をはじめ現在効果が認

められたＳＮＳでの発信及び各メ

ディアの活用を図る。

　美術館の改修内容検討調
査の報告書を基に、ウッド
デッキの張替え等を行う。

　その他不具合設備につい
て、対応を検討する。

　本館西側外構ウッドデッキ

の改修工事や講座室の映像音

響設備の更新を実施する。

　冷水熱源用プレートガスケット

交換等修理を実施する。また、令

和７年度以降の大規模改修に向け

た検討を進める。

　エレベーター２台の内１台は油

圧機構及びワイヤーロープ、１台

はワイヤーロープの修繕を行う。

　雨漏りが館内に発生してい

るため、創作室の修繕を行

う。

　展示室等の照明や空調の整

備に向け、機能回復調査を行

う。

　府中市美術館の改修内容
検討調査の報告書をまとめ
る。

　府中市美術館の改修内容
検討調査委託による検討を
進めた。

改修に向けた取組

実
績

　美術館の改修内容検討調査

の報告書をまとめ、課題を洗

い出した。

　カフェのウッドデッキ修
繕や厨房機器を更新した。

　中央監視コントローラー
ユニットの交換を完了し
た。

　講座室映像・音響機器の更新及

び、西側ウッドデッキの改修工事

について、下半期中の完了に向け

て手続を進めた。

　ＰＰＰ・ＰＦＩ手法導入について庁

内で検討を実施した。冷水熱源用プ

レートガスケット及び２台あるエレ

ベーターの内1台の油圧機構の修繕を

行った。

　メンバーシップ会員のあっ旋に

ついては、市内の団体に働きかけ

るとともに、その団体内の周知も

依頼し拡大を図った。

　コンビニエンスストアでの

発券も予定どおり進み、ま

た、ＳＮＳでの発信により企

画展観覧者増につながった。

予
定

　引き続き、コンビニエン
スストアでの観覧券の委託
販売を継続する。

　引き続き、コンビニエンス

ストアでの観覧券の委託販売

を継続する。また、取組の効

果について分析し、評価す

る。

　引き続き、コンビニエン
スストアでの観覧券の委託
販売を継続し、利用者の増
加を図る。

　１２月１日まで、コンビ
ニエンスストアでの観覧券
の委託販売を継続し、利用
者の増加を図るとともに新
たな取組を検討する。

　メンバーシップ会員（年
間チケット）の購入の斡旋
を、市内の団体等に働きか
け、観覧者増を図る。

　秋の企画展に向け、引き
続きコンビニエンスストア
での観覧券の委託販売を実
施するとともに、市内団体
へのあっ旋も行う。

　メンバーシップ会員や「東

京・ミュージアムぐるっとパ

ス」など、魅力ある企画展及

びコレクション展開催により

観覧者増が見込まれるため、

取組を継続する。

　引き続き、コンビニエン
スストアでの観覧券の委託
販売を継続する。

　観覧者数の増加に向けて
コンビニエンスストアでの
観覧券の発売を実施した。

　歳入の増加に向けた方策
を検討した。

　引き続き、歳入の増加に

向けた方策を検討する。

　エレベーターの修繕を進め

つつ、老朽化に伴う防火戸の

修繕など個別に対応を行っ

た。

　館内空調システムやエレ

ベーター、雨漏り等各所の修

繕を行った。

予
定

実
績

　観覧者数の増加に向けて
コンビニエンスストアでの
観覧券の委託販売を継続し
た。

　観覧者数の増加に向けて
コンビニエンスストアでの
観覧券の発売を継続した。

　観覧者数の増加に向けてコ

ンビニエンスストアでの観覧

券の委託販売を継続し、利用

者数が１割増加した。

　観覧者数の増加に向けて、コンビニ

エンスストアでの観覧券の発売を継続

し、市制７０周年の企画展等により、

利用者数は前年度と比較して、大幅に

増加した。

　コンビニエンスストアで
の発券数が伸び、観覧者数
増につながった。

歳入の増加に向け
た方策の検討・実
施

実
績

　利用者増加に伴う歳入の
増加に向けた方策として、
広告等で展覧会のＰＲを
行った。

　府中市職員互助会などが加

入しているアウトソーシング

の会社事業メニューへの美術

館観覧券の導入に向けて検

討・協議を開始した。

　利用者の増加による歳入増

に向けた方策として、美術館

観覧券をアウトソーシング事

業者と提携し、美術館観覧券

の割引を実施した。

　利用者の増加による歳入増に向けた

方策として、都内主要駅に、企画展覧

会のポスターを掲示し企画展のPRを実

施し、アウトソーシング事業者と提携

し、美術館観覧券の割引を実施した。

　また、ミュージアムショップで販売

している図録、絵葉書による、頒布金

収入増に努めた。

　企画展前売り券の斡旋販
売を市内団体等に働きか
け、昨年と比較して販売数
を及び来場者数が大きく上
回った。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数の増加に
向けた方策の検
討・実施

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数の増加に向けた取組を実施する。 

◆歳入の増加に向けた取組を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数の増加に

向けた方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○歳入の増加に向け

た方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○改修に向けた取組 ▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の維持管理費の効率化 

 

８ 美術館  

しゅん工年度 平成１２（２０００）年度 延床面積 ７，７９５㎡ 

課題 
美術品の適正管理には特殊な設備が必要なため、他の施設よりも施設・設備の劣化が早

く、更新にも多額の費用が掛かる 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

美術館
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令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数の増加に向けた取組を実施する。 

◆歳入の増加に向けた取組を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数の増加に

向けた方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○歳入の増加に向け

た方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○改修に向けた取組 ▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の維持管理費の効率化 

 

●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

改修に向けた取組 　日常的な運営及びさまざまな定期点検、観覧者及び美術作品の安全を確保するために行う修繕について、計画的に取り組んでおり、今後も進めていく。

－ －

予
定

－ －
　収蔵庫内燻蒸を実施す
る。

－ － － － －

その他の取組等

実
績

－ －
　収蔵庫内燻蒸業務の契約
事務を完了した。

利用者数の増加に向け
た方策の検討・実施

歳入の増加に向けた方
策の検討・実施

　企画展の内容により観覧者数は増減するものの、多様なメディアや方策を活用することにより府中市美術館の魅力を発信し続けており、今後の利用者増につなげ
ていく。

　メンバーシップ会員の増加、多方面へのチケットあっ旋により歳入増が図れている。また、市民ギャラリーの活用を促進することで収入増も図る。

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

－

　パブリック・コメント手
続やオープンハウスを実施
するなど、市民意見を聴取
しながら進めた、文化・ス
ポーツ施設配置等適正化計
画（案）の作成を支援し
た。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき取組
を進めているが、大規模改
修が未定となっているた
め、現状を維持するための
調査実施に向け検討を進め
た。

　大規模改修が未定となって

いることにより、現状維持を

図るため機能回復調査を行う

準備を進めた。

　また、臨時駐車場の貸付に

ついて国（関東財務局）と協

議し、引き続き貸付を行う手

続を進めた。

予
定

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業において、引
き続き、今後の施設の在り
方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と施設の在

り方を検討する。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業において、引
き続き、今後の施設の在り
方を検討する。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定する。策定後は
計画に基づき取組を進め
る。

実
績

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ今

後の施設の在り方を検討し

た。あわせて、改修内容検討

調査の報告書に基づき、令和9

年度実施予定の大規模改修に

向けて、課題を洗い出した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え今後の施設の在り方を検
討した。併せて、改修内容
検討調査の報告書に基づ
き、令和９年度実施予定の
大規模改修に向けて、課題
を洗い出した。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　今後、府中基地跡地留保地

の計画に伴い面積等が変更と

なる臨時駐車場の管理につい

て準備及び現状維持に係る調

査実施の検討を進める。

　展示室部分の照明、空調等の機

能回復調査を実施し令和９年度の

修繕に向け検討するとともに、事

務所側のＬＥＤ化に向け担当課と

調整し取組を進める。

　　文化・スポーツ施設配
置等適正化業務に関する定
例会等の内容を踏まえ、今
後の施設の在り方を検討し
た。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化業務に関する定例
会等において、引き続き、
今後の施設の在り方を検討
する。

　収蔵庫内燻蒸を完了し
た。

－

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

　大規模改修について、この４年間の途中で未定になったことにより、展示室等の現在の機能維持を図るための機能回復調査を行うとともに、事務所側のＬＥＤ化
を進める。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
　
　
組
　
　
項
　
　
目
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●進捗管理表

※次頁に続く

　機能転換の方針を固め
る。

宿泊施設の機能転
換に向けた検討に
関する取組

実
績

　将来的な方向性を含めて機

能転換について検討を進め

た。

　将来的な方向性を考え、令

和８年度からの宿泊施設廃止

に向けて、検討した。

　将来的な方向性を含めて
機能転換について継続して
検討を進めた。

　機能転換後の在り方につい

ては、施設の将来的な方向性

を含めて継続して検討を進め

た。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画により、施設の将

来的な廃止が決定した。

　施設廃止までの間、宿泊
機能を維持・活用すること
を検討した。

－ － －

－ － － －

予

定

　施設廃止までの間、宿泊
機能を維持することとし
た。

予
定

　引き続き機能転換につい
て協議を継続する。

　引き続き機能転換につい
て協議を継続する。

　施設廃止の時期にあわせて

宿泊機能も廃止していく。

　施設廃止の時期にあわせ
て宿泊機能は廃止する。

　施設廃止の時期にあわせ
て宿泊機能は廃止する。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、施
設の廃止と機能移転・複合
化に向けた検討を行った。

　担当課において、文化・スポーツ施

設配置等適正化計画を策定する。策定

後は計画に基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポーツ施設

配置等適正化計画に基づき、取組

を進める。

　施設の廃止と機能移転・複

合化に向けた検討を進める。

　市と指定管理者で緊急箇所

の修繕を実施し、利用者の安

全と快適な環境を確保した。

－

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、施
設の廃止と機能移転・複合
化に向けた検討を行った。

　施設の廃止と機能移転・複

合化に向けた検討を進める。

　市と指定管理者で防火設備修繕をは

じめ、利用者の施設利用に影響が及ぶ

緊急箇所の修繕を実施し、利用者の安

全と快適な環境を確保した。

　運営に支障がないよう対応

すべき箇所について、必要な

修繕を行っていく。

　引き続き、運営に支障がないよ

う対応すべき箇所について、必要

な修繕を行っていく。

　引き続き、運営に支障がないよ

う対応すべき箇所について、必要

な修繕を行っていく。

　引き続き、運営に支障がないよ

う対応すべき箇所について、必要

な修繕を行っていく。

　引き続き、運営に支障がないよ

う対応すべき箇所について、必要

な修繕を行っていく。

　令和３年度に実施した機能

転換に向けた調査の結果を踏

まえ、新機能の検討を進め

た。

その他の取組等

実

績
－ － － －

　今後の改修に向けた劣化
診断調査を実施した。

　引き続き、劣化診断調査
を実施する。

予
定

　引き続き、検討を進め
る。

　学習施設としての機能が継

続できるよう検討を進めてい

く。

　学習機能として残すべき諸室・

機能、移転先に必要な施設につい

ても検討を進めていく。

　総合体育館の移転を踏ま
えた施設のあり方を検討し
た。

　引き続き、検討を進め
る。

－ －

予
定

　令和８年度の大規模修繕
の基本及び実施設計に向け
た検討を進める。

　急を要する修繕や令和８年度に

実施を予定していた修繕を前倒し

で実施できるか検討を進める。

　令和８年度以降は４階は利

用に供しないフロアとするこ

とも含めて検討を進める。

－ －

　引き続き機能転換につい
て協議を継続する。

　トレーニング室のスタンプカード利

用が好調であることや、夏場のプール

利用が伸びているため、体育施設を中

心に利用者数と収入が共に増加した。

　１０月に実施した生涯学習フェ

スティバルは、多彩なイベントを

企画・実施したことで、昨年と比

べて参加者数が倍増した。

予
定

　引き続き、多くの受講生を

集められるよう魅力的な講座

を実施する。

　魅力的な講座を継続実施す

ることで、更なる利用者数と

収入の増加を図る。

　更に魅力的な講座を実施す

ることで、昨年度を上回る利

用者数と収入の増加を目指

す。

　学習講座は、内容の見直し

を図り、広報を強化して利用

者数の増加を目指す。

　講座体験ができるイベント

などを行うことにより、利用

者数の増加を目指す。

　学習施設の利用者数や収入

も上げるため、魅力的な講座

を実施する。

　生涯学習フェスティバルなどの

イベントのほか、講座の内容を充

実し、受講者を拡大することによ

り、利用者数の増加を図る。

　昨年度と比較し、講座数を

増やすことで、施設の稼働率

が向上した。

　引き続き、昨年度を上回
る数の講座を実施する。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数や収入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　前期に引き続き、多くの講

座を実施し、利用者が増加し

たことで施設の稼働率が上昇

した。

　指定管理者が変更となった

が、魅力的な講座を実施した

ことで昨年度と比較して利用

者数、収入共に増加した。

　魅力的な講座や、市民協働

によるイベントを増やすこと

で、前期よりも利用者数が増

加した。

　SNSや広報を活用し、昨年度

と比較して、体育施設を中心

に、利用者数、収入共に増加

した。

　オリンピアンによる講座の開催、ト

レーニング室のスタンプカード導入な

どの努力で、体育施設を中心に利用

者、収入共に増加した。

計画的な保全及び
効率的な施設の維
持管理について検
討・実施

実
績

　劣化診断調査の結果をもと

に、緊急に修繕すべき箇所と

大規模修繕で行うべき箇所の

整理を行った。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画（仮称）の検討状

況を踏まえ、大規模修繕は実

施しない方向性となった。

　市と指定管理者で緊急で
対応すべき箇所の修繕を
行った。

　市と指定管理者で緊急で
対応すべき箇所の修繕を
行った。

　市と指定管理者で緊急箇所

の修繕を実施し、利用者の安

全と快適な環境を確保した。

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

実
績

　新総合体育館との複合化
等を検討した。

　体育機能については新総合

体育館との複合化をする方向

性で検討した。また、学習機

能の中心市街地への移転を検

討した。

　学習機能として必要な機
能・設備について、生涯学
習審議会で検討がされた。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆指定管理者と連携して、利用者数や収入の増加に向けた方策を検討する。 

◆宿泊施設の機能転換に向けた検討を進める。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数や収入の

増加に向けた方策

の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

〇宿泊施設の機能転

換に向けた検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

〇計画的な保全及び

効率的な施設の維

持管理について検

討 

〇計画的な保全及び

効率的な施設の維

持管理 

▽継続 ▽継続 

○総合体育館の移転

を踏まえた施設の

在り方や必要機能

の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

○計画に基づく取組

の実施 

期待する 
主な効果 

◆宿泊機能の機能転換による利用者数の増加や歳出の削減 

 

９ 生涯学習センター  

しゅん工年度 平成 ４（１９９２）年度 延床面積 ２０，３８３㎡ 

課題 

・稼働率の向上が見られない機能については、方策を再考する必要がある。 

・新総合体育館が府中基地跡地留保地に移転することを踏まえると、周辺の公共施設と機
能が重複することになるため、一体的に必要機能を検討する必要がある。 

今後の方向性 今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化
計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

文化生涯学習課
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●４年間の取組の総括

　劣化診断調査に基づき、当面の施設機能の維持に必要な冷温水発生器や冷却塔の修繕、体育棟照明器具交換等の緊急修繕箇所と大規模修繕に実施すべき項目を整
理した上で、文化・スポーツ施設配置等適正化計画の検討状況を踏まえて大規模修繕を見送る方向性を定めた。市と指定管理者が連携して必要な修繕を継続的に実
施し、利用者の安全と快適性を確保することに重点を置き、施設運営ができている。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

計画的な保全及び効率
的な施設の維持管理に
ついて検討・実施

利用者数や収入の増加
に向けた方策の検討・
実施

宿泊施設の機能移転に
向けた検討に関する取
組

　講座の拡充や魅力的なプログラム、市民協働イベントの実施に加え、SNS等による情報発信の強化、スタンプカード制度やオリンピアン講座などの新たな取組を重
ねた結果、体育施設を中心に利用者数と収入が継続的に増加したほか、生涯学習フェスティバルでも多彩な企画が好評を得て参加者が大幅に増加するなど、利用促
進に向けた取組が総合的に成果を上げた。

　宿泊施設の将来的な方向性を見据え、機能転換の在り方について継続して検討を重ねてきた結果、文化・スポーツ施設配置等適正化計画により生涯学習センター
の廃止が決定するに至ったが、廃止までの期間における宿泊機能の維持・活用の可能性も含めて検討を進めるなど、機能移転に向けた取組を着実に推進した。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

　文化・スポーツ施設配置等適正化計画策定に向けた検討を通じて、体育機能の新総合体育館との統合や学習機能の移転に関する整理を行い、生涯学習審議会にお
いてこれからの生涯学習センターの役割についての審議が行われるなど、将来に向けた施設の在り方や必要機能についての検討を進めた。文化・スポーツ施設配置
等適正化計画の策定により、施設の廃止を見据えた機能移転・複合化に向けた検討を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数の増加に
向けた方策の検
討・実施

実
績

　令和５年３月の再開館に向

けて、図書館業務の詳細や、

リニューアルオープンイベン

トの実施について事業者と調

整を行った。

　講演会やおはなし会等各種

事業を実施したほか、複合施

設の特徴を活かした図書館、

市民会館、レストランの共通

イベントをPFI事業者が開催し

た。

　複合施設の特徴を活かした

図書館・市民会館・レストラ

ン三者によるイベントのほ

か、図書館単独での講演会や

おはなし会等を計画どおり実

施した。

　図書館の利用が少ない中高

生（YA世代）をターゲットに

「市制施行70周年記念謎解き

イベント」を開催したほか、

講演会やおはなし会等各種事

業を実施した。

　複合施設の特徴を活かした図書館・市民

会館・レストラン三者によるイベントのほ

か、図書館単独での講演会やおはなし会等

を計画どおり実施した。また、学校連携に

関し、関係課と調整の結果、令和７年度か

ら市立小・中学校の全生徒が電子図書館を

利用できる環境を整えた。

計画的な保全や効
率的な施設の維持
管理に関する取組

実
績

　令和４年10月から始まった

期初修繕工事は、工事が完了

し、令和５年２月28日に引き

渡しを受けた。

　ＰＦＩ事業者とは、定期的

に打合せを行い、施設の維持

管理業務の報告を受けた。

　ＰＦＩ事業者とは、定期的

に打合せを行い、施設の維持

管理業務の報告を受けた。

　施設維持管理業務についてPFI事

業者及び関係課と定期的に打合せ

を行い、連携して効率的な施設運

営に努めた。

　施設維持管理業務についてPFI事

業者及び関係課と定期的に打合せ

を行い、連携して効率的な施設運

営に努めた。

将来に向けた施設
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

実
績

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

今後の施設の在り方を検討し

た。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

今後の施設の在り方を検討し

た。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

今後の施設の在り方を検討し

た。

　パブリック・コメント手続やオープ

ンハウスを実施するなど、市民意見を

聴取しながら進めた、文化・スポーツ

施設配置等適正化計画（案）の作成を

支援した。

－ － －

　複合施設の特徴を活かした図書館・市民

会館・レストラン三者によるイベントや図

書館単独でのおはなし会等を開催したほ

か、学校で配布されているタブレットにお

いて市立小・中学校の全児童・生徒が電子

書籍を読むことができるよう、学校との連

携をを開始した。

　講演会やおはなし会等各種事業

を実施した。また、電子図書館の

学校連携について、更なるコンテ

ンツの充実のため、教員に対しア

ンケート調査を行った。

予
定

　令和５年３月より開始し

た電子図書館サービスな

ど、再開館後の新たなサー

ビスを利用者に積極的に周

知する。

　複合施設の特徴を活かした図書

館、市民会館、レストランの共通

イベントの実施や図書館単独での

講演会やおはなし会等各種事業を

行う。また、利用者数増加に向け

た各取組について評価する。

　図書館単独での講演会やおはな

し会等を実施するほか、市民会館

とのコラボイベントなど複合施設

の特徴を活かした取組を行う。ま

た、電子図書館の利用促進のた

め、積極的な周知を行う。

　図書館、市民会館、レストランの共

通イベントのほか、図書館単独での講

演会やおはなし会等各種事業を行う。

また、サービス向上を目指し、利用者

アンケート調査を実施する。さらに、

学校連携の検討を行い、電子図書館の

利用促進に努める。

　図書館の休館日を活用したイベ

ント等を実施するほか、市民会館

とのコラボイベントなど複合施設

の特徴を活かした取組を行う。ま

た、図書館の魅力を発信するため

の広報活動を積極的に行う。

　図書館単独でのおはなし会

等を実施するほか、電子図書

館の利用促進のため、コンテ

ンツの充実と積極的な周知を

行う。

　市民会館とのコラボイベントな

ど複合施設の特徴を活かした取組

を行う。また、電子図書館も含

め、図書館の魅力を発信するため

の広報活動を積極的に行う。

　令和５年３月の再開館に

あわせ電子書籍など新たな

施策に加え、リニューアル

オープンイベントを実施す

る。

　10月以降の新たな図書館

運営業務について、電子書

籍などのサービスを含め事

業者と調整を行った。

　施設維持管理業務についてPFI事

業者及び関係課と定期的に打合せ

を行い、連携して効率的な施設運

営に努めた。

　施設維持管理業務についてPFI事

業者及び関係課と定期的に打合せ

を行い、連携して効率的な施設運

営に努めた。

予
定

　引き続きＰＦＩ事業者と

連携し、効率的な施設の維

持管理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　引き続きＰＦＩ事業者と連

携し、効率的な施設の維持管

理に努める。

　令和４年10月から令和５

年２月末日まで期初修繕工

事等を実施する。

　令和４年10月からの期初

修繕工事に向けて、事業者

と調整を行った。

実
績

－

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置等適正

化計画の内容を踏まえ、公文書史

料室機能を所管するふるさと文化

財課と協議を行った。

　文化・スポーツ施設配置等適正

化計画の内容を踏まえ、公文書史

料室機能を所管するふるさと文化

財課と協議を行った。

予
定

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業において、引き続

き、今後の施設の在り方を検

討する。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業において、引き続

き、今後の施設の在り方を検

討する。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業において、引き続

き、今後の施設の在り方を検

討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　歴史的公文書機能との連

携について、検討を行う。

　歴史的公文書機能との連

携について、検討を行う。

　関係課と老朽化対策連絡会

や配置適正化に関する定例会

を実施する。

　関係課と老朽化対策連絡会

や配置適正化に関する定例会

を実施した。

－ － －

その他の取組等
－ － － －

予
定

－ － － － －

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆電子書籍の導入など、図書館利用者への利便性の向上やサービスの内容を検討する。 

◆ＰＦＩ事業者と連携して修繕計画に基づく計画的な保全に努め、効率的な施設の維持管理

を行う。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数の増加に

向けた方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○期初修繕・改修工事 ○修繕計画に基づく

計画的な保全及び

効率的な施設の維

持管理 

▽継続 ▽継続 

○将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆電子書籍の導入による図書貸出しサービスの利便性の向上 

◆計画的保全による施設の維持管理・運営の効率化 

１０ 中央図書館  

しゅん工年度 平成１９（２００７）年度 延床面積 
６，０７７㎡（共有部除く。） 

（建物全体 １４，１９０㎡） 

課題  利用者数の増加に向けた方策を再考する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

図書館
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●４年間の取組の総括

利用者数の増加に向け
た方策の検討・実施

　令和５年３月に導入したふちゅう電子図書館について、学校との連携を行うなど、予定どおり事業を行った。

　PFI事業２期目にあたり、スムーズな移行を行ったとともに、その後の関係機関等との協議も定期的に行った。
計画的な保全や効率的
な施設の維持管理に関
する取組

　担当課において、文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定し、それに基づき関係課と協議を行った。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方や必要機能の検討
及び整理に関する取組

- 20 -



※次頁に続く

１１ 地区図書館  

施設名称 所在地 
延床面積 
（共有部除く。） 

しゅん工年度 

１ 白糸台図書館 
府中市白糸台１丁目６０番地 

（白糸台文化センター３階） 
２０７㎡ 昭和４５（１９７０）年度 

２ 西府図書館 
府中市西府町１丁目６０番地 

（西府文化センター３階） 
２４６㎡ 昭和４６（１９７１）年度 

３ 武蔵台図書館 
府中市武蔵台２丁目２番地 

（武蔵台文化センター３階） 
２３７㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

４ 新町図書館 
府中市新町１丁目６６番地 

（新町文化センター３階） 
２２３㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

５ 住吉図書館 
府中市住吉町１丁目６１番地 

（住吉文化センター３階） 
２５５㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

６ 是政図書館 
府中市是政２丁目２０番地 

（是政文化センター３階） 
２４６㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

７ 紅葉丘図書館 
府中市紅葉丘２丁目１番地 

（紅葉丘文化センター３階） 
２０８㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

８ 押立図書館 
府中市押立町５丁目４番地 

（押立文化センター２階） 
１５６㎡ 平成２６（２０１４）年度 

９ 四谷図書館 
府中市四谷２丁目７５番地 

（四谷文化センター２階） 
１８０㎡ 昭和５２（１９７７）年度 

１０ 片町図書館 
府中市片町２丁目１７番地 

（片町文化センター４階） 
２２８㎡ 昭和６２（１９８７）年度 

１１ 宮町図書館 
府中市宮町３丁目１番地 

（ふるさと府中歴史館２階） 
２４２㎡ 昭和４１（１９６６）年度 

１２ 
生涯学習センター 

図書館 

府中市浅間町１丁目７番地 

（生涯学習センター２階） 
６４２㎡ 平成 ４（１９９２）年度 

課題 
地区図書館が所在する文化センター等は建て替え等の対応が必要な時期を迎えており、

その動向に合わせて今後の地区図書館の在り方も整理する必要がある。 

今後の方向性 
市民ニーズや施設の利用状況、周辺公共施設の状況を踏まえ、今後施設に必要な機能の

整理や施設の在り方の見直しを行う。 

 

担当課

図書館
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
△：計画通りに進んで

いない
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数の増加に
向けた方策の検
討・実施

実
績

　季節に合わせたイベント
等を実施したことで、多く
の方々が各図書館に来館し
た。

　文化センターとの連携事
業や夏休み等季節に合わせ
たイベント等を実施したこ
とで、多くの方々が各図書
館に来館した。

　各文化センター圏域のコ

ミュニティ協議会事業と連携

することにより、日頃図書館

を利用されない子どもにもお

はなし会を実施したことで、

利用者数が増加した。

　文化センターとの連携事
業や夏休みに合わせたイベ
ント等を実施し利用者数の
増加を図った。

　日頃図書館を利用しない子ども

にもおはなし会を知ってもらうた

め、各文化センター圏域のコミュ

ニティ協議会事業と連携し、どん

ど焼きの集いや節分の集いなどで

おはなし会を実施した。

文化センターの建
て替えに向けた検
討に合わせ、地区
図書館のサービス
の在り方や必要な
規模の検討に関す
る取組

実
績

　文化センターのあり方に
関する基本方針で、多世代
が利用しやすい施設として
整備すると示した。

　四谷文化センターの大規
模改修基本計画策定に向け
て関係課と調整を図った。

　文化センターのあり方に関する

基本方針を受け、調整した結果、

サービスの在り方及び適正規模に

ついては、図書館協議会に諮問す

る必要が生じたため、決定時期を

令和７年度とする。

　府中市図書館協議会に
「府中市地区図書館の整備
に関する基本方針」につい
て諮問した。

　府中市図書館協議会から
の答申を踏まえ、府中市地
区図書館の整備に関する基
本方針を定めた。

総合体育館の移転
を踏まえた生涯学
習センター図書館
の在り方や必要機
能の検討及び整理
に関する取組

実
績

　関係課における検討の内

容等情報の共有に努めた。

　関係課における検討の内

容等情報の共有に努めた。
　関係課における検討の内容

等情報の共有に努めた。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

宮町図書館の移転
に向けた取組の実
施

実
績

　日頃図書館を利用しない子どもにも

おはなし会を知ってもらうため、各文

化センター圏域のコミュニティ協議会

事業と連携し、どんど焼きの集いや節

分の集いなどでおはなし会を実施した

ほか、生涯学習フェスティバルに参加

するなど、利用者数の増加を図った。

予
定

　図書館独自の季節に合わ
せたイベントの他、所在す
る施設と連携してイベント

を実施する。

　引き続き、文化センターと

の連携事業や季節に合わせた

イベント等を実施するととも

に、利用者数増加に向けた取

組について評価する。

　図書館独自の季節に合わせたイ

ベントのほか、所在する施設と連

携してイベントを実施するなど、

利用者数の増加に向けた新たな取

組を検討する。

　引き続き、文化センターとの連

携事業や季節に合わせたイベント

等を実施するとともに、サービス

向上を目指し、利用者アンケート

調査を実施する。

　図書館独自の季節に合わせたイベン

トのほか、特に、生涯学習センター図

書館については、生涯学習センターと

の連携イベントがないため、担当課と

調整を行い、利用者数の増加に向けた

新たな取組を検討する。

　引き続き、文化センターとの連携事

業や季節に合わせたイベント等を実施

するとともに、サービス向上を目指

し、利用者アンケート調査を実施す

る。また、下半期に生涯学習センター

との連携イベントを実施する。

　図書館独自の季節に合わせたイ

ベントのほか、所在する施設と連

携してイベントを実施するなど、

利用者数の増加に向けた新たな取

組を検討する。

　クリスマスなど引き続き
季節に合わせたイベントを
実施する。

　季節にあわせたイベント
の実施。また、利用者の満
足度を諮るため利用者アン
ケートを実施した。

　文化センターとの連携事業や夏

休みに合わせたイベント等を実施

し利用者数の増加を図った。ま

た、生涯学習センターとの連携イ

ベントについて、実施に向けて担

当課と協議を行った。

　四谷図書館の整備に関
し、府中市立地区図書館の
整備に関する基本方針に基
づいた協議を行った。

予
定

　各文化センターの改築、
大規模修繕の工事時期につ
いて関係課と連携を図る。

　引き続き、四谷文化セン
ターの大規模改修に向けて
関係課と調整を図る。

　サービスの在り方や規模の検討

について、協議会において検討を

進める。また、先行している四谷

文化センターの大規模改修につい

ては、基本設計に合わせて検討を

進めていく。

　府中市図書館協議会から
の答申を踏まえ、府中市地
区図書館の整備に関する基
本方針を定める。

　四谷図書館の整備に関
し、地区図書館の整備に関
する基本方針に基づき、実
施設計を行う。

　引き続き、四谷図書館の
整備に関し実施設計での協
議を進める。

　引き続き、四谷図書館の改修に

関する協議を進めるとともに、仮

設事務所での業務に関するシステ

ムの移設や図書資料の引っ越しな

どの調整を行う。

　文化センターのあり方に
関する基本方針等を踏まえ
て、検討する。

　関係課における検討会の
内容等情報の共有に努め
た。

　地区図書館の整備に関す
る基本方針に基づき、四谷
図書館の改修に関し実施設
計での協議を行った。

　図書館協議会において、生

涯学習センター図書館の今後

の整備に関する協議を行い、

意見書が提出された。

予
定

　引き続き、関係課におけ
る検討の動向等を注視す
る。

　引き続き、関係課におけ
る検討の動向等を注視す
る。

　引き続き関係課における検

討の動向等を注視するととも

に、生涯学習センター図書館

のあり方やサービスについて

検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　図書館協議会において、
生涯学習センター図書館の
今後の整備に関する意見を
まとめていく。

　引き続き、文化・スポーツ施設

配置等適正化計画に基づき、取組

を進めるとともに、図書館協議会

から提出された意見書も参考に、

関係機関と協議を行っていく。

関係課における検討の動向
等を注視する。

　関係課における検討の内

容等情報の共有に努めた。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、生涯学

習センター図書館の在り方に

ついて、図書館協議会での検

討を開始した。

予
定

　関係課と連携し、移転に
向けて図書・文書の適正化

を図るとともに、市政情報
公開室の資料の装備を進め
る。

　引き続き関係課と連携
し、移転に向けた市政情報

公開室の図書・文書の受入
れ準備のためICタグの貼付
等資料の装備を進める。

　引き続き関係課と移転に
向けた準備を進めるととも

に、図書館システム事業者
など関係機関と協議を行
う。

　引き続き市政情報公開室の

図書・文書の受け入れ準備を

進めるとともに、移転に向け

た具体的なスケジュールを作

成する。

－ －

　関係課と連携し、移転に

向けて図書・文書の適正化
を図る。

　関係課と連携し、移転に
向けて図書・文書の適正化
を図った。

移転に向け、必要となる予

算の検討や条例等の整備な
ど、関係機関と連携して協
議を行う。

　移転に向け、必要となる

予算の計上や条例等の整備
など、関係機関と連携して
協議を行う。

　令和８年度中の移転に向

け、図書館システムの移設、

図書資料の引っ越しなど、関

係機関と連携して協議を行

う。

　関係課と移転に向けた準備を進

めるとともに、図書館システム事

業者とシステム移転についての協

議を行った。また、ICタグの貼付

等資料の装備は順調に進んでい

る。

　関係課と移転に向けた準備を進

めるとともに、図書館システム事

業者とシステム移転についての協

議を行った。また、上半期に引き

続きICタグの貼付等資料の装備を

進めた。

　関係課と移転に向けた準備を進

めるとともに、図書館システム事

業者とシステム移転についての協

議を行った。また、前年に引き続

きICタグの貼付等資料の装備を進

めた。

－ － － － －

　関係課と移転に向けた準備を進

めるとともに、図書館システム事

業者とシステム移転についての協

議を行った。また、前年に引き続

きICタグの貼付等資料の装備を進

めた。

　関係課と連携し、移転に
向けて図書・文書の適正化
を図った。
　市政情報公開室がふるさ
と歴史館に移転した。

　関係課と連携し、移転に
向けた市政情報公開室の図
書・文書の受入れ準備のた
めICタグの貼付等資料の装
備を進めた。

　関係課と移転に向けた準備を進

めるとともに、図書館システム事

業者とシステム移転についての協

議を行った。また、上半期に引き

続きICタグの貼付等資料の装備を

進めた。

－

その他の取組等
予
定

－ － － － － － －

実
績

－
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●４年間の取組の総括

利用者数の増加に向け
た方策の検討・実施

文化センターの建て替
えに向けた検討に合わ
せ、地区図書館のサー
ビスの在り方や必要な
規模の検討に関する取
組

　文化センターとの連携だけではなく、生涯学習センターとの連携も始め、利用者増加に向けた取組を図った。

　文化センターの建て替えの際の地区図書館のサービスの在り方や必要な規模の検討を行い、多少遅れは生じたものの、府中市立地区図書館の整備に関する基本方
針を策定した。

　継続的に関係機関と協議を行い、移転に向けた本格的な協議を行った。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目総合体育館の移転を踏

まえた生涯学習セン
ター図書館の在り方や
必要機能の検討及び整
理に関する取組

　担当課において、文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定したほか、図書館協議会において、生涯学習センター図書館の改修に関する協議を行い、意見書が
提出された。

宮町図書館の移転に向
けた取組の実施
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※次頁に続く

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆文化センターあり方検討協議会における検討結果を踏まえて、文化センターに今後
必要な機能を決定する。 

◆文化センターの改築に向けた方向性を決定する。 
◆改築を見据えた計画的な保全に努め、効率的な施設の維持管理・運営を行う。 
◆効率的な施設の更新や資産の有効活用について、府中駅周辺の公共施設と一体的に
検討する。 

◆機能（ソフト）面、施設（ハード）面の双方から、他の地域拠点施設との連携の可能
性について検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○施設に今後必要な
機能の整理 

●必要機能の決定 ○決定に基づく取組
の実施 

▽継続 

○施設の改築・改修
に向けた方向性の
検討 

●文化センター改築
に向けた方向性を
決定 

○決定に基づく取組
の実施 

▽継続 

○改築を見据えた効
率的な施設の維持
管理・運営の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

【中央文化センタ

ー】 

（モデル事業５） 

○対象施設に関する

諸条件の整理 

【中央文化センタ

ー】 

（モデル事業５） 

○対象施設ごとの最

適な取組について

検討 

【中央文化センタ

ー】 

（モデル事業５） 

●対象施設の効率的

な更新と活用に関

する方針の決定 

【中央文化センタ

ー】 

（モデル事業５） 

○方針に基づく取組

の実施 

（モデル事業６） 

○対象施設の検討及

び調整 

（モデル事業６） 

▽継続 

（モデル事業６） 

○対象施設の決定及

び機能連携や複合

化について検討 

（モデル事業６） 

○対象施設の機能連

携や複合化につい

て検討 

期待する 

主な効果 

◆施設の効率的な改修・改築 

◆施設の維持管理費の効率化 

◆地域の拠点としての機能強化 

 

１２ 文化センター  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 中央文化センター 府中市府中町２丁目２５番地 地上６階 ３，４２０㎡ 昭和４３（１９６８）年度 

２ 白糸台文化センター 府中市白糸台１丁目６０番地 
地上４階、 

地下１階 
１，９５１㎡ 昭和４５（１９７０）年度 

３ 西府文化センター 府中市西府町１丁目６０番地 地上３階 １，９２３㎡ 昭和４６（１９７１）年度 

４ 武蔵台文化センター 府中市武蔵台２丁目２番地 
地上３階、 

地下１階 
１，９０２㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

５ 新町文化センター 府中市新町１丁目６６番地 
地上３階、 

地下１階 
１，９６４㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

６ 住吉文化センター 府中市住吉町１丁目６１番地 地上３階 １，９６２㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

７ 是政文化センター 府中市是政２丁目２０番地 地上３階 １，９３７㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

８ 紅葉丘文化センター 府中市紅葉丘２丁目１番地 地上３階 １，９７５㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

９ 押立文化センター 府中市押立町５丁目４番地 地上２階 １，２７６㎡ 平成２６（２０１４）年度 

１０ 四谷文化センター 府中市四谷２丁目７５番地 地上３階 １，３９４㎡ 昭和５２（１９７７）年度 

１１ 片町文化センター 府中市片町２丁目１７番地 
地上４階、 

地下１階 
２，３１７㎡ 昭和６２（１９８７）年度 

課題 

・改築を進めるに当たり、利用者の利便性の向上や地域拠点機能の拡充を図るため、周辺
の公共施設との連携及び複合化等の可能性を検討する必要がある。改築スケジュール
は、周辺公共施設の動向を踏まえて定めていく必要がある。 

・全ての施設の改築には長期間を要するため、改築時期を踏まえた計画的な保全に努め、
効率的な維持管理を行う必要がある。 

今後の方向性 施設の改築に向けて、市民ニーズや施設の稼働状況、周辺公共施設の状況を踏まえ、今
後必要な機能の整理や施設の在り方の見直しを行い、地域拠点機能を向上させる。 

 

担当課

地域コミュニティ課
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設に今後必要な
機能の整理に関す
る取組

実

績

　文化センターのあり方に
関する基本方針を策定し
た。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画策定に向け
て、ワークショップやアン
ケートを実施した。

　ワークショップやアン
ケートの意見を集約し、四
谷文化センター大規模改修
基本計画を策定した。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画に基づき、基
本設計の策定に着手した。

　四谷文化センター大規模
改修の基本設計を策定し
た。

施設の改築・改修
に向けた方向性の
検討に関する取組

実
績

　文化センターのあり方に
関する基本方針を策定し
た。

　四谷文化センター大規模

改修基本計画策定に向け
て、ワークショップやアン
ケートを実施した。

　ワークショップやアン

ケートの意見を集約し、四
谷文化センター大規模改修
基本計画を策定した。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画に基づき、基
本設計の策定に着手した。

　四谷文化センター大規模
改修の基本設計を策定し
た。

モデル事業５に関
する当該施設の取
組

実

績

　関係課との打合せを通し
て、中央文化センターの諸
機能を洗い出した。

　中央文化センターの諸機
能の課題を洗い出した。

　関係課と中央文化セン
ターの最適な更新手法につ
いて検討した。

　関係課と中央文化セン
ターの最適な更新手法につ
いて検討した。

　策定予定の基本方針に基
づき、改築後の中央文化セ
ンター機能について検討を
進めた。

　「府中駅周辺公共施設の
効率的な更新と活用に係る
基本方針」の策定及び公表
を行った。

実
績

　四谷文化センター大規模
改修に伴う実施設計の策定
に着手した。

　四谷文化センター大規模
改修の実施設計を策定し
た。

予
定

　策定した基本方針を基
に、四谷文化センター大規
模改修基本計画の検討を進
める。

　ワークショップやアン
ケートの意見を集約し、基
本計画の策定を進める。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画に基づき、基
本設計の策定を進める。

　引き続き関係課と連携
し、基本設計の策定を進め
る。

　四谷文化センター大規模
改修に伴う実施設計の策定
を進める。

　引き続き関係課と連携
し、実施設計の策定を進め
る。

　引き続き関係課と連携
し、大規模改修工事を進め
る。

　附属機関において施設に
今後必要な機能の検討を進
めた。

　附属機関からの答申とし
て基本方針（案）を受領
し、パブリック・コメント
手続を経て、基本方針を策
定する。

　四谷文化センター大規模
改修に伴う実施設計の策定
に着手した。

　四谷文化センター大規模
改修の実施設計を策定し
た。

予

定

　策定した基本方針を基
に、四谷文化センター大規
模改修基本計画の検討を進
める。

　ワークショップやアン
ケートの意見を集約し、基
本計画の策定を進める。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画に基づき、基
本設計の策定を進める。

　引き続き関係課と連携
し、基本設計の策定を進め
る。

　四谷文化センター大規模
改修に伴う実施設計の策定
を進める。

　引き続き関係課と連携
し、実施設計の策定を進め
る。

　引き続き関係課と連携
し、大規模改修工事を進め
る。

　附属機関において施設の
改築・改修に向けた方向性
の検討を進めた。

　附属機関からの答申とし
て基本方針（案）を受領
し、パブリック・コメント
手続を経て、基本方針を策
定する。

モデル事業６に関
する当該施設の取
組

実
績

－ －
　関係課と対象施設の検討
を行った。

　関係課と対象施設の検討
を行った。

　第４次府中市公共施設マネ

ジメント推進プラン（案）の

策定に向けた手続を進める。

　第４次府中市公共施設マネジメ

ント推進プランにおいて位置付け

た取組基本方針に基づき、取組を

進める。

　複合施設の整備等に係る
庁内の検討委員会におい
て、基本方針に基づき機能
等の整理を進めた。

　複合施設の整備等に係る
庁内の検討委員会におい
て、基本方針に基づき機能
等の整理を進めた。

予
定

　引き続き、関係課との打
合せを通して、中央文化セ
ンターの諸機能を洗い出
す。

　中央文化センターの最適
な更新手法について検討す
る。

　引き続き、中央文化セン
ターの最適な更新手法につ
いて関係課と検討する。

　今後策定予定の対象施設
に係る基本方針に基づき取
組を進める。

　引き続き、今後策定予定
の基本方針に基づき取組を
進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、
基本計画の策定に向けた検
討を進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、
基本計画の策定に向けた検
討を進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、
基本計画の策定に向けた検
討を進める。

改築を見据えた効
率的な施設の維持
管理・運営に関す
る取組

実

績

　文化センターのあり方に
関する基本方針を策定し
た。

　基本方針に基づき、四谷
文化センター大規模改修の
基本計画策定に着手した。

　四谷文化センター大規模
改修基本計画を策定した。

－ －

－ － －

予
定

その他の取組等

－ － － －

予

定

　策定した基本方針を踏ま
え、既存施設の計画的な保
全に努める。

　引き続き基本方針に基づ
き、施設の計画的な保全に
努める。

　基本方針や基本計画に基
づき、引き続き施設の計画
的な保全に努める。

　引き続き基本方針に基づ
き、施設の計画的な保全に
努める。

　策定予定の基本方針を踏
まえて、各施設の改築時期
を踏まえた具体的な取組を
検討する。

　附属機関による検討状況
を注視しながら、今後の維
持管理等について検討を進
めた。

－

　検討協議会を開催し、基
本方針策定に向けた検討を
進めた。

　年度内に全７回の検討協議

会を開催したほか、検討協議

会からの答申を受けた。

－ － － － － －

　検討協議会からの答申を
踏まえた上で、検討を進め
る。

　第４次府中市公共施設マネ

ジメント推進プラン（案）に

おいて、取組基本方針として

検討した。

　市民意見を踏まえて第４次府中

市公共施設マネジメント推進プラ

ンにおいて、取組基本方針として

位置付けた。

予
定

－ －

　引き続き基本方針に基づ
き、施設の計画的な保全に
努める。

　引き続き基本方針に基づ
き、施設の計画的な保全に
努める。

　引き続き基本方針に基づ
き、施設の計画的な保全に
努める。

　基本方針に基づき、改築
等を見据えた維持管理に努
めた。

　基本方針に基づき、改築
等を見据えた維持管理に努
めた。

　基本方針に基づき、改築
等を見据えた維持管理に努
めた。

　基本方針に基づき、改築
等を見据えた維持管理に努
めた。

　引き続き、関係課と対象
施設の検討及び調整を行
う。

　引き続き、関係課と対象
施設の検討及び調整を行
う。

　引き続き、検討協議会を
開催し、基本方針策定に向
けて検討を進める。
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●４年間の取組の総括

モデル事業６に関する
当該施設の取組

　施設所管課や検討協議会において、地域対応施設の機能連携や複合化の検討を行い、第４次府中市公共施設マネジメント推進プランの取組基本方針として位置付
けた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

改築を見据えた効率的
な施設の維持管理・運
営に関する取組

　基本方針に基づき、改築等を見据えた維持管理に努めた。

モデル事業５に関する
当該施設の取組

　中央文化センターの状況を整理するとともに、最適な更新手法について検討し、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係る基本方針」
を策定した。また、基本方針に基づき、中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、複合施設に必要な機能の整理等を進めた。

施設に今後必要な機能
の整理に関する取組

施設の改築・改修に向
けた方向性の検討に関
する取組

　文化センターのあり方に関する基本方針を策定した。四谷文化センター大規模改修に向けて、ワークショップや基本計画、基本設計及び実施設計の策定を通じて
整理を行った。

　文化センターのあり方に関する基本方針を策定し、四谷文化センター大規模改修に向けて、基本設計及び実施設計を策定した。
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　利用者の安全と安心に配慮

しながら、段階的に感染対策

としての利用制限等を緩和

し、利用者数等の増加に努め

た。

　利用者の安全と安心に配慮

しながら、段階的に感染対策

としての利用制限等を緩和

し、利用者数等の増加に努め

た。

　本市と連携協定を締結した東京

女子体育大学との協働によって、

ニーズの高い親子向け教室を新規

実施するなど、新たな利用層の開

拓を含めて利用者数等の増加に努

めた。

　本市と連携協定を締結した

東京女子体育大学との協働に

よって、ニーズの高い親子向

け教室を引き続き計画し、新

たな利用層の開拓を含めて利

用者数等の増加に努めた。

　東京女子体育大学との協働で実

施した親子向け教室を始め各種教

室の実施状況を踏まえ、新たな利

用層の開拓を含めて利用者数等の

増加に努めた。

新総合体育館整備
方針等の策定に関
する取組

実
績

　移転建て替えに関する整

備方針等の策定に向けて、

関係課とともに検討を進め

た。

　移転建て替えに関する整備

方針等の策定に向けて、関係

課とともに検討を進めた。

　府中基地跡地留保地の動向を注

視しつつ、令和６年度から検討を

開始する新総合体育館の基本構想

の策定に向けた準備を進めた。

　新総合体育館の基本構想策

定に向けて、公募型プロポー

ザル方式にて事業者を募集し

た。

　新総合体育館の移転及び整備に

向けて、基本的なコンセプトを定

める基本構想の策定に向け附属機

関を設置し検討を開始した。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に向

けた施設のあり方を検討する

ため、市民との意見交換会等

を実施したほか、劣化状況調

査等を実施した。

　関係課と連携し、将来に向

けた施設のあり方を検討する

ため、関係団体等との意見交

換等を実施したほか、劣化状

況調査等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

－ －

　市公式LINEにて教室実施を周知

するなど、利用者数等の増加に努

めたほか、デフリンピック本大会

に向けて館内ラッピングや啓発事

業を行い、新たな利用者層の開拓

に努めた。

　市公式LINEにて教室実施を周知し、

利用者数等の増加に努めたほか、デフ

リンピック本大会では4日間で約5,000

人にご来場いただいた。また、一般公

開チケット購入においてオンライン決

済を導入するなど、利用者の利便性向

上に努めた。

予
定

　更なる利用者数の増加に

向けて、館内の諸施設や実

施事業の効果的なPR等を検

討・実施する。

　更なる利用者数の増加に向

けて、館内の諸施設や実施事

業の効果的なPR等を検討・実

施し、取組について評価す

る。

　引き続き新たな利用層の開

拓に向けてニーズを捉えると

ともに、効果的な事業実施や

PR等を検討していく。

　引き続き新たな利用層の開拓に向け

てニーズを捉えるとともに、効果的な

事業実施やPR等を検討していくととも

に、稼働の低い部屋に関しても稼働率

の向上に努める。

　引き続き新たな利用層の開拓に向け

てニーズを捉えるとともに、効果的な

事業実施やPR等を検討していくととも

に、稼働の低い部屋に関しても稼働率

の向上に努める。

　デフリンピック本大会に向け準備を

進めるとともに、引き続き新たな利用

層の開拓に向けてニーズを捉え、効果

的な事業実施やPR等を検討し、稼働の

低い部屋に関しても稼働率の向上に努

める。

　大相撲府中場所に向け準備を進める

とともに、引き続き新たな利用層の開

拓に向けてニーズを捉え、効果的な事

業実施やPR等を検討し、稼働の低い部

屋に関しても稼働率の向上に努める。

　引き続き、感染状況等を

注視した上で、更なる利用

制限の緩和を含めて検討

し、実施する。

　利用者の安全と安心に配

慮しながら、段階的に利用

制限等を緩和し、利用者数

の増加に努めた。

　府中市新総合体育館検討協議会

を４回開催し、９月３０日に府中

市新総合体育館基本構想素案が答

申として提出された。

　１１月１８日から１２月１７日までの期間

にパブリック・コメント手続を実施し、当該

期間中の１２月３日及び４日にオープンハウ

スを開催した。その後、１月の教育委員会に

おいて、「府中市新総合体育館基本構想」を

策定した。

予
定

　府中基地跡地留保地の今

後の動向を注視し、引き続

き検討を進める。

　府中基地跡地留保地の今後

の動向を注視し、引き続き検

討を進める。

　新総合体育館の基本構想の

策定に向けた準備を進める。

　基本構想策定業務に係る事

業者を選定し、業務に着手す

る。

　基本構想の策定に向けて、

引き続き検討を継続する。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施し、市民意

見を聴取した上で、新総合体育館

基本構想を策定する。

　新総合体育館基本構想に基づ

き、基本計画の策定に着手する。

　府中基地跡地留保地の今

後の動向を注視し、引き続

き検討を進める。

　移転建替えに関する整備

方針等の策定に向けて、関

係課とともに検討を進め

た。

実

績
－ －

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化

計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画に基づき、取

組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画に基づき、取

組を進めた。

予
定

　引き続き、関係課と連携

し、劣化状況調査を踏まえた

改修内容等の検討を含め、将

来に向けた施設のあり方を検

討する。

　引き続き、関係課と連携

し、劣化状況調査を踏まえた

改修内容等の検討を含め、将

来に向けた施設のあり方を検

討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー

ツ施設配置等適正化計画に

基づき、取組を進める。

－ － －
その他の取組等

－ － － －

予

定
－ － － － －

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数や歳入の増加に向けた方策を検討する。 

◆府中基地跡地留保地への移転及び建て替えに向け、新たに整備する総合体育館の在り方に

ついて、関係課と連携して検討を進める。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討 

○取組の実施及び評
価 

○評価に基づく修正
及び新たな取組の
検討 

○検討に基づく取組
の実施 

○新総合体育館整備
方針等の策定準備 

▽継続 ▽継続 ●新総合体育館整備
方針等の策定 

○近隣に所在する生
涯学習センターと
の機能統合を見据
えた、移転後の施
設の在り方や必要
機能の検討及び整
理 

▽継続 ●文化・スポーツ施
設配置等適正化計
画（仮称）の策定 

○計画に基づく取組
の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

 

１３ 総合体育館（郷土の森総合体育館）  

しゅん工年度 昭和４６（１９７１）年度 延床面積 １３，８９９㎡ 

課題 

・稼働率の低い会議室については、府中基地跡地留保地への移転及び建て替え時に、機能

の在り方を検討する必要がある。 

・施設の老朽化が著しく、安全性を確保するため、移転及び建て替えに関する考え方を整

理する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化計

画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

スポーツタウン推進課
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●４年間の取組の総括

利用者数や歳入の増加
に向けた方策の検討・
実施

新総合体育館整備方針
等の策定に関する取組

　本市と連携協定を締結した協働事業を活用し、新規教室を開催、また、市公式LINEにて教室実施を周知するなど、利用者数等の増加に努めた。デフリンピックでは、館内ラッピ
ング等の啓発事業を行い、施設の魅力発信と来館促進に取り組み、実際に約 5,000 人の来場があった。また、一般公開チケット購入においてオンライン決済を導入し、利便性向上
を図るなど、利用者増と歳入増に向けた多面的な取組を推進した。

　附属機関である府中市新総合体育館検討協議会を設置するとともに、パブリック・コメント手続やオープンハウスを実施して市民意見を聴取した上で、新総合体
育館の移転及び整備に係る基本的な考え方を取りまとめた、府中市新総合体育館基本構想を策定した。

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期

　跡地の活用の検討を行っ
た。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に

向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　熱中症対策として、白糸
台体育館及び本宿体育館の
空調設備を設置した。

　熱中症対策として、押立体

育館及び四谷体育館の空調設

備の設置の準備を進めた。

　熱中症対策として、押立
体育館及び四谷体育館の空
調設備を設置した。

予
定

　引続き跡地の活用の検討
を進める。

　引続き跡地活用の検討を
進める。

　引続き跡地活用の検討を
進める。

　引続き跡地活用の検討を
進める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　熱中症対策のための空調
設備を設置し、夏季期間等

における次年度以降の利用
者数等の増加を図った。

　熱中症対策のための空調
設備を設置し、夏季期間等

における利用者数等の増加
を図った。

　空調設備を設置した体育館におい

て、冬季の暖房運転を検討し、実施す

ることとした。また、歳入確保策とし

て、障害者の日常的な利用を促進する

ため、当事者による施設検証を行っ

た。

朝日体育館に関す
る取組

実
績

　予定どおり解体工事を完
了した。

　跡地の活用の検討を行っ
た。

　跡地の活用の検討を行っ
た。

　引き続き、跡地活用の検
討を進める。

　利用者数増加を図るため、多く

の要望が寄せられているトイレ及

びシャワーの改修（洋式化等）に

向けた実施設計を行った。

予
定

　引き続き、熱中症対策の為の空

調設置を計画どおり進めるととも

に、休館日等における行政財産の

目的外使用許可等を検討し、歳入

の増加を図る。

　引き続き、熱中症対策の為

の空調設置を計画どおり進め

るとともに、それらの取組結

果について評価する。

　引き続き、熱中症対策の為の空調設

置を計画どおり進めるとともに、それ

らの取組結果について評価する。ま

た、障害者による施設検証の結果を踏

まえ、受入れ態勢等の検討を行う。

　利用者から多く要望が寄せられ

ている全ての地域体育館の照明設

備のLED化とトイレの洋式化を検討

し、さらなる利用者数増加を図

る。

　さらなる利用者数増加を図るた

め、利用者から多く要望が寄せら

れている全ての地域体育館のトイ

レ及びシャワーの改修（洋式化

等）に向け実施設計を行う。

　引き続き、トイレ及びシャワー

の改修に向けた実施設計の中で、

利用者の負担とならない改修スケ

ジュールや仕様等の検討を行う。

　本宿体育館にてトイレ等
改修工事を実施する。

　引き続き、休館日等にお
ける行政財産の目的外使用
許可等を検討し、歳入の増
加を図る。

　新たな歳入確保策とし
て、休館日等の財産の目的

外使用許可等を検討した。

　利用者数増加を図るため、多く

の要望が寄せられているトイレ及

びシャワーの改修（洋式化等）に

向けた実施設計に着手した。

　利用者数の増加及び熱中
症対策のために、栄町体育

館の空調設備設置に向けた
調整を行った。

　熱中症対策のための空調設

備を設置し、夏季期間等にお

ける次年度以降の利用者数等

の増加を図った。

　全ての体育館において、全

ての照明設備のLED化に向け、

関係課と連携し検討を行う。

　引き続き照明設備のLED化に

向け、関係課と調整する。

　引続き跡地活用の検討を
進める。

　引続き跡地活用の検討を
進める。

　解体工事に着手し、関係
課と共に、跡地の活用の検
討を進める。

　解体工事に向けた準備を
進めた。

　跡地の活用の検討を行っ
た。

実
績

　熱中症対策として空調設
備の設置工事に向けた準備
を進めた。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　関係課と連携し、将来に

向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　担当課において、文化・

スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置

等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、各地域

体育館の運営協議会の会長と

意見交換を行うなど、取組を

進めた。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　跡地の活用の検討を行っ
た。

　跡地の活用の検討を行っ
た。

　引き続き照明設備のLED化に

向け、関係課と調整する。

その他の取組等

－
　栄町体育館の会議室につ
いて照明設備のLED化を
行った。

　全ての体育館において、照

明設備のLED化に向け、関係課

と調整を進めた。

　全ての体育館において、照

明設備のLED化に向け、関係課

と調整を進めた。

予
定

　白糸台及び本宿体育館に
おいて、空調設備設置工事
を実施する。

　押立体育館及び四谷体育
館において、空調設備設置
工事を実施する。

　押立体育館及び四谷体育
館において、引き続き空調
設備設置工事を進める。

　栄町体育館において、空
調設備の設置の工事を実施
する。

－

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数や歳入の増加に向けた方策を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数や歳入の

増加に向けた方策

の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

【朝日体育館】 

●建物の解体及び跡

地の活用方策の検

討・実施 

【朝日体育館】 

▽継続 

【朝日体育館】 

▽継続 

【朝日体育館】 

▽継続 

○将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施

設配置等適正化計

画（仮称）の策定 

○計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆跡地の効果的な活用 

◆施設の維持管理費の効率化 

１４ 地域体育館  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 朝日体育館 府中市朝日町２丁目１０番地 地上１階 ４１６㎡ 昭和４６（１９７１）年度 

２ 白糸台体育館 府中市白糸台１丁目５０番地 地上２階 １，３９９㎡ 昭和６０（１９８５）年度 

３ 押立体育館 府中市押立町１丁目３７番地 地上２階 １，３９６㎡ 昭和６１（１９８６）年度 

４ 栄町体育館 府中市栄町１丁目１番地 地上２階 １，３６５㎡ 昭和５８（１９８３）年度 

５ 本宿体育館 府中市本宿町４丁目２３番地 地上２階 １，４００㎡ 昭和６２（１９８７）年度 

６ 四谷体育館 府中市四谷５丁目６番地 地上２階 １，３９８㎡ 昭和６０（１９８５）年度 

課題 
・利用者数や歳入の増加について、方策を再考する必要がある。 

・朝日体育館の跡地の活用に向けた検討を行う必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化計

画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

スポーツタウン推進課 財産活用課

- 29 -



●４年間の取組の総括

　予定通り解体工事を完了し、跡地活用の検討を行った。

取組の成果
項
目

その他の取組等 　２０５０年ゼロカーボンシティの実現に向けて公共施設からの温室効果ガス排出を抑制することを目的に、全館LED化に向けて関係課と調整を行うことができた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組

利用者数や歳入の増加
に向けた方策の検討・
実施

朝日体育館に関する取
組

　近年の酷暑に伴う熱中症対策の一環として、全館に空調設備の設置を実施した。また、利用者の快適性向上の観点から多くの要望があったトイレ及びシャワーの
改修に向けて実施設計を行うことで、利用者数や歳入の増加を推進した。

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施したほか、劣
化状況調査等を実施した。

　引き続き、関係課と連携
し、劣化状況調査を踏まえ
た改修内容等の検討を含
め、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　新たに事前予約システム
を導入し、３年ぶりにプー
ルを開催した。

　上半期の開催実績を踏ま
え、利用状況の分析等を行
うほか、令和５年度上半期
に向けた準備検討を進め
る。

令和６年度下半期

　引き続き、事前予約システムの運用

方法や定員数の設定等について検討・

評価するとともに、次年度の開催に反

映し、安心・安全な環境を整備するこ

とで利用者数等の増加を目指す。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　利用状況の分析ととも
に、次年度の開催に向けた
準備検討を進めた。

　引き続き、熱中症対策と
して事前予約システムを導
入し、プールを開催した。

　事前予約システムを導入し

たことで、熱中症対策に効果

があり、効率的にプールを開

催できた。

　引き続き、熱中症対策として事

前予約システムを導入し、プール

を開催した。また、スマート

ウォッチの持込みを条件付きで許

可し、利用者拡大に努めた。

　今年度開催時における事前予約

システムの効果について評価し、

次年度に安全・安心にプールを利

用できる環境を確保するための運

用を検討した。

　利用者が安全・安心にプールを

利用できるようシステムを用いた

事前予約制を継続して実施したほ

か、日焼け止めの利用を許可し、

利用者拡大に努めた。

　今年度開催時における事前予約

システムの効果について評価し、

次年度に安全・安心にプールを利

用できる環境を確保するための運

用を検討した。

予
定

　開催実績を踏まえ、利用
状況の分析等を行うほか、
次年度に向けた準備検討を
進める。

　開催実績を踏まえ、利用
状況の分析・評価等を行う
ほか、次年度に向けた準備
検討を進める。

　開催実績を踏まえ、利用状況の

分析等を行うほか、次年度に向け

た準備検討を進める。また、利用

者拡大の取組として、スマート

ウォッチの持込の許可等について

検討する。

　開催実績を踏まえ、利用
状況の分析・評価等を行う
ほか、新たな取組など次年
度に向けた準備検討を進め
る。

　開催実績を踏まえ、利用状

況の分析・評価等を行うほ

か、次年度に向けた準備検討

を進める。

　引き続き、事前予約システムの運用

方法や定員数の設定等について検討・

評価するとともに、次年度の開催に反

映し、安全・安心な環境を整備するこ

とで、まだ予約可能な平日の利用者数

等の増加を目指す。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施したほか、劣
化状況調査等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

　パブリック・コメント手続

やオープンハウスを実施する

など、市民意見を聴取しなが

ら進めた、文化・スポーツ施

設配置等適正化計画（案）の

作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、劣化状況調査を踏まえ
た改修内容等の検討を含
め、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化事業の
内容を踏まえ、関係課と協
力し、施設の在り方を検討
する。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化事業の
内容を踏まえ、関係課と協
力し、施設の在り方を検討
する。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定する。策定後は
計画に基づき取組を進め
る。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

その他の取組等

実
績

　事前予約システムで体調
管理チェックを徹底したこ
とにより、運営中止による
歳入確保機会の減少を防ぐ
ことができた。

　事前予約システムで体調
管理チェックを徹底したこ
とにより、運営中止による
歳入確保機会の減少を防ぐ
ことができた。

　事前予約システムを運用
し、熱中症のリスクなどに
よる、運営中止による歳入
確保機会の減少を防ぐこと
ができた。

　事前予約システムを運用
し、熱中症のリスクなどに
よる、運営中止による歳入
確保機会の減少を防ぐこと
ができた。

－ － － －

予
定

　引き続き、事前予約シス
テムの効果について評価検
証を行うとともに、予約シ
ステムの継続導入について
検討する。

－ －

　事前予約システムの運用
方法の改善等に向けた検討
を進め、安全安心にプール
を利用できる環境の確保を
図る。

　事前予約システムの運用
方法の改善等に向けた検討
を進め、安全安心にプール
を利用できる環境の確保を
図る。

　事前予約システムの運用
方法の改善等に向けた検討
を進め、安全安心にプール
を利用できる環境の確保を
図る。

－ －

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数及び歳入の増加に向けた方策を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数や歳入の

増加に向けた方策

の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

○将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

○計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

 

１５ 市民総合プール（郷土の森総合プール）  

しゅん工年度 昭和４６（１９７１）年度 
敷地面積 ９，０５０㎡ 

延床面積 ８４７㎡ 

課題 

・利用者数や歳入の増加について、方策を再考する必要がある。 

・施設の改修に当たっては、郷土の森博物館などの周辺の施設との連携も含めた一体的な

活用について検討する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課
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●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

その他の取組等 　事前予約システムの運用方法の改善等に向けた検討を進め、安全・安心にプールを利用できる環境の確保を図った。

利用者数や歳入の増加
に向けた方策の検討・
実施

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組

　利用者が安全・安心にプールを利用できるようシステムを用いた事前予約制を継続して実施したほか、スマートウォッチの持込や日焼け止めの利用を許可する
等、利用者のニーズを踏まえた運用ルールの見直しを行い、利用者数や歳入の増加に努めた。

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

取組の成果
項
目
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

小柳プール、白糸
台プール、武蔵台
プール及び新町
プールの解体及び
跡地の活用に向け
た検討

実
績

　解体工事が全て完了し、白

糸台及び新町プールの跡地は

関係課に引き継ぎを行った。

小柳及び武蔵台プール跡地は

運動広場とするための整備を

完了した。

　小柳及び武蔵台プール跡

地は暫定運動広場として、

令和５年４月に供用を開始

した。

－ － －

プールの一部廃止
に伴う利用状況の
変化の把握及び分
析、分析に基づく
対応の検討

実
績

　市民プール及び西府プール

の利用状況の分析とともに、

次年度の開催に向けた準備検

討を進めた。

　市民プール及び西府プール

の利用状況の分析とともに、

次年度の開催に向けた準備検

討を進めた。

　市民プール及び西府プール

の利用状況の分析とともに、

次年度の開催に向けた準備検

討を進めた。

　市民プール及び西府プール

の利用状況の分析とともに、

次年度の開催に向けた準備検

討を進めた。

　市民プール及び西府プール

の利用状況の分析とともに、

次年度の開催に向けた準備検

討を進めた。

利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　事前予約システムの導入に

向けた具体的な検討を進め、

安全安心にプールを利用でき

る環境の確保を図った。

　事前予約システムの導入に

向けた具体的な検討を進め、

安全安心にプールを利用でき

る環境の確保を図った。

　事前予約システムの導入に

向けた具体的な検討を進め、

安全安心にプールを利用でき

る環境の確保を図った。

　引き続き事前予約システムを用いて

プールを開催し、安全安心にプールを

利用できる環境の確保を図った。ま

た、スマートウォッチの持込を一定条

件のもと許可し、利用者拡大に努め

た。

－ －

予
定

　小柳及び武蔵台プール跡

地は暫定運動広場として、

令和５年４月に供用を開始

する。

－ － － － － －

　解体工事に着手し、跡地

活用方針に基づき跡地の整

備を行う。

　検討した跡地活用の方向

性を踏まえ、解体後の跡地

の仕様を定めるなど、解体

工事に向けた準備を進め

た。

　新たに事前予約システム

を導入し、３年ぶりにプー

ルの開催を行った。

　事前予約システムを導入

し、安全安心にプールを利用

できる環境を整えることで、

利用者数を確保できた。

　今年度開催時における事前予約

システムの効果について評価し、

次年度に安全・安心にプールを利

用できる環境を確保するための運

用を検討した。

　利用者が安全・安心にプールを

利用できるようシステムを用いた

事前予約制を継続して実施したほ

か、日焼け止めの利用を許可し、

開催を実施した。

　今年度開催時における事前予約

システムの効果について評価し、

次年度に安全・安心にプールを利

用できる環境を確保するための運

用を検討した。

予
定

　引き続き、事前予約システ

ムの運用方法等について検討

を行い、更なる利用者数等の

確保を図る。

　引き続き、事前予約システ

ムの運用方法等について検

討・評価を行い、更なる利用

者数等の確保を図る。

　利用者拡大の取組として、ス

マートウォッチの持込の許可等に

ついて検討する。また、引き続

き、事前予約システムの運用方法

等について検討・評価を行い、更

なる利用者数等の確保を図る。

　引き続き、事前予約シス

テムの運用方法等について

検討・評価を行い、新たな

取組などにより更なる利用

者数等の確保を図る。

　市民プール及び西府プールの利用状

況を分析するとともに、学校プールを

含めた市全体のプールのあり方につい

て関係課と協議した。

　市民プール及び西府プールの利用状

況を分析するとともに、学校プールを

含めた市全体のプールのあり方につい

て関係課と協議した。

予
定

　開催実績を踏まえ、利用

状況の分析等を行うほか、

次年度に向けた準備検討を

進める。

　開催実績を踏まえ、利用状

況の分析等を行うほか、次年

度に向けた準備検討を進め

る。

　開催実績を踏まえ、利用状

況の分析等を行うほか、次年

度に向けた準備検討を進め

る。

　開催実績を踏まえ、利用状況の

分析等を行うほか、分析結果を踏

まえた今後の対応について検討す

るとともに、次年度に向けた準備

検討を進める。

　開催実績を踏まえ、利用状況の

分析等を行うほか、分析結果を踏

まえた今後の対応について検討す

るとともに、次年度に向けた準備

検討を進める。

　開催実績を踏まえ、利用状況の

分析等を行うとともに、学校プー

ルを含めた市全体でのプールのあ

り方について関係課との協議を継

続する。

　開催実績を踏まえ、利用状況や

運営状況の分析等を行うととも

に、学校プールを含めた市全体で

のプールのあり方について関係課

との協議を継続する。

　今年度の開催実績を踏ま

え、利用状況の分析等を行

うほか、次年度に向けた準

備検討を進める。

　引き続き、事前予約システムの

運用方法や定員数の設定等につい

て検討・評価するとともに、次年

度の開催に反映し、安心・安全な

環境を整備することで利用者数等

の増加を目指す。

　開催実績を踏まえ、利用

状況の分析・評価等を行う

ほか、次年度に向けた準備

検討を進める。

　引き続き、事前予約システムの

運用方法や定員数の設定等につい

て検討・評価するとともに、次年

度の開催に反映し、安全・安心な

環境を整備することで利用者数等

の増加を目指す。

　引き続き、事前予約シス

テムの導入を検討し、利用

者数の確保を図る。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆小柳プール、白糸台プール、武蔵台プール及び新町プールの処分手続及び跡地活用の検討

を行う。 

◆地域プールの廃止に伴う利用状況の変化を把握するとともに需要の分析を行い、今後の対

応を検討する。 

◆利用者数や歳入の増加に向けた方策を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○小柳プール、白糸台

プール、武蔵台プー

ル及び新町プール

の解体及び跡地の

活用に向けた検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○プールの一部廃止

に伴う利用状況の

変化の把握及び分

析 

▽継続 ○分析を踏まえた今

後の対応の検討 

▽継続 

○利用者数や歳入の

増加に向けた方策

の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の維持管理及び更新に係る歳出の削減 

◆跡地の有効活用 

 

１６ 地域プール  

施設名称 所在地 
敷地面積 

しゅん工年度 
延床面積 

１ 市民プール 府中市寿町２丁目１３番地 
３，３０１㎡ 

昭和５３（１９７８）年度 
２８１㎡ 

２ 小柳プール 府中市小柳町６丁目１０番地 
１，６２０㎡ 

昭和５１（１９７６）年度 
９０㎡ 

３ 白糸台プール 府中市白糸台１丁目５１番地 
１，５５６㎡ 

昭和５９（１９８４）年度 
１５１㎡ 

４ 西府プール 府中市西府町１丁目６０番地 
１，４４１㎡ 

昭和５９（１９８４）年度 
１６１㎡ 

５ 武蔵台プール 府中市武蔵台２丁目２番地 
１，９４０㎡ 

昭和５９（１９８４）年度 
１５７㎡ 

６ 新町プール 府中市新町２丁目５７番地 
１，５１４㎡ 

昭和６０（１９８５）年度 
１６６㎡ 

７ 美好水遊び広場 府中市美好町１丁目２７番地 
１，１７３㎡ 

平成 ２（１９９０）年度 
１３３㎡ 

課題 

・小柳プール、白糸台プール、武蔵台プール及び新町プール処分後の跡地の活用方策を検
討する必要がある。 

・利用者数や歳入の増加について、方策を再考する必要がある。 
・一部のプールの廃止に伴う利用状況の変化を把握・分析し、その他の地域プールや学校
のプール開放の在り方を検討する必要がある。 

今後の方向性 
平成２８年度に策定した基本方針に基づき、４つの地域プール廃止後の、他の屋外公共

プールの利用状況が好転しない場合、令和８年度を目処に市民プール及び西府プールの
廃止に向けた検討をする。 

 

担当課

スポーツタウン推進課 公園緑地課
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令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

●４年間の取組の総括

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

　事前予約システムで体調

管理チェックを徹底したこ

とにより、運営中止による

歳入確保機会の減少を防ぐ

ことができた。

　事前予約システムを運用

し、熱中症のリスクなどに

よる、運営中止による歳入

確保機会の減少を防ぐこと

ができた。

　事前予約システムを運用

し、熱中症のリスクなどに

よる、運営中止による歳入

確保機会の減少を防ぐこと

ができた。

小柳プール、白糸台
プール、武蔵台プール
及び新町プールの解体
及び跡地の活用に向け
た検討

　関係課と検討した内容を踏まえ、解体後の跡地の仕様を定め令和4年度に全ての解体工事を完了させた。
　小柳プール跡地及び武蔵台プール跡地については、暫定運動広場として整備し供用を開始することで、引き続き市民の健康増進や社会体育の振興に活用した。

プールの一部廃止に伴
う利用状況の変化の把
握及び分析、分析に基
づく対応の検討

　利用者が安全・安心にプールを利用できるようシステムを用いた事前予約制を継続して実施したほか、スマートウォッチの持込や日焼け止めの利用を許可する
等、利用者のニーズを踏まえた運用ルールの見直しを行い、利用者数や歳入の増加に努めた。

－ － －

　開催実績を踏まえ、利用状況や運営状況の分析等を行うとともに、学校プールを含めた市全体でのプールのあり方について関係課間で協議した。
取組の成果

項
目

その他の取組等 　事前予約システムの運用方法の改善等に向けた検討を進め、安全・安心にプールを利用できる環境の確保を図った。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

利用者数や歳入の増加
に向けた方策の検討・
実施

その他の取組等

－ － － －

予
定

　引き続き、事前予約シス

テムの効果について評価検

証を行うとともに、予約シ

ステムの継続導入について

検討する。

　事前予約システムの運用

方法の改善等に向けた検討

を進め、安全安心にプール

を利用できる環境の確保を

図る。

　事前予約システムの運用

方法の改善等に向けた検討

を進め、安全安心にプール

を利用できる環境の確保を

図る。

　事前予約システムの運用

方法の改善等に向けた検討

を進め、安全安心にプール

を利用できる環境の確保を

図る。

－

実
績

　事前予約システムでの体

調管理チェックを徹底した

ことにより、運営中止によ

る歳入確保機会の減少を防

ぐことができた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数や歳入の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　施設の休場日等に行政財
産目的外使用の許可を行う
ことで、歳入の増加を図る
とともに、施設のＰＲを
図った。

　施設の休場日等に撮影な
どの行政財産目的外使用の
許可を行うことで、歳入の
増加を図るとともに、施設
のＰＲを図った。

　施設の休場日等に撮影など

の行政財産目的外使用の許可

を行うことで、歳入の増加を

図るとともに、施設のＰＲを

図った。

　利用者数及び歳入の増加
に向け、トラック及び
フィールド維持改修工事に
よる施設の整備と備品の一
部更新を進めた。

　改修工事及び備品の更新に

より公認競技場を継続した。

また、円盤投用の囲いの更新

等をホームページに公開し、

利用者数の増加に向けた施設

のＰＲを図った。

会議室の有効活用
方策の検討に関す
る取組

実
績

　新たな利用者の開拓に向
け関係団体にヒアリング等
を行った。

　新たな利用者の開拓に向
け関係団体にヒアリング等
を行った。

　新たな利用者の開拓に向
け関係団体にヒアリング等
を行った。

　貸切利用団体等の申込時
に会議室の利用を案内し
た。

　会議室の周知を図るとともに、利用

者への使用目的の聞き取りや近隣の類

似施設の調査を通じた新たな活用方策

の検討を行った。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　利用機会の増加に向けた
検討を進めた。

　利用機会の増加に向けた
検討を進めた。

　利用機会の増加に向けた
検討を進めた。

　利用者数増加を図るた
め、多くの要望が寄せられ
ているトイレ及びシャワー
の改修（様式化等）に向け
た実施設計に着手した。

　トイレ及びシャワーの改
修に向けた実施設計の中で
仕様等の検討を行った。

予
定

　引き続き、歳入の増加策
について検討し、次年度に
実施する。

　引き続き、歳入の増加策
について検討・評価し、次
期に実施する。

　引き続き、歳入の増加策
について検討・評価し、次
期に実施する。

　これまでの歳入の増加策を

続けるとともに、利用者数や

歳入の新たな増加策について

検討する。

　これまでの歳入増加策を
継続するとともに、新たな
ＰＲ方法等を検討する。

　引き続き、トイレ及びシャ

ワーの改修に向けた実施設計

の中で仕様等の検討を行う。

　引き続き、トイレ及びシャ

ワーの改修に向けた取組を進

める。

　引き続き、歳入の増加策
について検討し、実施す
る。

　施設の休場日等に行政財
産目的外使用の許可を行う
ことで、歳入の増加を図る
とともに、施設のＰＲを
図った。

　利用団体等に更なる利用
を促した。

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、指定管

理者制度やネーミングライツ

導入に向け、他事例の情報収

集を行った。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　貸切利用団体等の申込時に

会議室の利用を案内した。

　会議室の周知を図り、貸切利用

団体等の申込時に会議室の利用を

案内した。

予
定

　引き続き、周知を図るとと

もに、新たな活用方策に向

け、近隣の類似施設等の調査

研究を行う。

　引き続き、一般公開日の
設定について検討する。

　引き続き、一般公開日及び時間

帯の設定について検討する。

　引き続き、一般公開日及び時間

帯の設定について検討する。

　引き続き、周知を図るとと

もに、新たな活用方策に向

け、近隣の類似施設等の調査

研究を行う。

　引き続き、周知を図るとと

もに、新たな活用方策に向

け、近隣の類似施設等の調査

研究を行う。

　引き続き、周知を図るとと

もに、新たな活用方策に向

け、近隣の類似施設等の調査

研究を行う。

　利用者数の増加に向けた
新たな周知方法について検
討する。

　引き続き、周知を図ると
ともに、運動利用以外の
ニーズについて調査する。

　引き続き、会議室の周知を図る

とともに、貸切利用団体等の申込

時に会議室の利用を案内する。

　引き続き、周知を図ると
ともに、新たな活用方策を
検討する。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

その他の取組等

－
　年間を通じ、利用者のニーズを捉え

た一般公開日及び時間帯を設定し、利

用者動向を分析した。

　利用者動向を分析し、ニーズを捉えた一般公

開日及び時間帯の設定について検討した。

　利用者動向を分析し、ニーズを捉えた一般公

開日及び時間帯の設定について検討した。

予
定

　一般公開日の設定を工夫

し、利用機会の増加を図る。

　一般公開日の設定を工夫

し、利用機会の増加を図る。

　一般公開日の設定を工夫

し、利用機会の増加を図る。

　一般公開日の設定変更に伴

う利用者数動向を分析する。

実
績

－

－

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆利用者数の増加やネーミングライツなどの導入による歳入の確保に向けた方策を検討す

る。 

◆会議室の有効活用方策を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数や歳入の増

加に向けた方策の検

討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正及

び新たな取組の検討 

〇検討に基づく取

組の実施 

○会議室の有効活用方

策の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

〇将来に向けた施設の

在り方や必要機能の

検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取

組の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数や歳入の増加 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

 

１７ 市民陸上競技場  

しゅん工年度 昭和５９（１９８４）年度 
敷地面積 １４，４３０㎡ 

延床面積 ２，３６２㎡ 

課題 
・利用者数や歳入の増加について、方策を再考する必要がある。 

・稼働率の低い会議室について、有効活用する方策を検討する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

スポーツタウン推進課
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●４年間の取組の総括

利用者数や歳入の増加
に向けた方策の検討・
実施

会議室の有効活用方策
の検討に関する取組

　施設の休場日等に撮影などの行政財産目的外使用の許可を行うことで、歳入の増加を図るとともに、施設のＰＲを図った。また、トラック・フィールド及び円盤
投げ用囲いを更新し、利用者からの要望も多いトイレの改修に向けた実施設計を行い、利用者及び歳入の更なる増加に向けた方策を検討・実施した。

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

　有効活用方策の検討の結果、新たな利用者の開拓に向け関係団体にヒアリング等を行いつつ、貸切利用の申込時に会議室の利用について案内した。会議室におけ
る新たな利用用途による予約があり、利用率及び歳入の増加を推進した。

取組の成果
項
目

その他の取組等 　利用者のニーズを捉えた一般公開日及び時間帯を設定し、利用機会の増加を図った。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

稼働率の向上や歳
入の増加に向けた
方策の検討・実施

実
績

　市民球場をはじめ、女性
選手が活躍する野球場を有
する街として野球場の認知
度の向上を図るとともに、
稼働率の向上につなげた。

　市民球場のトイレ・更衣室

等の改修に向けた設計に当た

り、利用団体へのヒアリング

等を行い、利用者の声を可能

な限り反映し、設計を完了し

た。

　市民球場のトイレ・更衣室等

の改修工事に当たり、ふるさと

納税制度の仕組みを活用したク

ラウドファンディングを実施

し、目標の寄付金額を達成する

など、歳入の増加を図った。

　市民球場のトイレ・更衣室等

の改修工事が完了し、女性や障

害者など、多様な主体の利用の

促進のほか、新たな利用者層の

拡大を図るための環境整備を

行った。

　市民球場の利用可能日の増

加を図るため、天然芝グラウ

ンドの人工芝化の実施に向け

た設計を進めた。また、来場

者の快適な利用に向け、２階

トイレ改修の設計も進めた。

予
定

　多様な主体の利用の促進
を図り、新たな利用者層の
拡大を図るため、女性の利
用を考慮したトイレ・更衣
室等への改修に向けた設計
を進める。

　市民球場の改修工事の実
施に向けて、利用調整など
各種準備を進める。

　市民球場の改修工事の完成

に向けて、利用者のほか、関

係課（工事施工部門）などと

の調整を進める。また、稼働

率向上や歳入増加に向けた取

組について評価する。

　市民球場の利用可能日の
増加を図るため、天然芝グ
ラウンドの人工芝化の実施
に向けた設計を進める。

　引き続き市民球場改修工事

や人工芝整備後の供用開始に

向けた運用方法を検討すると

ともに、第一野球場のナイ

ター照明のLED化に向けた実施

設計を進める。

　引き続き市民球場の供用
に係る運用方法を検討する
とともに、第一野球場のナ
イター照明のLED化工事を
実施する。

　人工芝化等改修工事の実
施に向け、設計を進めた。
また、利用可能日の増加に
向け、施設の運用方法に関
して検討を進めた。

　市民球場の人工芝化及び屋内練習場

の整備を進め、利用可能時間の拡大及

び新たなスポーツの場の創出による利

用機会の拡大を図った。

　第一野球場のナイター照明のLED化に

向けた実施設計に着手した。

　市民球場の人工芝化及び屋内練

習場の整備を進め、利用可能期間

の拡大及び新たなスポーツの場の

創出による利用機会の拡大を図っ

た。第一野球場のナイター照明の

LED化に向けた実施設計を進めた。

　引き続き、天然芝グラウ
ンドの人工芝化の実施に向
けた設計を進め、利用可能
日増加に向けた施設の運用
方法等を検討する。

　設計を基に人工芝化等改
修工事を実施するととも
に、冬季整備期間の短縮等
具体的な施設の運用方法に
ついて詳細な検討を進め
る。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化計画に基づき、指定管

理者制度やネーミングライツ

導入に向け、他事例の情報収

集を行った。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置等

適正化事業の内容を踏まえ、

関係課と協力し、施設の在り

方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆市民第一及び第二野球場の稼働率の向上のほか、市民球場についてはネーミングライツな

どの導入による歳入の確保に向けた方策を検討する。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○稼働率の向上や歳

入の増加に向けた

方策の検討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

〇将来に向けた施設

の在り方や必要機

能の検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施

設配置等適正化計

画（仮称）の策定 

〇計画に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆稼働率の向上や歳入の増加 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

１８ 野球場  

施設名称 所在地 階数 
敷地面積 

しゅん工年度 
延床面積 

１ 市民球場 府中市寿町２丁目１９番地 地上３階 
１８，８０４㎡ 

昭和５７（１９８２）年度 
７，５１０㎡ 

２ 市民第一野球場 

（郷土の森第一野球場） 
府中市是政６丁目２，３６５番地 ― 

２０，６６０㎡ 
昭和４３（１９６８）年度 

― 

３ 市民第二野球場 

（郷土の森第二野球場） 
府中市是政６丁目２７番地先 ― 

１７，２９８㎡ 
昭和４２（１９６７）年度 

― 

課題 

・市民第一及び第二野球場については、改めて稼働率向上や歳入確保に向けた方策を
検討する必要がある。 

・施設の老朽化が進行しており、今後も継続的に利用していくためには、改修する必
要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等適

正化計画（仮称）に基づき取組を進める。 

 

担当課

スポーツタウン推進課
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令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

●４年間の取組の総括

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

実
績

　施設の休場日等に行政財
産目的外使用の許可を行う
ことで、歳入の増加を図る
とともに、施設のＰＲを
行った。

　施設の利用可能日の拡大に

努めたほか、休場日等に行政

財産目的外使用の許可を行う

ことで、利用者や歳入の増加

を図った。また、野球オース

トラリア代表キャンプなどの

受け入れを通じて施設のＰＲ

を図った。

　施設の利用可能日の拡大に

努めたほか、休場日等に撮影

などの行政財産目的外使用の

許可を行うことで、利用者や

歳入の増加を図った。また、

稼働率向上に向けた施策に係

る検討を実施した。

　施設の利用可能日の拡大に

努めたほか、休場日等に撮影

などの行政財産目的外使用の

許可を行うことで、利用者や

歳入の増加を図った。また、

稼働率向上に向けた施策に係

る検討を実施した。

予
定

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

稼働率の向上や歳入の
増加に向けた方策の検
討・実施

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組

　市民球場をはじめ、女性選手が活躍する野球場を有する街としての強みを生かし、各種大会等を通じた認知度向上により稼働率の向上を図った。あわせて、トイレ・更衣室改修
に係る利用者意見を反映した設計や、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングによる財源確保を行うとともに、人工芝化、屋内練習場整備、ナイター照明のLED化等を進
め、利用可能日・時間の拡大による利用機会の拡大を図った。

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

取組の成果
項
目

その他の取組等

その他の取組等

　施設の利用可能日の拡大に

努めたほか、休場日等に撮影

などの行政財産目的外使用の

許可に向けた調整を積極的に

を行うことで、利用者や歳入

の増加を図った。また、稼働

率向上に向けた施策に係る検

討を実施した。

　施設の利用可能日の拡大や、休場日等における行政財産目的外使用の許可により利用者及び歳入の増加を図るとともに、代表キャンプや各種リーグ開催等を通じ
たＰＲ、人工芝化等の整備により施設の魅力向上に取り組んだ。

　施設の利用可能日の拡大に

努めたほか、年間を通して

イースタンリーグやヴィーナ

スリーグの開催及びオースト

ラリア代表キャンプの実施等

で施設のＰＲを図り、認知度

の更なる向上に努めた。

　降雨後の早期利用再開を
図るとともに施設の魅力発
信に資する取組として人工
芝化等の整備を進めた。

　施設の魅力発信に資する
取組として人工芝化等の整
備を進めた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　市民サッカー場では施設の利用

可能日の拡大に努めたほか、朝日

フットボールパークでは休場日等

に撮影やイベントと連動した物販

販売などの行政財産目的外使用の

許可を行うことで、歳入の増加を

図った。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

クラブハウスの効
果的な施設開放に
向けた取組

実
績

　旧朝日体育館利用者等に
対して利用案内や周知等を
行うことにより、施設利用
につなげた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　旧朝日体育館で実施していた健

康体操教室を当該施設で実施した

ほか、施設が隣接する近隣市を含

め、利用案内や周知等を行うこと

により、施設利用者等の増加を図

ることができた。

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

令和６年度上半期

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

令和６年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

予
定

　引き続き、市民等に広く
利用されるよう、稼働状況
の把握・分析等を行う。

　市民サッカー場では施設の

利用可能日の拡大に努めたほ

か、朝日フットボールパーク

ではトップチームと連動した

物品販売などの行政財産目的

外使用を行うことで歳入の増

加を図った。

予
定

　引き続き、歳入の増加策
を検討し、実施する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

稼働率の向上や歳
入の増加に向けた
方策の検討・実施

実
績

　施設の休場日等に行政財
産目的外使用の許可を行う
ことで、歳入の増加を図る
とともに、施設のＰＲを
行った。

　市民サッカー場では施設の

利用可能日の拡大に努めたほ

か、朝日フットボールパーク

では休場日等に行政財産目的

外使用の許可を行うことで、

歳入の増加を図った。

　市民サッカー場では施設の

利用可能日の拡大に努めたほ

か、朝日フットボールパーク

では休場日等に撮影などの行

政財産目的外使用の許可を行

うことで、歳入の増加を図っ

た。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　市民サッカー場では施設の

利用可能日の拡大に努めたほ

か、朝日フットボールパーク

では撮影やトップチームと連

動した物品販売などの行政財

産目的外使用を行うことで歳

入の増加を図った。

　市民サッカー場では、平日など

の利用率の低い日に大会利用を積

極的に受け入れ、利用率の向上に

努めたほか、朝日フットボール

パークではトップチームと連携し

た物品販売などの行政財産目的外

使用を行うことで歳入の増加を

図った。

　市民サッカー場では、平日などの利

用率の低い日に大会利用を積極的に受

け入れ、利用率の向上に努めたほか、

朝日フットボールパークではトップ

チーム等一定の集客が見込まれる施設

利用時に主催者と連携した物品販売な

どの行政財産目的外使用を行うことで

歳入の増加を図った。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

　引き続き、歳入の増加策を

検討し、実施・評価する。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆稼働率の向上やネーミングライツなどの導入による歳入の確保に向けた方策を検討する。 

◆クラブハウスの稼働状況を把握及び分析し、効果的な施設開放につなげる。 

◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○稼働率の向上や歳入

の増加に向けた方策

の検討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正及

び新たな取組の検討 

〇検討に基づく取

組の実施 

○クラブハウスの稼働

状況の把握及び分析 

〇分析結果に基づく

新たな取組の検討 

〇検討に基づく取組の

実施及び評価 

〇稼働率の更なる

向上に向けた取

組の検討 

〇将来に向けた施設の

在り方や必要機能の

検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取

組の実施 

期待する 

主な効果 

◆稼働率や歳入の増加 

◆施設の適切な機能及び規模の検討 

担当課 文化スポーツ部スポーツタウン推進課 

 

１９ サッカー場  

施設名称 所在地 階数 
敷地面積 

しゅん工年度 
延床面積 

１ 府中朝日フットボールパーク 府中市朝日町３丁目７番地 地上１階 
２９，９９９㎡ 

平成１１（１９９９）年度 
２，１９８㎡ 

２ 市民サッカー場 

（郷土の森サッカー場） 府中市是政６丁目２７番地 ― 
１６，７９８㎡ 

平成 ４（１９９２）年度 
― 

課題 

・新たに一般開放する朝日フットボールパークのクラブハウスについては、稼
働状況を把握及び分析し、効果的な施設開放につなげる必要がある。 

・市民サッカー場については、人工芝面の老朽化が進行しており、今後も継続
的に利用していくためには、改修等を実施する必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配

置等適正化計画（仮称）に基づき取組を進める。 
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令和６年度上半期 令和６年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

　ラグビー日本代表の合宿受

入（公開練習を含む）、日本

ラグビーフットボール協会と

連携した普及イベント、市内

トップチームと連携したト

レーニングマッチや子ども向

けサッカーイベント等を実施

した。

予
定

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、パ
リ2024大会に向けて、７人
制ラグビー日本代表を中心
に、強化合宿等の受け入れ
を継続する。

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、７
人制ラグビー日本代表を中
心に、強化合宿等の受け入
れを継続する。

　関係団体等と連携し、ラ
グビー日本代表の強化合宿
の受け入れを始め、市内
トップチーム等の観戦・観
覧機会の提供を継続する。

その他の取組等

実
績

　ラグビー競技のJOC認定
競技別強化センターとして
７人制ラグビー日本代表の
強化活動の拠点施設とし
て、強化合宿等を受け入れ
た。

　ラグビー競技のJOC認定競技

別強化センターとして７人制

ラグビー日本代表の強化合宿

等の受け入れを行ったほか、

７人制ラグビー男子フィジー

代表のキャンプを受け入れ

た。

　ラグビー競技のJOC認定競技

別強化センターとして男子15

人制ラグビー日本代表の強化

合宿やイタリアのサッカーク

ラブチーム「インテル・ミラ

ノ」のキャンプを受け入れた

ほか、FC東京によるサッカー

クリニックを開催した。

　ラグビー競技のJOC認定
競技別強化センターとし
て、東芝・サントリー両ラ
グビーチームのプレシーズ
ンマッチの開催のほか、FC
東京によるサッカークリ
ニック等を開催した。

　ラグビー男子フィジー代
表のキャンプを受け入れた
ほか、ラグビートップチー
ムのトレーニングマッチ等
を、市民を招待したうえ開
催した。

　東京サントリーサンゴリ
アスのトレーニングマッチ
を市民招待のうえ開催した
ほか、FC東京と連携し子ど
も向けサッカークリニック
等を開催した。

　デフサッカー女子日本代
表のキャンプを受け入れ、
併せて市民の体験イベント
を実施したほか、ラグビー
トップチームのトレーニン
グマッチに市民を招待した
上で開催した。

稼働率の向上や収入の
増加に向けた方策の検
討・実施

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

クラブハウスの効果的
な施設開放に向けた取
組

　利用可能日の拡大及び稼働率の低い平日への積極的な大会受入を行うとともに、主催者と連携し目的外使用許可により物品販売等を実施させるなど、歳入確保に
努めた。

　旧朝日体育館で実施していた健康体操教室を当該施設で実施したほか、利用案内や周知等を行うことにより、施設利用者等の増加を図った。

　ラグビー日本代表やトップチーム等の利用を受け入れると同時に市民招待やイベントといった市民還元を行うことで、ラグビーワールドカップ２０１９及び東京２０２０オリン
ピック・パラリンピックのレガシーとして、施設の魅力を高め、発信する取組を行った。

その他の取組等

取組の成果
項
目
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●進捗管理表

※次頁に続く

　障害者等の利用も想定
し、今年度に改修を予定す
る西府庭球場の設計内容を
検討した。

　上半期の検討内容を反映
した西府庭球場の改修工事
を実施する。

　上半期の検討内容を反映した押立庭球場の改

修工事を実施する。

　早朝開放の実施日の増加等、庭球場の利用者

数や稼働率等の増加に向けた検討を行う。

　引き続き、ナイター照明のLED化に向けた実

施設計の中で、利用者の負担とならない改修ス

ケジュールや仕様等の検討を行う。

　早朝開放の実施日の増加や

改修工事等、使用機会の拡大

やプレー環境の向上による利

用者数等の増加に向けた検討

を行う。

　早朝開放の実施日の増加
等、庭球場の利用者数や稼
働率等の増加に向けた検討
を引き続き行う。

　押立庭球場改修工事に向けて、プ

レー環境の向上による利用者数の増加

を目指し、改修内容に係る関係課との

事前調整を実施した。

　市民庭球場のナイター照明のLED化に

向けた実施設計に着手した。

　上半期の検討内容や利用者のニーズ等を反映

した押立庭球場の改修工事を実施した。

　その他の庭球場においても、施設の状況把握

に努め、必要な修繕等を行い、安全・安心に利

用できる環境を整備した。

　市民庭球場のナイター照明のLED化に向けた

実施設計を進めた。

　令和5年度に早朝開放の実施

日の増加等、庭球場の利用者

数や稼働率等の増加に向けた

検討を引き続き行う。

　早朝開放の実施日の増加
等、庭球場の利用者数や稼
働率等の増加に向けた検討
を引き続き行う。

　上半期の検討内容を反映した栄

町庭球場の改修工事を実施する。

　早朝開放の実施日の増加等、庭

球場の利用者数や稼働率等の増加

に向けた検討を引き続き行う。

　早朝開放の実施日の増加や改修

工事等、使用機会の拡大やプレー

環境の向上による利用者数等の増

加に向けた検討を行う。

　栄町庭球場改修工事及び隣接す

る栄町体育館空調設置工事に向け

て、関係課との事前調整等を実施

した。

　小柳庭球場において、夜間照明

設備改修工事を実施した。

　栄町庭球場改修工事に向け

て、隣接する栄町体育館の空

調設置工事における室外機の

設置位置や来場者用駐輪場の

整備等、関係課との事前調整

を実施した。

　上半期の検討内容や利用者の

ニーズ等を反映した栄町庭球場の

改修工事を実施した。

　その他の庭球場においても修繕

等を行い、より安心・安全に利用

できる環境を整備した。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

将来に向けた施設
の在り方の検討に
関する取組

実
績

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

予
定

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

その他の取組等

実
績

　障害者等の利用にも配慮
した西府庭球場改修工事を
完了した。

　早朝開放の実施日を拡大し

た。

　栄町庭球場改修工事及び隣

接する栄町体育館空調設置工

事に向けて、関係課との事前

調整等を実施した。

予
定

　関係課と連携し、将来に
向けた施設のあり方を検討
するため、市民との意見交
換会等を実施した。

　引き続き、関係課と連携
し、将来に向けた施設のあ
り方を検討する。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化事業の内容を踏ま
え、関係課と協力し、施設
の在り方を検討した。

　パブリック・コメント手続や

オープンハウスを実施するなど、

市民意見を聴取しながら進めた、

文化・スポーツ施設配置等適正化

計画（案）の作成を支援した。

　担当課において、文化・
スポーツ施設配置等適正化
計画を策定し、公表した。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　引き続き、文化・スポーツ

施設配置等適正化事業の内容

を踏まえ、関係課と協力し、

施設の在り方を検討する。

　担当課において、文化・ス

ポーツ施設配置等適正化計画

を策定する。策定後は計画に

基づき取組を進める。

　引き続き、文化・スポー
ツ施設配置等適正化計画に
基づき、取組を進める。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

　文化・スポーツ施設配置
等適正化計画に基づき、取
組を進めた。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆市の財政状況や施設状況、特に文化・スポーツ施設全体の状況を踏まえ、将来に向けた施

設の在り方を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

〇将来に向けた施設の

在り方や必要機能の

検討及び整理 

▽継続 ●文化・スポーツ施設

配置等適正化計画

（仮称）の策定 

〇計画に基づく取

組の実施 

期待する 

主な効果 
◆施設の適切な規模の検討 

 

２０ 庭球場  

施設名称 所在地  面数  敷地面積 開設年度 

１  市民庭球場 
（郷土の森庭球場） 

府中市是政６丁目２，３６５番地 ４面 ２，８１３㎡ 
昭和４３（１９６８）年度 

（平成３０年度改修） 

２  寿町庭球場 府中市寿町２丁目７番地 ２面 １，４５６㎡ 
昭和３０（１９５５）年度 

（令和元年度改修） 

３  押立庭球場 府中市押立町１丁目２７番地 ２面 １，３８９㎡ 
昭和５４（１９７９）年度 

（平成２０年度改修） 

４  四谷庭球場 府中市四谷１丁目６３番地 ２面 １，７８６㎡ 
昭和５４（１９７９）年度 

（令和２年度改修） 

５  栄町庭球場 府中市栄町１丁目１番地 ２面 １，０８１㎡ 昭和５６（１９８１）年度 

６  住吉庭球場 府中市住吉町２丁目３０番地 ２面 １，４８２㎡ 
昭和６０（１９８５）年度 

（令和３年度改修） 

７  若松庭球場 府中市若松町３丁目２８番地 ２面 ２，６２５㎡ 
昭和６０（１９８５）年度 

（平成２８年度改修） 

８  日新第二庭球場 府中市日新町２丁目１４番地 ２面 １，６３８㎡ 
昭和６２（１９８７）年度 

（令和元年度改修） 

９  紅葉丘庭球場 府中市紅葉丘３丁目１４番地 ２面 ２，００３㎡ 
昭和６１（１９８６）年度 

（平成１９年度改修） 

１０ 紅葉丘第二庭球場 府中市紅葉丘２丁目２４番地 １面 １，２６９㎡ 
昭和６２（１９８７）年度 

（平成３０年度改修） 

１１ 平和の森庭球場 府中市浅間町１丁目８番地 ２面 １，８８５㎡ 平成 元（１９８９）年度 

１２ 小柳庭球場 府中市小柳町６丁目１０番地 ５面 ３，７１６㎡ 
昭和５１（１９７６）年度 

（平成２７年度改修） 

１３ 西府庭球場 府中市西府町４丁目２番地 ２面 １，９９９㎡ 
昭和６１（１９８６）年度 

（平成１９年度改修） 

１４ 武蔵台庭球場 府中市武蔵台２丁目２番地 ３面 ２，０４６㎡ 昭和４４（１９６９）年度 

課題 
施設の老朽化が進行しており、今後も継続的に利用していくためには、改修する

必要がある。 

今後の方向性 
今後の施設の在り方について、令和６年度に策定する文化・スポーツ施設配置等

適正化計画（仮称）に基づき取組を進める。 
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●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

将来に向けた施設の在
り方の検討に関する取
組

その他の取組等

　施設所管課及び公共施設マネジメント所管課が連携のうえ、文化・スポーツ施設の将来の在り方について、パブリック・コメント手続等による市民意見の聴取を
通じて検討を行い、令和６年度に文化・スポーツ施設配置等適正化計画を策定するとともに、同計画に基づき取組を行った。

　計画的に実施している庭球場改修工事において、それぞれの施設の特性を踏まえて関係課と調整を行い、より安全・安心な施設の整備を行った。
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※次頁に続く

２１ 小学校  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 府中第一小学校 府中市寿町２丁目６番地 地上４階 ９，２１７㎡ 昭和５２（１９７７）年度 

２ 府中第二小学校 府中市緑町１丁目２９番地 地上４階 ８，１８２㎡ 平成 元（１９８９）年度 

３ 府中第三小学校 府中市片町３丁目５番地 地上４階 ８，０５９㎡ 昭和３９（１９６４）年度 

４ 府中第四小学校 府中市白糸台１丁目５８番地 地上４階 ５，４８６㎡ 昭和３８（１９６３）年度 

５ 府中第五小学校 府中市本宿町１丁目５１番地 地上３階 ６，６６７㎡ 昭和３８（１９６３）年度 

６ 府中第六小学校 府中市天神町４丁目１４番地 地上４階 ６，４６９㎡ 昭和３８（１９６３）年度 

７ 府中第七小学校 府中市北山町２丁目２３番地 地上３階 ５，８２６㎡ 昭和３７（１９６２）年度 

８ 府中第八小学校 府中市是政１丁目３４番地 地上４階 １０，９７３㎡ 令和 ４（２０２２）年度 

９ 府中第九小学校 府中市栄町３丁目７番地 地上４階 ７，６４９㎡ 昭和４０（１９６５）年度 

１０ 府中第十小学校 府中市若松町４丁目２９番地 地上４階 ８，２９３㎡ 平成２４（２０１２）年度 

１１ 武蔵台小学校 府中市武蔵台２丁目３番地 地上４階 ６，１１９㎡ 昭和４１（１９６６）年度 

１２ 住吉小学校 府中市住吉町２丁目３０番地 地上４階 ７，５３５㎡ 昭和４２（１９６７）年度 

１３ 新町小学校 府中市新町１丁目２５番地 
地上３階 

地下１階 
５，２２３㎡ 昭和４３（１９６８）年度 

１４ 本宿小学校 府中市本宿町４丁目１９番地 地上４階 ６，５５８㎡ 昭和４４（１９６９）年度 

１５ 白糸台小学校 府中市白糸台２丁目１６番地 地上４階 ５，３１９㎡ 昭和４４（１９６９）年度 

１６ 矢崎小学校 府中市矢崎町４丁目９番地 地上４階 ５，１１９㎡ 昭和４５（１９７０）年度 

１７ 若松小学校 府中市若松町３丁目１１番地 地上４階 ５，７７８㎡ 昭和４７（１９７２）年度 

１８ 小柳小学校 府中市小柳町３丁目２１番地 地上４階 ６，３８７㎡ 昭和４７（１９７２）年度 

１９ 南白糸台小学校 府中市白糸台６丁目４８番地 地上４階 ６，０７４㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

２０ 四谷小学校 府中市四谷３丁目２,７４０番地 地上４階 ６，６０２㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

２１ 南町小学校 府中市南町３丁目６番地 地上３階 ６，５４８㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

２２ 日新小学校 府中市日新町５丁目２２番地 地上４階 ５，８９３㎡ 昭和５２（１９７７）年度 

課題 

・児童数の増加や少人数学級制により施設面積は増加が見込まれるが、今後、児童数が減少

に転じ、空き教室等が発生する可能性もあることから、施設の更新を行う際には、柔軟に

施設を活用できるように更新する必要がある。 

・周辺の公共施設と機能の重複が見られるため、学校という施設の性質も鑑みながら、周辺

公共施設との複合化を検討する必要がある。 

今後の方向性 

・今後、府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づいた更新を行うに当たり、周辺公共

施設との連携や複合化を検討し、地域拠点としての学校の実現を目指す。 

・新たなニーズが生じた場合には、更なる施設開放の可能性について検討する。 

・周辺公共施設との複合化に合わせ、効率的な施設管理手法を検討する。 

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づく、学校改築事業を進める。 

◆周辺公共施設との連携や複合化を検討するとともに、効率的な施設管理手法を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

【府中第八小学校】 

○新校舎建設工事の

実施及び供用開始 

【府中第八小学校】 

○新校舎での運営開

始 

【府中第八小学校】 

▽継続 

【府中第八小学校】 

▽継続 

【府中第三・府中第六

小学校】 

○新校舎建設に向け

た実施設計 

【府中第三・府中第六

小学校】 

○新校舎建設工事の

実施 

【府中第三・府中第六

小学校】 

○新校舎建設工事の

実施及び供用開始 

【府中第三・府中第六

小学校】 

○新校舎での運営開

始 

○周辺公共施設との

連携や複合化の可

能性の検討 

○検討結果の取りま

とめ 

 

●府中市学校施設改

築・長寿命化改修計

画への反映 

○計画に基づく取組 

（モデル事業６） 

○対象施設の検討及

び調整 

（モデル事業６） 

▽継続 

（モデル事業６） 

○対象施設の決定及

び機能連携や複合

化について検討 

（モデル事業６） 

○対象施設の機能連

携や複合化につい

て検討 

期待する 

主な効果 

◆学校施設と周辺公共施設との複合化による施設の効率的な改修・改築を行い、市全体の

施設総量の圧縮及び効率的な施設管理の実現 

◆地域に開かれた地域の拠点としての学校の実現 

 

担当課

学校施設課
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●進捗管理表

※次頁に続く

　府中第三小学校の改築事業につ

いては、引き続き既存校舎等の解

体工事を進め、外構工事の着手に

向けた準備を進める。

　府中第六小学校の改築事業につ

いては、引き続き既存体育館等の

解体を進め、外構工事の着手に向

けた準備を進める。

　府中第三小学校の改築事

業については、解体工事後

に実施している埋蔵文化財

発掘調査を経て、外構工事

に着手する。

　府中第六小学校について

は、引き続き外構工事を進

める。

　府中第三小学校の改築事業

については、引き続き新校

舎・新体育館・新プールの改

築工事を進めた。

　府中第六小学校の改築事業

については、解体工事が完了

し、新校舎・新体育館・新

プールの改築工事に着手し

た。

　府中第三小学校の改築事

業については、引き続き新

校舎・新体育館・新プール

の改築工事を進めた。

　府中第六小学校の改築事

業については、引き続き新

校舎・新体育館・新プール

の改築工事を進めた。

　府中第三小学校の改築事

業については、新校舎・新

体育館・新プールがそれぞ

れ竣工した。

　府中第六小学校の改築事

業については、新校舎・新

体育館・新プールがそれぞ

れ竣工した。

　府中第三小学校の改築事

業については、既存校舎等

の解体工事を進めた。

　府中第六小学校の改築事

業については、仮設校舎や

既存体育館等の解体を進め

た。

　府中第三小学校の改築事

業については、既存校舎等

の解体工事が完了した。

　府中第六小学校の改築事

業については、既存体育館

等の解体が完了し、外構工

事に着手した。

　引き続き次期改築実施校の改築事業

を進めるとともに、「第２次学校施設

改築・長寿命化改修計画」に基づき、

大規模改修整備方針の改定や小中学校

のプール整備方針を策定する。

　統合検討校については引き続き保護

者等へ説明を行う。

－
　関係課と対象施設の検討

を行った。

　関係課と対象施設の検討

を行った。
　検討協議会を開催し、基本方針

策定に向けた検討を進めた。

　年度内に全７回の検討協議会を開

催したほか、対検討協議会からの答

申を受けた。

　第４次府中市公共施設マネジメ

ント推進プラン（案）において、

取組基本方針として検討した。

　第４次府中市公共施設マネジメント推進プランにお

いて、学校施設についてはセキュリティ面や児童・生

徒の安全確保を最優先に考慮する必要があることか

ら、慎重に検討することとした。

予
定

－ －
　引き続き、関係課と対象施

設の検討及び調整を行う。

　引き続き、関係課と対象施

設の検討及び調整を行う。

　引き続き、検討協議会を開催

し、基本方針策定に向けて検討を

進める。

　検討協議会からの答申を踏まえ

た上で、検討を進める。

　第４次府中市公共施設マネジメ

ント推進プラン（案）の策定に向

けた手続を進める。
－

モデル事業６に関
する当該施設の取
組

実
績

－

－ － － －

予
定

－ － － － －

その他の取組等

実
績

－ － － －

－ － －

実
績

　府中第三小学校の改築事業

については、実施設計を完了

し、工事契約に向けた発注準

備を進めた。

　府中第六小学校の改築事業

については、仮設校舎が竣工

し、3学期から仮設校舎での学

校運営を開始するとともに、

実施設計を完了した。

　府中第三小学校の改築事業

については、新校舎・新体育

館・新プールの改築工事に着

手した。

　府中第六小学校の改築事業

については、引き続き既存校

舎の解体工事を進めた。

　府中第五小学校、府中第九小学校について

は、基本計画を策定する。

　府中第七小学校、武蔵台小学校については

統合及び校地の決定に向けた手続を進めると

ともに、基本構想等の策定に向けた準備を進

める。

　学校プールについては、「府中市立小・中

学校のプール整備方針」を踏まえた具体的な

計画の策定に向けた検討を進める。

予
定

　府中第三小学校の改築事業

については新校舎・新体育

館・新プールの改築工事に着

手する。

　府中第六小学校の改築事業

については、既存校舎の解体

工事を進めるとともに、新校

舎等の工事契約に向けた発注

準備を進める。

　府中第三小学校の改築事業

については、引き続き新校

舎・新体育館・新プールの改

築工事を進める。

　府中第六小学校の改築事業

については、解体工事を完了

させるとともに、新校舎・新

体育館・新プールの改築工事

に着手する。

　府中第三小学校の改築事業

については、引き続き新校

舎・新体育館・新プールの改

築工事を進める。

　府中第六小学校の改築事業

については、引き続き新校

舎・新体育館・新プールの改

築工事を進める。

　昨年度策定した「第２次学校施設改築・長

寿命化改修計画」の概要を、説明会及びオー

プンハウスにて周知した。

　府中第五小学校、府中第九小学校、府中第

七小学校、武蔵台小学校を次期改築実施校に

位置付け、前２校は新校舎の基本構想、設計

者選定に向けた準備を進め、残りの2校は統合

検討校として保護者を始めとした地域への説

明を行った。

　府中第五小学校、府中第九小学校については基

本構想を策定し、設計者を選定した。

　府中第七小学校、武蔵台小学校については統合

検討校として保護者を始めとした地域への説明を

行うとともに校地検討を行い、それに係る説明会

を実施した。

　「府中市立小・中学校のプール整備方針」及び

「府中市学校施設大規模改修整備方針（令和７年

度改定）」を策定した。

　府中第三小学校及び府中

第六小学校の改築事業につ

いては、基本設計の策定

を、6月に市議会、7月に教

育委員会へ報告するととも

に、実施設計業務に着手し

た。

　府中第三小学校及び府中

第六小学校の改築事業につ

いては、実施設計業務を完

了させるとともに、工事契

約に向けた準備を進める。

　引き続き、計画改定に向

け新しい教育ニーズなどの

情報収集や検討課題の蓄積

を行う。

　令和６年度の計画改定に

向け、検討課題の蓄積を行

なった。

－ －

予
定

　府中第八小学校の改築事

業については、外構工事を

進める。

　府中第八小学校の改築事

業については、引き続き外

構工事（防球ネット設置

等）を進める。

　府中第八小学校の改築事

業については、外周道路の

整備工事を進める。

　府中第八小学校の改築事

業については、引き続き外

周道路の整備工事を進め

る。

－ － －

　府中第八小学校の改築事

業については、新校舎・新

体育館・新プールの改築工

事を進め、新プールを８月

末から供用開始した。

　府中第八小学校の改築事

業については、引き続き新

校舎・新体育館の改築工事

を進める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

府中第八小学校に
関する取組

実
績

　府中第八小学校の改築事

業については、１０月末に

新体育館、２月末に新校舎

がそれぞれ竣工した。

　府中第八小学校の改築事

業については、８月末に外

構工事のうち校庭整備及び

屋外倉庫棟がそれぞれ完了

した。

　府中第八小学校の改築事

業については、防球ネット

の設置が完了した。

　府中第八小学校の改築事

業については、外周道路の

整備工事に着手した。

　府中第八小学校の改築事

業については、外周道路の

整備工事の終了をもって、

すべての改築事業を完了し

た。

　「第２次学校施設改築・

長寿命化改修計画」で位置

付けた次期改築実施校の改

築事業に着手する。

予
定

　「府中市学校施設老朽化

対策推進協議会」を立ち上

げ、計画の見直しに着手す

る。

　「府中市学校施設老朽化

対策推進協議会」における

意見を反映しながら、計画

の見直しを進める。

　「府中市学校施設老朽化

対策推進協議会」における

意見を反映しながら、計画

の見直しを進める。

　パブリック・コメントの実

施による市民の意見や学校施

設老朽化対策特別委員会など

の意見を聞きながら、「学校

施設改築・長寿命化改修計

画」を改定する。

　府中第三小学校の改築事

業については、引き続き新

校舎・新体育館・新プール

の改築工事を進める。

　府中第六小学校の改築事

業については、引き続き新

校舎・新体育館・新プール

の改築工事を進める。

　府中第三小学校の改築事

業については、既存校舎・

既存体育館の解体工事を進

める。

　府中第六小学校の改築事

業については、仮設校舎・

既存体育館の解体工事を進

める。

学校施設改築・長
寿命化改修計画の
見直しに関する取
組

実
績

　令和６年度の計画改定に

向け、情報収集や検討課題

の蓄積を行なうとともに、

計画改定支援業務の受託者

を選定した。

　計画の見直しに着手し

た。また、「府中市学校施

設老朽化対策推進協議会」

を2回開催した。

　引き続き計画の見直しを

進めた。また、「府中市学

校施設老朽化対策推進協議

会」を3回開催した。

　「府中市学校施設老朽化対

策推進協議会」を４回開催

し、７月２６日に「府中市学

校施設改築・長寿命化改修計

画改定素案」が答申として提

出された。

　１０月に教育委員会、１２月に市議会へ

「第２次学校施設改築・長寿命化改修計画

（案）」を報告した後、１２月１６日から

１月１４日にかけてパブリック・コメント

手続を実施し、１月の教育委員会において

「第２次学校施設改築・長寿命化改修計

画」を策定した。

府中第三・第六小
学校に関する取組

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる
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●４年間の取組の総括

取組の成果
　令和５年度、令和６年度に学校施設改築・長寿命化改修計画の改定に向けた附属機関として、府中市学校施設老朽化対策推進協議会を開催し答申を受けた。この答申を踏まえ
て、令和６年度に「第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」を策定し、次期改築実施校・統合検討校を選定した。また、令和７年度に「府中市立小・中学校の学校プール
整備方針」及び「府中市学校施設大規模改修整備方針（令和７年度改定）」を策定した。

モデル事業６に関する
当該施設の取組

　第４次府中市公共施設マネジメント推進プランにおいて、学校施設についてはセキュリティ面や児童・生徒の安全確保を最優先に考慮する必要があることから、
慎重に検討することとした。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

項
目学校施設改築・長寿命

化計画の見直しに関す
る取組

府中第八小学校に関す
る取組

　令和４年度に新校舎・新体育館がしゅん工し、令和５年度には外構整備工事が完了した。令和６年度の外周道路整備工事の終了をもって一連の改築事業が全て完
了した。

　両校とも令和４年度に設計が完了し、令和６年度には新校舎・新体育館がしゅん工した。また、令和７年度に校舎・体育館等の解体工事を行い、現在外構工事等
を進めている。

府中第三・第六小学校
に関する取組
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※次頁に続く

２２ 中学校  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 府中第一中学校 府中市幸町１丁目２２番地 

地上４階 

地下２階 

１１，７９５㎡ 令和 ４（２０２２）年度 

２ 府中第二中学校 府中市紅葉丘１丁目２３番地 地上４階 １２，１０７㎡ 昭和４１（１９６６）年度 

３ 府中第三中学校 府中市本町４丁目１６番地 地上３階 １３，３４４㎡ 平成１９（２００７）年度 

４ 府中第四中学校 府中市美好町２丁目１３番地 地上４階 １２，４８３㎡ 昭和４４（１９６９）年度 

５ 府中第五中学校 府中市新町２丁目４４番地 地上３階 １３，３３９㎡ 昭和５１（１９７６）年度 

６ 府中第六中学校 府中市押立町１丁目２番地 地上４階 １１，６１２㎡ 昭和４０（１９６５）年度 

７ 府中第七中学校 府中市武蔵台２丁目４番地 地上５階 ９，９７４㎡ 昭和４２（１９６７）年度 

８ 府中第八中学校 府中市四谷１丁目２,８２７番地 地上４階 ９，６２１㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

９ 府中第九中学校 府中市小柳町２丁目４９番地 地上４階 ９，３８４㎡ 昭和５１（１９７６）年度 

１０ 府中第十中学校 府中市西府町４丁目２１番地 地上４階 ８，６７５㎡ 昭和５４（１９７９）年度 

１１ 浅間中学校 府中市浅間町１丁目１番地 地上４階 ９，１６２㎡ 昭和５６（１９８１）年度 

課題 

・生徒数の増加により施設面積は増加が見込まれるが、今後、生徒数が減少に転じ、空き

教室等が発生する可能性もあることから、施設の更新を行う際には、柔軟に施設を活用

できるように更新する必要がある。 

・周辺の公共施設と機能の重複が見られるため、学校という施設の性質も鑑みながら、周

辺公共施設との複合化を検討する必要がある。 

今後の方向性 

・今後、府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づいた更新を行うに当たり、周辺

公共施設との連携や複合化を検討し、地域拠点としての学校の実現を目指す。 

・新たなニーズが生じた場合には、更なる施設開放の可能性について検討する。 

・周辺公共施設との複合化に合わせ、効率的な施設管理手法を検討する。 

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づく、学校改築事業を進める。 

◆周辺公共施設との連携や複合化を検討するとともに、効率的な施設管理手法を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

【府中第一中学校】 

○新校舎建設工事の

実施及び供用開始 

【府中第一中学校】 

○新校舎での運営開

始 

【府中第一中学校】 

▽継続 

【府中第一中学校】 

▽継続 

○周辺公共施設との

連携や複合化の可

能性の検討 

○検討結果の取りま

とめ 

●府中市学校施設改

築・長寿命化改修計

画への反映 

○計画に基づく取組 

（モデル事業６） 

○対象施設の検討及

び調整 

（モデル事業６） 

▽継続 

（モデル事業６） 

○対象施設の決定及

び機能連携や複合

化について検討 

（モデル事業６） 

○対象施設の機能連

携や複合化につい

て検討 

期待する 

主な効果 

◆学校施設と周辺公共施設との複合化による施設の効率的な改修・改築を行い、市全体の
施設総量の圧縮及び効率的な施設管理の実現 

◆地域に開かれた地域の拠点としての学校の実現 

 

担当課

学校施設課
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●進捗管理表

※次頁に続く

　年度内に全７回の検討協
議会を開催したほか、検討
協議会からの答申を受け
た。

　第４次府中市公共施設マ
ネジメント推進プラン
（案）において、取組基本
方針として検討した。

　第４次府中市公共施設マネジメ

ント推進プランにおいて、学校施

設についてはセキュリティ面や児

童・生徒の安全確保を最優先に考

慮する必要があることから、慎重

に検討することとした。

－ －
　引き続き、関係課と対象
施設の検討及び調整を行
う。

　引き続き、関係課と対象
施設の検討及び調整を行
う。

　引き続き、検討協議会を
開催し、基本方針策定に向
けて検討を進める。

　検討協議会からの答申を
踏まえた上で、検討を進め
る。

　第４次府中市公共施設マ
ネジメント推進プラン
（案）の策定に向けた手続
を進める。

－

－ －

その他の取組等

－ － －

予
定

－ －

－ － － －

－ － －

実
績

－

　昨年度策定した「第２次学校施設

改築・長寿命化改修計画」の概要

を、説明会及びオープンハウスにて

周知した。

　統合検討校に位置付けた府中第七

中学校及び府中第十中学校について

は課題等の整理を行った。

　「府中市立小・中学校のプール整備

方針」及び「府中市学校施設大規模改

修整備方針（令和７年度改定）」を策

定した。

　統合検討校に位置付けた府中第七中

学校及び府中第十中学校については課

題等の整理を行い、両校のPTA役員への

説明を行った。

予
定

　「府中市学校施設老朽化
対策推進協議会」を立ち上

げ、計画の見直しに着手す
る。

　「府中市学校施設老朽化
対策推進協議会」における

意見を反映しながら、計画
の見直しを進める。

　「府中市学校施設老朽化
対策推進協議会」における

意見を反映しながら、計画
の見直しを進める。

　パブリック・コメントの実

施による市民の意見や学校施

設老朽化対策特別委員会など

の意見を聞きながら、「学校

施設改築・長寿命化改修計

画」を改定する。

　「第２次学校施設改築・
長寿命化改修計画」で位置

付けた次期改築実施校の改
築事業に着手する。

　「第２次学校施設改築・長寿命

化改修計画」に基づき、大規模改

修整備方針の改定や小中学校の

プール整備方針を策定する。

　統合検討校については保護者等

へ説明に向けた準備を進める。

　学校プールについては、「府中

市立小・中学校のプール整備方

針」を踏まえた具体的な計画の策

定に向けた検討を進める。

　統合検討校については保護者等

へ説明に向けた準備を進める。

　引き続き、計画改定に向
け新しい教育ニーズなどの

情報収集や検討課題の蓄積
を行う。

　令和６年度の計画改定に
向け、検討課題の蓄積を行
なった。

－ －

予
定

　府中第一中学校の改築事
業については、外構工事を
進める。

　府中第一中学校の改築事
業については、引き続き渡
り廊下改築工事及び外構工
事を進める。

　府中第一中学校の改築事
業については、外周道路の
整備工事を進める。

　府中第一中学校の改築事
業については、引き続き外
周道路の整備工事を進め
る。

－ － －

　府中第一中学校の改築事
業については、引き続き新
校舎・新体育館の改築工事
を進める。

　府中第一中学校の改築事
業については、新校舎・新
体育館の改築工事を進め
た。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

府中第一中学校に
関する取組

実
績

　府中第一中学校の改築事
業については、新校舎・新
体育館が竣工した。

　府中第一中学校の改築事
業については、旧体育館の
解体工事が完了し、渡り廊
下改築工事に着手するとと
もに、引き続き外構工事を
進めた。

　府中第一中学校の改築事
業については、渡り廊下改
築工事及び外構工事を完了
した。

　府中第一中学校の改築事
業については、外周道路の
整備工事に着手した。

　府中第一中学校の改築事
業については、外周道路の
整備工事の終了をもって、
すべての改築事業を完了し
た。

学校施設改築・長
寿命化改修計画の
見直しに関する取
組

実
績

　令和６年度の計画改定に
向け、情報収集や検討課題
の蓄積を行なうとともに、
計画改定支援業務の受託者
を選定した。

　計画の見直しに着手し
た。また、「府中市学校施
設老朽化対策推進協議会」
を2回開催した。

　引き続き計画の見直しを
進めた。また、「府中市学
校施設老朽化対策推進協議
会」を3回開催した。

　「府中市学校施設老朽化対

策推進協議会」を４回開催

し、７月２６日に「府中市学

校施設改築・長寿命化改修計

画改定素案」が答申として提

出された。

　１０月に教育委員会、１２月に市議会へ

「第２次学校施設改築・長寿命化改修計画

（案）」を報告した後、１２月１６日から

１月１４日にかけてパブリック・コメント

手続を実施し、１月の教育委員会において

「第２次学校施設改築・長寿命化改修計

画」を策定した。

モデル事業６に関
する当該施設の取
組

実
績

－ －
　関係課と対象施設の検討
を行った。

　関係課と対象施設の検討
を行った。

　検討協議会を開催し、基
本方針策定に向けた検討を
進めた。

－

予
定

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる
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●４年間の取組の総括

府中第一中学校に関す
る取組

学校施設改築・長寿命
化計画の見直しに関す
る取組

　令和４年度に新校舎・新体育館がしゅん工し、令和５年度に校庭整備工事・渡り廊下棟建設工事が完了した。また、令和６年度の外周道路整備工事の終了をもっ
て改築事業が全て完了した。

　令和５年度、令和６年度に学校施設改築・長寿命化改修計画の改定に向けた附属機関として、府中市学校施設老朽化対策推進協議会を開催し答申を受けた。この答申を踏まえ
て、令和６年度に「第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」を策定し、次期改築実施校・統合検討校を選定した。また、令和７年度に「府中市立小・中学校の学校プール
整備方針」及び「府中市学校施設大規模改修整備方針（令和７年度改定）」を策定した。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

モデル事業６に関する
当該施設の取組

　第４次府中市公共施設マネジメント推進プランにおいて、学校施設についてはセキュリティ面や児童・生徒の安全確保を最優先に考慮する必要があることから、
慎重に検討することとした。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － － － －

－

予
定

－ － －

－ － － － －

　施設や設備の経年劣化等
の状況を確認し、修繕計画
を立て、計画的な修繕に取
り組んだ。

予
定

　引き続き、施設や設備の
経年劣化対策を含めた効率
的な維持管理のあり方を検
討していく。

　学校給食の安定した提供
のため、施設の改修に取り
組む。

　学校給食の安定した提供
のため、給食を停止せず
に、経年劣化対策を含め施
設の改修に取り組む。

　学校給食の安定した提供
のため、給食の停止が起き
ないよう、経年劣化対策を
含め施設の改修に取り組
む。

　学校給食の安定した提供
のため、給食の停止が起き
ないよう、経年劣化対策を
含め施設の改修に取り組
む。

　学校給食の安全かつ安定
提供のため、給食の停止や
事故が起きないよう、経年
劣化対策を含め施設の改修
に取り組む。

　学校給食の安全かつ安定
提供のため、給食の停止や
事故が起きないよう、経年
劣化対策を含め施設及び設
備の維持管理に取り組む。

　施設運営業務にあたっ
て、委託事業者の連携し、
設備の経年による劣化の対
策など含めた維持管理や効
率的な業務の運営を検討し
た。

　引き続き、施設や設備の
経年劣化対策を含めた効率
的な維持管理のあり方を検
討していく。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設の効率的な運
営方法の検討

実
績

　施設運営業務にあたっ
て、委託事業者と連携し、
設備の経年による劣化の対
策などを含めた維持管理や
効率的な業務の運営を検討
した。

　施設運営にあたり、委託
事業者と施設及び設備の経
年劣化対策などを含めた維
持管理や効率的な業務運営
を検討した。

施設のエネルギー
効率の調査・分析
に関する取組

実
績

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て省エネを徹底することで、

光熱水費を効果的に削減でき

るよう運用した。また、蒸気

配管のバルブに保温カバーを

取り付けて放熱量を軽減し、

省エネを徹底することで光熱

水費を削減できるよう運用し

た。

　コージェネレーションシ
ステム等の設備を活用し、
併せて省エネを徹底するこ

とで、光熱水費を効果的に
削減できるよう運用した。

予
定

　引き続き、省エネを徹底
することで、光熱水費を効
果的に削減できるよう取り
組む。

　引き続き、省エネを徹底す

ることで、光熱水費を効果的

に削減できるよう取り組み、

その効果について分析し評価

する。

その他の取組等

実
績

－ －

令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期

　施設運営にあたり、委託
事業者と施設及び設備の経
年劣化対策などを含めた維
持管理や効率的な業務運営
を検討した。

　夏季休業期間を利用し、蒸

気管の修繕を行った。また、

施設運営にあたり、委託事業

者と施設及び設備の経年劣化

対策などを含めた維持管理や

効率的な業務運営を検討し

た。

　調理用油ろ過タンク洗浄
水放流配管の修理を実施
し、施設の設計上の問題点
を改善し安定運営に取り組
んだ。

　施設運営業務にあたっ
て、委託事業者と連携しな
がら、設備の経年劣化修繕
を行うなど維持管理や効率
的な業務運営に取り組ん
だ。

　コージェネレーションシ
ステム等の設備を活用し、
併せて省エネを徹底するこ

とで、光熱水費を効果的に
削減できるよう運用した。

　引き続き、省エネを徹底
することで、光熱水費を効
果的に削減できるよう取り
組む。

　コージェネレーションシ
ステム等の設備を活用し、
併せて省エネを徹底するこ

とで、光熱水費を効果的に
削減できるよう運用した。

　引き続き、コージェネ
レーションシステム等の設
備を活用し、併せて省エネ
を徹底することで、光熱水

費を効果的に削減できるよ
う運用した。

　引き続き、コージェネ
レーションシステム等の設
備を活用し、併せて省エネ
を徹底することで、光熱水

費を効果的に削減できるよ
う運用した。

　引き続き、コージェネ
レーションシステム等の設
備を活用し、併せて省エネ
を徹底(特にボイラー)する

ことで、光熱水費を効果的
に削減できるよう運用し
た。

　引き続き、コージェネ
レーションシステム等の設
備を活用し、併せて省エネ
を徹底(特にボイラー)する

ことで、光熱水費を効果的
に削減できるよう運用し
た。

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て省エネを徹底しながら、光

熱水費削減の取組を維持して

いく。

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て身近な省エネを徹底するこ

とで、光熱水費削減の取組を

維持していく。

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て身近な省エネを徹底するこ

とで、光熱水費削減の取組を

維持していく。

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て身近な省エネを徹底するこ

とで、光熱水費削減の取組を

維持していく。

　コージェネレーションシス

テム等の設備を活用し、併せ

て身近な省エネを徹底するこ

とで、光熱水費削減の取組を

維持していく。

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 ◆計画的な保全に努めるとともに、効率的な施設運営の方法を検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○施設の効率的な運

営方法の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○施設のエネルギー

効率の調査・分析 

○調査・分析結果に基

づく取組の実施及

び評価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆歳出の削減 

◆効率的な施設運営 

２３ 学校給食センター  

しゅん工年度 平成２９（２０１７）年度 延床面積 １４，３０５㎡ 

課題 業務の委託範囲の拡大等、民間活力の導入を検討する必要がある。 

今後の方向性 
引き続き、効率的な施設運営に努めるとともに、施設機能を最大限に活用する方策を検

討する。 
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●４年間の取組の総括

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

施設の効率的な運営方
法の検討

施設のエネルギー効率
の調査・分析に関する
取組

　委託業者と連携し、施設および設備の経年劣化等に対応したことで、学校給食を安全かつ安定して提供することができた。

　コージェネレーションシステム等の設備を活用することにより、消費電力等を削減することができた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

不登校特例校設置
計画及び運営計画
の策定

実
績

　不登校特例校の設置に向

けた基本的な考え方と新教

育センターの整備内容を決

定した。

　新教育センターの工事を

開始するとともに、不登校

特例校の運営計画や備品等

について検討した。

　学びの多様化学校の開設

に向けて、今後の取組予定

等をまとめるとともに、準

備委員会を設置し、協議を

進めた。

　学びの多様化学校の開設

に向けて、準備委員会で協

議するとともに国の指定を

受けるための申請手続を進

めた。

　学びの多様化学校の入室

検討会や保護者説明会を行

うなど、開設に向けた各種

手続を進めた。

　教育センターの移転に合わ

せて令和７年４月に学びの多

様化学校を開設した。追加募

集の手続も進めており、順調

に運営を行えている。

　課題にその都度対応しなが

ら初年度の運営に取り組ん

だ。一年目の実績を踏まえ、

次年度の年間行事等の計画を

定めた。

予
定

　新教育センターの工事を

開始するとともに、運営計

画の詳細を検討する。

　不登校特例校の運営計画

の詳細を検討する。

予
定

　準備委員会を中心に運営

に関する協議を進める。

　令和７年４月の開設に向

けて、各種手続を具体的に

進める。

　学びの多様化学校の円滑な

運営を行うとともに、体験入

室などの追加募集に係る手続

についても検討を進める。

　今年度の運営により明らか

になった点を踏まえて、次年

度の運営計画を検討する。
－

　新教育センターの設計作

業を進めるとともに、運営

計画の詳細を検討する。

　不登校特例校の設置に向

けて、適応指導教室との住

み分けなどの考え方を整理

するとともに、新教育セン

ターの設計作業を進めた。

－ －

　児童発達支援センター

（仮称）への一部移転に向

け、行うべき業務を整理

し、準備を進める。

　子ども発達支援センターの

供用開始に向け、相談業務の

整理を行うとともに、移転作

業を行う。

予
定

　児童発達支援センター

（仮称）の工事を進め、新

教育センターの工事を開始

する。

　子ども発達支援センター

の工事を完了させるととも

に、新教育センターの工事

を進める。

　新教育センターの工事を

進めるとともに、現教育セ

ンターの円滑な処分に向け

て所内の整理を行う。

　新教育センターの工事を

進めるとともに、現教育セ

ンターの円滑な処分に向け

て施設内の整理を行う。

　移転先である新教育セン

ターの円滑な運営に向け

て、各種調整を行う。

－ －

　引き続き、児童発達支援

センター（仮称）の工事及

び新教育センターの設計作

業を進める。

　令和６年４月の移転と移

転後の円滑な運営に向け、

引続き取り組む。

－ － － －

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　計画どおり移転作業を完

了し、令和７年４月に新し

い場所で教育センターの運

用を開始した。

－

　教育センターの機能を移

転させるため、児童発達支

援センター（仮称）の工事

及び新教育センターの設計

作業を進めた。

　児童発達支援センター

（仮称）への一部移転に向

け、行うべき業務を整理

し、準備を進める。

　児童発達支援センター

（仮称）で行う相談機能の

フローや業務体制などの検

討を関係課と進めた。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設機能の移転に
向けた取組

実
績

　児童発達支援センター

（仮称）の工事を進めた。

また、新教育センターの設

計作業を完了させた。

　工事を進めるとともに名称

を子ども発達支援センターに

決定した。

　また、新教育センターの工

事に着手した。

　子ども発達支援センター

の工事が完了した。

　また、新教育センターは

工事を進めている。

　子ども発達支援センター

への一部移転が完了した。

　また、新教育センターの

工事を進めている。

　新教育センターの工事が

計画どおり完了した。

　また、移転に向けて現教

育センター内の整理を行っ

た。

児童発達支援セン
ター（仮称）への
相談機能一部移転
に向けた取組

実
績

　児童発達支援センター

（仮称）で行う相談業務の

連携方法や業務体制などの

検討を関係課と進めた。

　子ども発達支援センター

で行う相談業務の連携方法

や運営体制などの検討を関

係課と進めた。

　関係課と協議しながら、

子ども発達支援センターへ

の機能の一部移転の準備を

進めた。

　子ども発達支援センター

へ機能の一部を移転し、令

和６年４月に「はばたき」

を開設した。

－

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
△：計画通りに進んで

いない
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

△：計画通りに進んで
いない

２４ 教育センター  

しゅん工年度 昭和５６（１９８１）年度 延床面積 ３，７１９㎡ 

課題 

・児童発達支援センター（仮称）と類似する機能について、運用方法を検討する必要があ

る。 

・機能移転後の跡施設の活用について、検討を行う必要がある。 

今後の方向性 
・機能移転後の既存機能の運用手法に関する検討など、移転に向けた取組を進める。 

・機能移転後の跡施設の活用について検討を行う。 

 

担当課
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○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
△：計画通りに進んで

いない
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

△：計画通りに進んで
いない

●４年間の取組の総括

　計画どおり令和７年４月に学びの多様化学校を開設した。運営についても概ね軌道にのっているが、体験入室の方法、入室検討に当たっての審査基準の明確化な
ど、運営方法の改善に向けて、さらに検討を進める必要がある。

－ － －

評価 Ｄ．当初の予定を変更し、方針決定や計画策定を次期プランに引き継いだ。

不登校特例校設置計画
及び運営計画の策定

－ － － －

予
定

－ － －

その他の取組等

実
績

－ － － －

－ －

予
定

　行政需要を踏まえ、事業

手法を整理するとともに、

活用方針の策定に向けた検

討を行う。

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえて事業手

法を整理し、活用方針の検

討を行う。

　見直したスケジュールに

基づき、事業手法の整理を

行い、活用方針の検討を行

う。

　跡地の活用方針を策定

し、事業者募集に向けて改

めてサウンディング型市場

調査を行う。

　事業実施に係る公募を

行ったところ、不調となっ

た。

　不調の要因や各機能の必要

性を改めて確認し、当面の

間、市立三本木保育所の仮移

転先として使用することとし

て活用方針の見直しを行っ

た。

　事業実施に係る公募手続

を行う。

　不調の要因や各機能の必要

性を改めて確認したうえで、

再公募または別の用途による

活用など、今後の方向性を検

討する。

　跡施設の解体設計を行

う。

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、事業手

法、活用方針の検討を行

う。

　事業手法及び活用方針の

検討に向けてサウンディン

グ型市場調査を実施した。

　サウンディング型市場調査

の結果を踏まえ、事業手法の

検討を行うとともに、改めて

行政需要の確認を行った。

　行政需要を踏まえ、事業

手法について検討を行うと

ともに、改めてサウンディ

ング型市場調査を行った。

　行政需要を踏まえた事業手法や

事業者に求める条件等を整理する

ことに時間を要したことから、活

用方針策定の時期を令和６年度に

見直した。また、上記に関連し

て、再度サウンディング型市場調

査を行った。

　事業手法等について整

理、跡地の活用の方向性を

定め、近隣住民に説明を

行った。

　跡地の活用方針を策定す

るとともに、事業者募集に

向けて公募型サウンディン

グ型市場調査を実施した。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

跡施設の活用方策
の検討及び方策の
決定に関する取組

実
績

取組の成果
項
目

跡施設の活用方策の検
討及び方策の決定に関
する取組

　サウンディング型市場調査などの結果も踏まえ、行政需要と歳入確保を両立する形で跡地活用方針を策定することができたが、事業者選定が不調となり民間事業者による活用を行うことはできな

かった。しかしながら、不調の要因を確認するとともに導入を予定していた各機能の検討を行い、当面の間は市立三本木保育所の仮移転先として使用することで、将来的な跡地の有効活用の可能性

を残しつつ、昨今の社会情勢や行政需要を踏まえた活用内容に見直すことができ、今後はこの内容に沿って取組を進める必要がある。

施設機能の移転に向け
た取組

児童発達支援センター
（仮称）への相談機能
一部移転に向けた取組

　機能移転に向けた取組については設計・工事ともに計画どおり行うことができた。

　子ども発達支援センター「はばたき」へ就学相談・教育相談機能を移転し、計画どおり令和６年度より運用を開始した。「はばたき」では、福祉と教育の連携を
推進して相談支援を進めている。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －
その他の取組等

－ － － －

予

定
－ － － － －

実

績
－

　市システムだけなく、委

託事業者側で利用している

システムも含め、より良い

オンライン化の手法につい

て検討する。

　引き続き、交流ひろばの

利用にあたり必要となる初

回登録の申込について、オ

ンライン化を進める。

　SNSを活用した交流会・

講座の受付等について検討

した。

　先進事例等の調査・研究

を行う。

　地域子育て相談機関として地域

子育て支援センター「はぐ」とと

もに子育て世代包括支援センター

と連携する体制づくりを行った。

　地域子育て相談機関として地域

子育て支援センター「はぐ」とと

もに子育て世代包括支援センター

と連携した。

　地域子育て相談機関として地域子育

て支援センター「はぐ」や子育て世代

包括支援センターと連携するととも

に、親支援事業については今年度から

子ども家庭支援センターが担当し実施

した。

予
定

　引き続き、適切な役割分担

となるよう意識しながら、総

合相談事業を実施する。

　引き続き、適切な役割分担

となるよう意識しながら、総

合相談事業を実施する。

　決定した方針に基づき、令

和７年度から運用を開始でき

るよう準備を行う。

　子育て世代包括支援セン

ター等と連携を図りながら、

引き続き連携事業を検討し、

効果的な事業実施に努める。

　子育て世代包括支援セン

ター等と連携を図りながら、

引き続き連携事業を検討し、

効果的な事業実施に努める。

　子育て世代包括支援セン

ター等と連携を図りながら、

引き続き連携事業を検討し、

効果的な事業実施に努める。

　子育て世代包括支援セン

ター等と連携を図りながら、

引き続き連携事業を検討し、

効果的な事業実施に努める。

　引き続き、適切な役割分

担となるよう検討する。

　総合相談事業における子育

て世代包括支援センターとの

役割について検討し、分担し

た。

　リフレッシュ保育受付のオ

ンライン化について、システ

ムの試作と調整を行った。

　リフレッシュ保育のオンライン化につい

て、複数のシステムを検討したが、オンライ

ンの場合、1か月分の一括予約に対応できなく

なる等、以前の運用に比べ利用者の利便性が

低下することから導入を見送った。

　交流ひろばの利用にあたり

必要となる初回登録の申込に

ついて、オンライン化の検討

を行った。

　交流ひろばの利用にあたり

必要となる初回登録の申込に

ついて、オンライン化の準備

を行った。

　交流ひろばの利用にあたり

必要となる初回登録の申込に

ついて、オンライン化の準備

を行った。

予
定

　引き続き、オンラインによ

るサービスを提供するととも

に、より良い事業の提供手法

を検討する。

　今年度から、「みらい」で

実施する事業において、

「たっち」の貸出スペースの

活用を開始し、有効利用を

図った。

　「みらい」で実施しているヤングケ

アラー支援事業において、「たっち」

の貸出スペース（ミーティングルー

ム）を活用し、ヤングケアラーの居場

所作りのイベントを定期的に開催し、

有効利用を図った。

予
定

　引き続き、事務室等の活用

方法を検討するとともに、委

託業者と連携して適切な施設

の管理・運営を実施する。

　委託業者と連携して適切な

施設の管理・運営を実施する

とともに、これまでの取組に

ついて評価する。

　サービスの集約に伴って事

務機能が戻ることから、事務

機能移転後の委託事業者との

連携について検討する。

　引き続き、委託事業者と

の連携を図りながら、施設

の有効的な活用方法につい

て検討する。

　引き続き、委託事業者と

の連携を図りながら、施設

の有効的な活用方法につい

て検討する。

　引き続き、委託事業者と

の連携を図りながら、施設

の有効的な活用方法につい

て検討する。

　引き続き、「みらい」で実

施する事業において、「たっ

ち」の貸出スペースの活用を

行い、施設の有効利用を図

る。

　施設運営の委託業者と施

設管理の連携について検討

した。

　引き続き、適切な施設管理

に向けて検討するほか、事務

室等の活用方法も検討する。

実
績

　適切な施設管理・運営に向

けて検討したほか、委託業者

との協議により、一部事務室

の活用方法を決定し、ボラン

ティア控室として活用を開始

した。

　事務室の一部を引き続きボ

ランティア控室として活用し

ながら、施設運営の委託業者

と施設管理の連携について検

討した。

　施設運営について、市民

サービスの向上を図るため、

他部署に分散していた市民向

けサービスを次年度から当施

設に集約させる方針を決定し

た。

　組織改正に伴い、子ども家庭

サービス担当として子育て世代包

括支援センターから子ども家庭支

援センターに事務室機能が一部移

転したことから、管理や運営手法

について従前の運用に戻した。

　令和７年度以降に「みら

い」で実施する事業におい

て、「たっち」の貸出スペー

スも活用することについて、

委託事業者との協議等準備を

進めた。

類似事業との連携
についての検討・
実施

実
績

　適宜、子育て世代包括支援

センターとの役割分担を見直

しながら、総合相談事業を実

施した。

　子育て世代包括支援セン

ターとの役割分担を見直しな

がら、総合相談事業を実施し

た。

　組織改正に伴い、総合相談事業

からつなげる親支援事業等につい

て役割分担し、一部を令和７年度

から子ども家庭支援センターで担

当するように方針を決定した。

　妊婦さん向け見学会など、子育て世

代包括支援センターと連携して行う事

業を開始したほか、親支援事業等につ

いては令和7年度から子ども家庭支援セ

ンターで担当できるよう委託事業者と

調整を行った。

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

相談事業等のより
良い提供手法につ
いての検討・実施

実
績

　先進事例を参考に、子育て

ひろばの混雑状況をオンライ

ンで確認できるサービスを導

入した。

　これまで紙媒体で行ってい

たリフレッシュ保育の受付に

ついて、オンライン化に向け

た検討を行った。

　リフレッシュ保育の受付に

ついて、令和６年度のオンラ

イン化に向けたシステム作り

を調整する。また、オンライ

ン化の取組について評価す

る。

　次年度のリフレッシュ保

育受付のオンライン化につ

いて、引き続き調整を行

い、導入を目指す。

　新たなシステム導入の余

地について検討を行いなが

ら、より良い事業の提供方

法を検討する。

　市システムだけなく、委

託事業者側で利用している

システムも含め、より良い

オンライン化の手法につい

て検討する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設の効率的な運
営の検討・実施

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆令和４年度から事務室機能が他の施設へ移転することに伴い、既存施設の管理及び運営の

より良い手法を検討する。 

◆相談事業などについて、施設の有無にとらわれない新たなサービス提供手法等を検討す

る。 

◆より効果的な事業の実施を目的として、子育て世代包括支援センターや新たに設置される

児童発達支援センター（仮称）との連携について検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○施設の効率的な運

営の検討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○より良い事業の提

供手法についての

検討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○類似事業との連携

についての検討 

○検討に基づく方向

性の決定 

○決定に基づく取組

の実施 

▽継続 

期待する 

主な効果 

◆事業の効果的な実施 

◆効率的な施設運営 

 

２５ 子ども家庭支援センター「たっち」  

しゅん工年度 平成１６（２００４）年度 延床面積 ２，４８４㎡ 

課題 

・既存施設から事務室機能が他の施設へ移転するため、既存施設の管理や運営手法などを
検討する必要がある。 

・交流ひろばは、同様の機能を持った「はぐ」が基幹保育所内に整備されたことで、利用者
数が減少しているため、引き続き利用状況を把握し、本施設の役割を整理する必要があ
る。 

今後の方向性 

・市民ニーズや利用状況を踏まえて、施設の有無にとらわれないサービスの提供手法につ
いて検討する必要がある。 

・子育て世代包括支援センターや新たに設置される児童発達支援センター（仮称）と連携
を図ることで、より効果的な事業の実施を目指す。 

 

担当課

子ども家庭支援課
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●４年間の取組の総括

　子育て世代包括支援センターとの役割分担を見直しながら、総合相談事業を実施するとともに、令和６年度の組織改正の際は、総合相談事業からつなげる親支援事業等について
役割分担し、一部を令和７年度から子ども家庭支援センターで担当する方針を決定し、実施した。また、妊婦さん向け見学会など、子育て世代包括支援センターと連携して行う事
業を開始したほか、地域子育て相談機関として地域子育て支援センター「はぐ」とともに子育て世代包括支援センターと連携した。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

類似事業との連携につ
いての検討・実施

施設の効率的な運営の
検討・実施

相談事業等のより良い
提供手法についての検
討・実施

　適切な施設管理・運営に向けて委託事業者と協議を行い、一部事務室をボランティア控室として活用を開始した。また、市民サービスの向上を図るため、他部署
に分散していた市民向けサービスを当施設に集約させた。さらに、「みらい」で実施する事業において、令和７年度から「たっち」の貸出スペースの活用を開始さ
せ、施設の有効利用を図ることができた。

　先進事例を参考に、子育てひろばの混雑状況をオンラインで確認できるサービスを導入した。また、交流ひろばの利用にあたり必要となる初回登録の申込につい
て、オンライン化の準備を行った。
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※次頁に続く

 

２６ 保育所  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１  北保育所 府中市新町１丁目６４番地の１ 地上２階 ７９７㎡ 昭和５８（１９８３）年度 

２  東保育所 府中市若松町３丁目２１番地の４ 地上２階 ７５３㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

３  西保育所 府中市美好町３丁目２３番地の２ 地上２階 ７２８㎡ 昭和６１（１９８６）年度 

４  中央保育所 府中市晴見町２丁目７番地の１７ 地上２階 ７２９㎡ 昭和６２（１９８７）年度 

５  北山保育所 府中市北山町３丁目２７番地の９ 地上２階 ８４０㎡ 平成 ５（１９９３）年度 

６  住吉保育所 府中市住吉町２丁目３０番地の４７ 地上３階 １，４９９㎡ 令和 元（２０１９）年度 

７  小柳保育所 府中市小柳町２丁目３４番地の２ 地上２階 ６２６㎡ 昭和４６（１９７１）年度 

８  四谷保育所 府中市四谷５丁目３番地の１ 地上２階 ５６８㎡ 昭和４７（１９７２）年度 

９  八幡保育所 府中市八幡町１丁目１２番地の１２ 地上２階 ６５８㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

１０ 本町保育所 府中市本町３丁目１９番地の３ 地上２階 ５６３㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

１１ 三本木保育所 府中市府中町３丁目２３番地の１ 地上２階 １，１８５㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

１２ 西府保育所 府中市西府町３丁目３２番地の１２ 地上２階 ６６１㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

１３ 美好保育所 府中市美好町２丁目４番地 

（都営府中美好町二丁目アパート１階） 
６５９㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

課題 

・現在再編に向けた取組内容を検討している施設については、取組内容を決める必要が

ある。 

・建築後４０年から５０年を迎えている施設が多いため、再編に向けた具体的な取組内

容が決まっている施設は、統合などのタイミングなども考慮しながら、既存施設を効

率的に維持管理する必要がある。 

今後の方向性 

・市立保育所の再編に向けた具体的な取組内容が決まっている施設については計画どお

りに取組を進め、具体的な取組内容を検討中の施設については取組内容やスケジュー

ルを定め、再編を進める。 

・施設の統合まで効率的に維持管理していくための手法を検討する。 

担当課

保育支援課 財産活用課
第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆北保育所、西保育所、中央保育所及び美好保育所については、基幹保育所への統合計画を

令和５年度までに策定する。 

◆本町保育所については、基幹保育所としての整備を進める。 

◆住吉保育所については、令和５年度に四谷保育所を統合し、四谷保育所は統合に合わせて

廃止する。 

◆小柳保育所については、令和８年度に八幡保育所と統合した上で、基幹保育所として運営

を開始し、八幡保育所は統合に合わせて廃止する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

【北、西、中央、美好保

育所】 

○基幹保育所への統合

計画の策定に向けた

検討 

【北、西、中央、美好保

育所】 

●統合計画の策定 

【北、西、中央、美好保

育所】 

○計画に基づく取組 

【北、西、中央、美好保

育所】 

▽継続 

【本町保育所】 

○基幹保育所整備に向

けた取組の実施 

【本町保育所】 

▽継続 

 

【本町保育所】 

▽継続 

 

【本町保育所】 

○基幹保育所として運

営開始 

【住吉保育所】 

○四谷保育所との統合

に向けた取組の実施 

【住吉保育所】 

○四谷保育所を統合 － ー 

【小柳保育所】 

○新園舎の整備と基幹

保育所としての運営

に向けた取組の実施 

【小柳保育所】 

▽継続 

【小柳保育所】 

▽継続 

【小柳保育所】 

▽継続 

○八幡保育所との統合

に向けた取組の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○跡地の活用の検討 

（新園舎整備後の既

存の小柳保育所） 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

【四谷保育所】 

○住吉保育所への統合

に向けた取組の実施 

【四谷保育所】 

○住吉保育所へ統合 

（四谷保育所の廃止） 

ー ー 

○解体に向けた設計及

び跡地の活用の検討 

▽施設の解体及び跡地

の活用の検討 
ー ー 

【八幡保育所】 

○小柳保育所への統合

に向けた取組の実施 

【八幡保育所】 

▽継続 

【八幡保育所】 

▽継続 

【八幡保育所】 

▽継続 

○跡地の活用の検討 ▽継続 ▽継続 ▽継続 

【西府保育所】 

○施設の解体及び跡地

の活用の検討 

ー ー ー 

期待する 

主な効果 

◆事業の効果的な実施 

◆施設の維持管理に係る市の歳出の削減 

◆跡施設の有効活用 
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●進捗管理表

※次頁に続く

○：計画通りに進んで
いる

△：計画通りに進んで
いない

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　包括管理業務委託に基づ
き、施設管理を行う。

　包括管理業務委託に基づ
き、施設管理を行う。

　第２期包括管理業務委託が開始

され業務範囲が拡大し、包括管理

業務受託業者による小修繕対応等

が行われた。合わせて、例年同様

に包括管理業務受託業者による劣

化状況調査を実施し、優先度に基

づいた計画的な修繕の実施に努め

た。

　市立保育所再編に向けた
具体的な取組内容が決まっ
ていない北・西・中央・美
好保育所について、取組内
容・スケジュール等の検討
を進めた。

　令和６年度から第２期包括管理

業務委託が開始され業務範囲が拡

大し、包括管理業務受託業者によ

る小修繕対応等が行われた。合わ

せて、例年同様に包括管理業務受

託業者による劣化状況調査を実施

し、優先度に基づいた計画的な修

繕の実施に努めた。

予
定

　包括管理業務委託の今後
の方向性を踏まえ、計画的
に修繕を行う。

　包括管理業務委託の今後
の方向性について、関係課
で調整を行う。

　新たな包括管理業務委託
の試行実施のもと、施設管
理を行う。

　包括管理業務委託に基づ
き、施設管理を行う。

　検討協議会からの答申を
踏まえた上で、検討を進め
る。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた工事等を進める。

　包括管理業務委託の今後
の方向性について、関係課
で調整を行う。

　住吉・四谷保育所の統合
に向け定員枠調整を継続す
る。

　新園舎の整備に向けた工
事等を進めた。

　四谷保育所跡地の活用に
ついて検討した。

　北・三本木保育所の統合
及び西・本町保育所の統合
に向けた定員枠調整を継続
する。

　住吉・四谷保育所の統合
に向け定員枠調整を継続し
て実施した。

　市立保育所再編に向けた具

体的な取組内容が決まってい

ない北・西・中央・美好保育

所について、取組内容・スケ

ジュール等の検討を進め、計

画を策定する。

　北・三本木保育所の統
合及び西・本町保育所の
統合に向けた定員枠調整
の検討を進める。

　北・三本木保育所の統合
及び西・本町保育所の統合
に向けた定員枠調整を進め
る。

　包括管理業務委託の受託
事業者による劣化状況調査
を実施し、調査結果の報告
を受けたほか、優先度に基
づいた計画的な修繕の実施
に努めた。

　新園舎の整備に向けた実
施設計を進めるとともに、
小柳・八幡保育所の統合に
向け定員枠調整を継続す
る。

　新園舎の整備に向けた実
施設計を進めるとともに、
小柳・八幡保育所の統合に
向け定員枠調整を継続して
実施した。

進捗評価

　市立保育所再編に向けた
具体的な取組内容が決まっ
ていない北・西・中央・美
好保育所について、取組内
容・スケジュール等の検討
を進める。

　本町保育所の整備に向け
て、事業実施に係る公募・
選定手続を進めた。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目 　新園舎の整備に向けた施

設整備工事等を進めるとと
もに、小柳・八幡保育所の
統合に向け定員枠調整を継
続した。

　令和８年４月に、基幹保
育所となる日吉保育所とし
て運営を開始する。

　四谷保育所跡地の活用に
ついて近隣住民のアンケー
ト調査を実施した。

予
定

　四谷保育所の廃止に伴
い、当該施設の解体に向け
た設計・工事を進める。

　四谷保育所の廃止に伴
い、当該施設の解体に向け
た工事を進める。

　住吉保育所において、基
幹保育所としての運営を継
続する。

　引き続き、四谷保育所跡
地の活用について検討す
る。

　引き続き、四谷保育所跡
地の活用について検討す
る。

　引き続き、四谷保育所跡
地の活用について検討す
る。

　四谷保育所跡地の活用につ

いて民間事業者へのヒアリン

グ等を行い、跡地活用の検討

を行う。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた施設整備工事等を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続する。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた施設整備工事等を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続する。

　引き続き、新園舎の整備に

向けた実施設計・敷地内整備

工事を進めるとともに、小

柳・八幡保育所の統合に向け

定員枠調整を継続する。

　新園舎の整備に向けた施
設整備工事に向けた手続等
を進めるとともに、小柳・
八幡保育所の統合に向け定
員枠調整を継続する。

　新園舎の整備に向けた施
設整備工事等を進めるとと
もに、小柳・八幡保育所の
統合に向け定員枠調整を継
続する。

実
績

　新園舎の整備に向けた実
施設計を進めるとともに、
小柳・八幡保育所の統合に
向け定員枠調整を継続し
た。

　新園舎の整備に向けた実
施設計・敷地内整備工事を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続した。

　新園舎の整備に向けた実
施設計・敷地内整備工事を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続した。

本町保育所の基幹
化に関する取組

実
績

　物価高騰の影響等により、

事業者の選定が不調となった

ことから、基幹保育所として

運営開始するスケジュールを

令和７年度から８年度に延期

し、引き続き、本町保育所の

整備に向けて、事業実施に係

る公募・選定手続を進めた。

　本町保育所の整備に向け
て、事業実施に係る公募・
選定手続を進めた。

　本町保育所の整備に向け
て、事業実施に係る公募・
選定手続を進め、事業者の
選定等を実施した。

　新園舎の整備に向けた設
計等を進めた。

　新園舎の整備に向けた設
計・工事等を進めた。

　新園舎の整備に向けた工
事等を進めた。

予
定

　本町保育所の整備に向け
て、事業実施に係る公募・
選定手続を進める。

　引き続き、本町保育所の
整備に向けて、事業実施に
係る公募・選定手続を進め
る。

　新園舎の整備に向けた設
計等を進める。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた設計等を進める。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた工事等を進める。

　引き続き、新園舎の整備
に向けた工事等を進める。

　本町保育所の整備に向け
て、事業実施に係る公募・
選定手続を進める。

住吉保育所と四谷
保育所の統合に関
する取組

実
績

　住吉・四谷保育所の統合
に向け定員枠調整を継続し
て実施した。

　住吉保育所と四谷保育所
を統合し、廃止した四谷保
育所の解体に向けた準備を
進めた。

　廃止した四谷保育所の解
体を実施した。

　四谷保育所跡地の活用に
ついて検討した。

　四谷保育所跡地の活用に
ついて検討した。

その他の取組等

実
績

　包括管理業務委託の受託
事業者による劣化状況調査
の結果を受け、優先度に基
づいた修繕を実施した。

　包括管理業務委託の受託事業者

による劣化状況調査を実施し、調

査結果の報告を受けたほか、優先

度に基づいた計画的な修繕の実施

に努めた。また、令和６年度から

新たに包括管理業務を試行するた

め、関係課と調整した。

　包括管理業務委託の受託事業者

による劣化状況調査を実施し、調

査結果の報告を受けたほか、優先

度に基づいた計画的な修繕の実施

に努めた。また、令和６年度から

新たな包括管理業務を試行するた

め、事業者選定に係る手続を進め

た。

　第２期包括管理業務委託が開始され

業務範囲が拡大し、包括管理業務受託

業者による小修繕対応等が行われた。

合わせて、例年同様に包括管理業務受

託業者による劣化状況調査を実施し、

調査結果の報告を受けたほか、優先度

に基づいた計画的な修繕の実施に努め

た。

小柳保育所の基幹
化に関する取組

　令和６年度から第２期包括管理

業務委託が開始され業務範囲が拡

大し、包括管理業務受託業者によ

る小修繕対応等が行われた。合わ

せて、例年同様に包括管理業務受

託業者による劣化状況調査を実施

し、優先度に基づいた計画的な修

繕の実施に努めた。

　新園舎の整備に向けた施
設整備工事に係る手続等を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続した。

　新園舎の整備に向けた施
設整備工事等を進めるとと
もに、小柳・八幡保育所の
統合に向け定員枠調整を継
続した。

　新園舎の整備に向けた施
設整備工事等を進めるとと
もに、小柳・八幡保育所の
統合に向け定員枠調整を継
続した。

予
定

　新園舎の整備に向けた実
施設計・敷地内整備工事を
進めるとともに、小柳・八
幡保育所の統合に向け定員
枠調整を継続する。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

基幹保育所への統
合計画の策定

実
績

　市立保育所再編に向けた
具体的な取組内容が決まっ
ていない北・西・中央・美
好保育所について、取組内
容・スケジュール等の検討
を進めた。

　市立保育所再編に向けた
具体的な取組内容が決まっ
ていない北・西・中央・美
好保育所について、取組内
容・スケジュール等の検討
を進めた。

　市立保育所再編に向けた具

体的な取組内容が決まってい

ない北・西・中央・美好保育

所について、取組内容・スケ

ジュール等の検討し、今後の

取組を策定した。

　北・三本木保育所の統合
及び西・本町保育所の統合
に向けた定員枠調整の検討
を進めた。

令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

　北・三本木保育所の統合
及び西・本町保育所の統合
に向けた定員枠調整の検討
を進めた。

　北・三本木保育所の統合
及び西・本町保育所の統合
に向けた定員枠調整を実施
した。

　北・三本木保育所の統合及

び西・本町保育所の統合に向

けた定員枠調整を実施した。

　北・三本木保育所は、旧教

育センター跡地活用事業の見

直しに伴い、統合スケジュー

ルを変更した。

予
定

　市立保育所再編に向けた
具体的な取組内容が決まっ
ていない北・西・中央・美
好保育所について、取組内
容・スケジュール等の検討
を進める。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　引き続き、北・三本木保
育所の統合及び西・本町保
育所の統合に向けた定員枠
調整の検討を進める。

　西・本町保育所の統合に
向けた定員枠調整を継続す
る。

取組年度
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●４年間の取組の総括

　日吉保育所の整備に向けた設計・工事等を進め、令和８年４月に基幹保育所としての運営を開始する。

その他の取組等
　包括管理業務受託業者による劣化状況調査や、同業務で実施する各種点検等の結果を通じて、専門的な知見を有する業者の助言のもと、優先度に基づいた計画的
な修繕を実施するなど、総合的な視点から施設の包括管理を行うことができた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

住吉保育所と四谷保育
所の統合に関する取組

　四谷保育所を基幹保育所の住吉保育所に統合し、廃止した。四谷保育所跡地の活用については、近隣住民へのアンケート調査を実施するなど検討を進めることが
できた。

小柳保育所の基幹化に
関する取組

基幹保育所への統合計
画の策定

本町保育所の基幹化に
関する取組

　今後の保育行政のあり方に関する基本方針（平成２６年１月策定）に基づき進めてきた市立保育所の再編による重点集約化の取組において、具体的な取組内容が
決まっていなかった北・西・中央・美好保育所について、市立保育所の再編に係る今後の具体的な取組予定を策定した。

　本町保育所の整備に向けた設計・工事等を進めた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －

その他の取組等

－ － － －

予
定

－ － － － －

実
績

－

－ －

　解体工事に向け、契約等
の各種手続を進め、解体工
事に着手した。

　引き続き、解体工事を実
施する。

　旧小柳幼稚園について
は、売却に当たっての諸条
件について検討を行った。

　旧小柳幼稚園について
は、売却に当たっての諸条
件について検討を行った。

　旧小柳幼稚園については、

売却に当たっての諸条件につ

いて検討を行った。

　旧みどり幼稚園については

近隣住民のアンケート調査を

実施した。

予
定

　旧小柳幼稚園について
は、引き続き、跡地活用の
検討を行う。

　旧小柳幼稚園について
は、引き続き、跡地活用
の検討を行う。

　旧小柳幼稚園につい
ては、引き続き、跡地
活用の検討を行う。

　売却に当たっての諸条件
について検討を行う。

　旧小柳幼稚園について
は、引き続き、売却に当
たっての諸条件について検
討を行う。

　旧小柳幼稚園について
は、引き続き、売却に当
たっての諸条件について検
討を行う。

　旧小柳幼稚園については、引き続き、売却に

当たっての諸条件について検討を行い、公売に

よる売り払いを行う。

　旧みどり幼稚園については、民間事業者への

ヒアリング等を行い、跡地活用の検討を行う。

　旧小柳幼稚園について
は、引き続き、跡地活用の
検討を行う。

　みどり幼稚園について、
新庁舎建設事業に伴い庁舎
として、はなれ竣工まで一
時利用することとして整理
した。

－ － － － －

予
定

－

予
定

　選挙管理委員会が新庁舎
（はなれ）移転の令和８年
度末まで建物を使用する。

　選挙管理委員会が新庁舎
（はなれ）移転の令和８年
度末まで建物を使用する。

　途中入園者に対し、廃園
についての周知を行った。

　引き続き、途中入園者
に、廃園についての周知を
行う。また、選挙管理委員
会への引渡しに向けた準備
を行う。

実
績

　用途変更の手続を行い、建

物ごと跡地活用の担当課に引

き継いだ。

　新庁舎（おもや）移転に伴

い選挙管理委員会事務室等と

して建物の使用を開始した。

跡地の新たな活用
方策の検討

実
績

　旧小柳幼稚園について
は、跡地活用の検討を行っ
た。

　旧小柳幼稚園について

は、跡地活用の検討を
行った。

　旧小柳幼稚園につい
ては、跡地活用の検討
を行った。

　旧小柳幼稚園については、

近隣住民のアンケート調査を

行うとともに、民間事業者へ

ヒアリングを行い、売却する

方向で進めることとした。

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

旧小柳幼稚園に係
る取組

実
績

　解体工事を完了し、土地
を跡地活用の担当課に引き
継いだ。

－

－ － － －

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

みどり幼稚園に係
る取組

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆旧小柳幼稚園は、令和３年度の解体設計を踏まえて、令和４年度に解体工事を実施する。 

◆みどり幼稚園は、令和４年度に閉園し、令和６年度に解体工事を実施する。 

◆施設解体後の跡地について、新たな活用方法を検討していく。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

【みどり幼稚園】 

○機能廃止に向けた

取組の実施 

【みどり幼稚園】 

○解体に向けた調査

及び設計 

（令和８年度へ） 

【みどり幼稚園】 

○施設の解体 

（令和９年度へ） 
－ 

【旧小柳幼稚園】 

○施設の解体 
－ － － 

○跡地の新たな活用

方策の検討 
－ － － 

期待する 

主な効果 
◆跡地の有効活用 

 

２７ 幼稚園  

施設名称 所在地 延床面積 しゅん工年度 

１ みどり幼稚園 府中市緑町１丁目８番地 ６５７㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

２ 旧小柳幼稚園 府中市小柳町６丁目２３番地 ７１１㎡ 昭和５０（１９７５）年度 

課題 施設解体後の跡地の活用方策を検討する必要がある。 

今後の方向性 
・閉園した施設について、解体工事を実施していく。 

・施設解体後の跡地について、新たな活用を検討する。 

 

担当課

学務保健課 財産活用課

令和８年度まで選挙管理委員会が使用
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●４年間の取組の総括

　旧小柳幼稚園については近隣住民の意向を踏まえた活用の方向性を定めることができた。旧みどり幼稚園については、解体時期を見据え具体的な跡地活用の検討
に着手することができた。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

跡地の新たな活用方策
の検討

みどり幼稚園に係る取
組

旧小柳幼稚園に係る取
組

　選挙管理委員会事務局事務室等として建物の有効活用を図るとともに、新庁舎建設工事中における庁舎の狭あい化の軽減につなげることができた。

　遅延なく解体工事を完了することができた。
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※次頁に続く

２８ 学童クラブ  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１  第一学童クラブ 府中市寿町２丁目６番地 地上２階 ２３６㎡ 平成 元（１９８９）年度 

２  第一学童クラブ分館 府中市寿町２丁目６番地の８ 地上２階 ２７３㎡ 令和 元（２０１９）年度 

３  第二学童クラブ 府中市緑町１丁目２９番地 地上２階 ４８１㎡ 平成 ４（１９９２）年度 

４  第二学童クラブ分館 府中市緑町１丁目３５番地の１ 地上２階 ４７８㎡ 平成３０（２０１８）年度 

５  第三学童クラブ 府中市片町３丁目５番地 地上２階 ２９７㎡ 平成 元（１９８９）年度 

６  第四学童クラブ 府中市白糸台１丁目５９番地 地上１階 ２４３㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

７  第五学童クラブ 府中市本宿町１丁目５１番地 地上１階 ２３１㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

８  第六学童クラブ 府中市天神町４丁目２７番地 地上１階 １８３㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

９  第七学童クラブ 府中市北山町２丁目２０番地 地上２階 ３３５㎡ 平成 ９（１９９７）年度 

１０ 第八学童クラブ 府中市是政１丁目３４番地 地上２階 ４８４㎡ 令和 ４（２０２２）年度 

１１ 第九学童クラブ 府中市栄町３丁目７番地 地上２階 ２４５㎡ 平成 ７（１９９５）年度 

１２ 第十学童クラブ 府中市若松町４丁目３２番地 地上２階 ３０８㎡ 平成 ４（１９９２）年度 

１３ 武蔵台学童クラブ 府中市武蔵台２丁目３番地 地上２階 ２５６㎡ 平成 ４（１９９２）年度 

１４ 住吉学童クラブ 府中市住吉町２丁目３０番地 地上２階 ２９９㎡ 平成 ９（１９９７）年度 

１５ 新町学童クラブ 府中市新町１丁目２９番地 地上１階 ２１１㎡ 平成 ４（１９９２）年度 

１６ 本宿学童クラブ 府中市本宿町４丁目１９番地 地上２階 ２８６㎡ 平成 元（１９８９）年度 

１７ 白糸台学童クラブ 府中市白糸台２丁目１８番地 地上１階 １９２㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

１８ 矢崎学童クラブ 府中市矢崎町４丁目９番地 地上１階 １７２㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

１９ 若松学童クラブ 府中市若松町３丁目３番地 地上２階 ２７１㎡ 平成 ３（１９９１）年度 

２０ 小柳学童クラブ 府中市小柳町４丁目４５番地 地上２階 ２９２㎡ 平成 元（１９８９）年度 

２１ 南白糸台学童クラブ 府中市押立町２丁目２５番地 地上２階 ２９２㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

２２ 四谷学童クラブ 府中市四谷３丁目２，７４０番地 地上１階 ２５４㎡ 平成 元（１９８９）年度 

２３ 南町学童クラブ 府中市南町３丁目６番地 地上２階 ２８３㎡ 平成 ３（１９９１）年度 

２４ 日新学童クラブ 府中市日新町５丁目２２番地 地上１階 １６５㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

課題 
育成室の狭あい化が進行している一部の学童クラブについて、育成面積を確保する

必要がある。 

今後の方向性 
育成室の狭あい化が進行している学童クラブは将来需要を分析した上で、学校の改

築に合わせて学校施設と複合化することで、育成面積の確保を図る。 

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆育成室の狭あい化が進行している学童クラブについて、将来需要を分析した上で、育成面

積の確保に向け学校改築のスケジュールを踏まえた計画的な整備を進める。 

◆効率的な施設の維持管理の手法を検討・実施する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○将来需要の分析 ▽継続 ▽継続 ▽継続 

○将来需要の分析を

踏まえた、育成面積

確保のための計画

的な整備の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

【第八学童】 

○府中第八小学校改

築に伴う学童クラ

ブの複合化及び供

用開始 

【第八学童】 

○複合施設での運営 

【第八学童】 

▽継続 

【第八学童】 

▽継続 

【第三・六学童】 

○府中第三・六小学校

の改築に伴う学童

クラブの複合化に

向けた取組 

【第三・六学童】 

▽継続 

【第三・六学童】 

○複合施設での運営

開始 

【第三・六学童】 

▽継続 

○効率的な施設の維

持管理の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

期待する 

主な効果 

◆事業の効果的な実施 

◆安心安全な育成環境の整備 

◆施設の維持管理に係る市の歳出の削減 

 

担当課

児童青少年課 財産活用
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●進捗管理表

※次頁に続く

　包括管理事業者と連携し
ながら、修繕箇所について
整理する。

　優先順位が低い細かい修
繕要望箇所が溜まってきて
いるので、処置について検
討を行う。

効率的な施設の維
持管理の実施
（その他の取組
等） 予

定

　包括管理業務委託の今後
の方向性を踏まえ、計画的
に修繕を行う。

　空調機の更新は、引き続き機器台

帳をもとに計画して行っていく。施

設修繕については、月に一度の包括

管理業者による巡回報告等を踏ま

え、優先順位を付けながら行う。

　令和６年度より、施設修
繕は包括管理事業者が主に
行うため、進捗状況等を把
握するようにする。

　８月末時点で予算執行率
が半分を超えているため、
執行管理の調整を今後行
う。

　検討協議会からの答申を
踏まえた上で、検討を進め
る。

実
績

　包括管理事業者と調整を
行い、優先順位が高いもの
から修繕を行った。

　包括管理業務委託の受託事

業者による劣化状況調査の結

果を受け、優先度に基づいた

修繕を実施した。

予
定

　第一同様、育成面積が不足

する第五学童クラブについ

て、近隣施設の敷地を一部活

用し、仮設建築物を建築し、

借上げる準備を進める。

　第五学童クラブの仮設建築

物は令和６年２月に完成予

定。今後は、学校の改築に伴

う複合化を進めつつ、育成面

積を確保できるように調整を

進める。

　第三・六小学校の改築工
事に伴い、学童クラブも改
築を進めていく。

　その他の学童クラブにつ
いては、引き続き適正な育
成面積確保に向けた検討を
進める。

　空調機は、機器台帳をもとに設置

の年代が古いものから更新を行っ

た。また、劣化状況調査や学童から

の要望を踏まえ、修繕を実施した。

　巡回報告書の内容を踏まえ、課

内の作業員が積極的に修繕を行う

ことで、コストを削減しながら効

率的に進めることができた。

　学童クラブから直接包括管

理事業者に連絡できるように

なり、効率的に修繕依頼を出

せるようになった。

　地域開放に供する体育館内

に設置されているため、特に

セキュリティ対策及び保守管

理の進め方を学校担当課と協

力して確立する。

　学校と連動した点検作業の

日時が、学童とけやきッズに

周知されていないことがあっ

た。周知方法を学校施設課と

調整する。

　停電を伴う点検作業等が
あるため、学童クラブの運
営が円滑に進められるよう
に引き続き調整を行う。

－

予
定

　令和５年度の着工に向け

て、引続き、関係課と協力す

る。また、令和６年度の竣工

及び供用開始に向けて、必要

な準備を進める。

　第三学童クラブ移転に向けて非

常通報装置や初度備品等の準備を

進め、改築工事を関係課と調整し

ながら進めていく。第六学童クラ

ブの改築工事は、令和５年１０月

から事業着手を予定している。

　両学童クラブについて、
令和６年度の２月に引渡し
予定のため、工事進捗を把
握し、付随する作業や委託
の調整を行う。

　令和７年３月の春休みを
目途に運用開始予定のた
め、引き続き移転に向けた
準備を進める。

実
績

予
定

　引き続き関係課と連携し、

児童数推移予測と学童入会率

を照合し、将来需要の分析に

努める。

　児童の見込数や開発計画
の情報を集めながら、将来
需要の分析に努める。

　最新の児童見込数や開発
計画の情報を集めながら、
将来需要の分析に努める。

　最新の児童見込数や開発
計画の情報を集めながら、
将来需要の分析に努める。

　最新の児童見込数や開発
計画の情報を集めながら、
将来需要の分析に努める。

　最新の児童見込数や開発
計画の情報を集めながら、
将来需要の分析に努める。

　最新の児童見込数や開発
計画の情報を集めながら、
将来需要の分析に努める。

　引き続き関係課と連携
し、児童数推移予測と学童
入会率を照合し、将来需要
の分析に努める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

将来需要の分析に
係る取組

実
績

　関係課から児童数の推移予

測を入手したほか、市内の開

発計画情報も集めながら、

年々変化する学童クラブ需要

の分析予測に努め、整備計画

に役立てた。

　関係課から令和６年度の
児童の見込数を入手したほ
か、市内の開発計画情報も
集めながら、整備計画に役
立てた。

　令和６年度から令和１０
年度の小学校の児童見込数
に基づき、学童クラブの仮
設建築物のリース延長を
行った。

　第一学童クラブにおい
て、児童数がひっ迫してい
るため、第一学童クラブ分
館のリース延長を行った。

　児童数がひっ迫している
ため、リース契約を継続し
た。

将来需要の分析を
踏まえた、育成面
積確保のための計
画的な整備の実施

実
績

　第一学童クラブの増床につ

いては、建替え以外の、学校

施設の借用や他の市施設の転

用の可能性も含めて再検討す

ることとした。

　第五学童クラブの仮設建
築物の建築に着手した。

　第五学童クラブの仮設建
築物が完成し、児童を分散
させて育成ができるように
なった。

　適正な育成面積確保に向
けた手続を進めるために、
第三・第六学童クラブの改
築工事を進めている。

　第三学童クラブにおい
て、改築工事が完了し、育
成面積が増加した。

第八学童クラブに
関する取組

実
績

　改築した学校建物内への事

業移転は、考え得る準備をし

た結果、育成に大きな混乱を

招くことなく、移転すること

ができた。

第三・六学童クラ
ブに関する取組

　包括管理事業について、執

行管理の打合せを行い、バラ

ンスよく修繕を行えた。

　移転に向けて、備品の移
設・廃棄・購入の調整や非
常通報装置設置の調整を
行った。

　第三・第六学童クラブの
改築工事が完了し、備品の
搬入等を行った。

　３月２１日より供用開始
し、取組を進める。

予
定

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期

　２月上旬に解体工事の完
了を予定している。

－

　包括管理委託状況調査・
現地視察で指摘の要修繕箇
所について令和５年度に修
繕できるよう準備する。

　学童クラブ全空調機の点
検及び機器台帳作成を行
い、管理を効率化した。

　令和５年度実施予定の一
連の学校改築関係諸工事に
関連する学童・けやきッズ
に係る部分の準備を進め
る。

　非常通報装置等、改築す
る新施設に必要な諸設備に
ついて、関係課や設計会社
と協議・調整を図った。

　その他の学童クラブにつ
いては、引き続き適正な育
成面積確保に向けた検討を
進める。

　学校改築の基本構想の内
容を確認する。

　関係部署や事業者と連携
し、次期改築の基本計画を
構築する。

－ －

　業務への影響を抑えて新
施設へ移行する事務の手順
を検証する。令和５年度の
保守委託を関係課と調整す
る。

－

　供用開始しているが、旧第

六学童クラブは学校敷地外に

残っているため、８月下旬か

ら解体工事に着工した。

　空調機について、更新修
繕計画通り、更新を行っ
た。

　関係課と連携し、令和５年

度着工の準備を進めた。ま

た、第六学童は一部学校空教

室を借用しているため、仮設

校舎へ移転した。

　第三学童クラブの改築工
事は、令和５年７月に事業
着手をした。

－ －

　旧第六学童クラブについ

て、２月上旬に解体工事を完

了した。土地については、関

係部署に引継ぎを行った。

　学区内児童数の増加によ
り令和６年度に育成面積が
不足見込みとなる第一学童
クラブの増床策について関
係課と協議した。

　本年11月の新施設移転へ
向け関係課と協議を重ねる
とともに、改築工事、附帯
設備工事、初度備品等の契
約を締結した。

　学童の運営時間外に学校にいる

児童が誤って学童エリアに入り、

警備が作動する事例があった。学

校にも学童の警備解除キーを渡

し、誤侵入の際に警備を解除でき

るように調整した。

　令和６年度より、学校の
点検業者から学童クラブと
けやきッズに点検のお知ら
せを配布してもらうように
調整をした。

　学校の点検業者から点検
を伴う作業等のお知らせが
配布されるようになったた
め、円滑に日程調整を行え
るようになった。

　協議の結果、現第一学童
クラブを令和６年度以降に
建替えて増床することとし
たため、令和５年度に行う
設計の準備を進める。

　第六学童クラブの改築工
事について、令和５年１０
月に事業着手した。

令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　児童数がひっ迫している
ため、リース契約を継続し
た。

　児童数がひっ迫している
ため、リース契約を継続し
た。

－

　小学校校区別児童数予測
に基づき学童クラブの将来
需要を試算、対策部会の基
礎資料としたほか、第一学
童クラブ増床検討の根拠資
料とした。

　次期改築予定の第五・第
九学童クラブについて、関
係部署と今後のスケジュー
ルを確認した。

　第三・第六学童クラブの
改築を踏まえ、育成面積な
どを含めた要望や改善点を
関係部署に伝えた。
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●４年間の取組の総括

第三・第六学童クラブ
に関する取組

　学校と一体的に改築工事を行い、令和７年３月に供用を開始し、令和７年度に解体工事が完了した。

効率的な施設の維持管
理の実施（その他の取
組等）

　空調機に関しては、機器台帳を作成し、年代が古い機器から順次更新を行った。
　包括管理事業では、令和６年度より修繕受付のコールセンターが整備され、軽微な修繕であれば事業者判断で修繕を行えるようになったため、職員の事務手続や
現場確認に費やす時間が省け、効率的に維持管理を行うことができた。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

第八学童クラブに関す
る取組

　学校と一体的に改築工事を行い、令和４年１１月に供用を開始した。供用開始後は、警備や点検の関係で円滑に行かないこともあったが、調整を行い改善した。

将来需要の分析に係る
取組

将来需要の分析を踏ま
えた、育成面積確保の
ための計画的な整備の
実施

　学童クラブの児童数はひっ迫している状況が続いているため、リース契約を継続する。今後においても、小学校の児童見込数の動向を注視し、将来需要の分析に
努める。

　第五学童クラブ分館の建設や第三学童クラブの改築において、育成面積増加の整備を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － －

その他の取組等

－ － － －

予
定

－ － － － －

実
績

－

　引き続き修繕手法等に係る基礎調査

を行い、これにより得られた情報を随

時、調布市、三鷹市と共有し、今後の

大規模改修に向けた三市による協議を

開始する。

　改修手法等の調査結果を調

布市、三鷹市と共有し、大規

模改修に向けた三市による協

議を行う。

　修繕計画書に基づき、次
年度修繕が必要な箇所の整
理を行う。

　建物総合管理業務の委託
事業者が今後２０年間の修
繕計画書を作成した。

予
定

　厨房内食品庫の空調機を
更新し、予定していた修繕
を完了した。

　大規模改修に向け調布市、三鷹市と

情報を共有するとともに、修繕が必要

な箇所、緊急性等を整理し、次年度の

取組に向けた準備を行った。

　大規模改修に向け、次年度に取り組

むべき内容として、修繕手法等に係る

基礎調査を行うこととし、実施に当

たっての費用負担について、調布市、

三鷹市と調整した。

　大規模改修に向けた修繕
手法等に係る基礎調査に着
手した。

　大規模改修に向けた改修
手法等に係る基礎調査を実
施した。

予
定

　予定している修繕の実施
に向けて手続を進める。

　昨年度に実施したサウンディング型

市場調査の結果を踏まえ、施設譲渡の

可否や条件等を整理するため、法人に

対する追加調査に着手した。

　調査により得られた譲渡条件等

を整理し、これらをもとに、譲渡

のメリット・デメリット等につい

て検討・整理を行った。

予
定

　施設改修に必要な調査を
実施するとともに、視察で
得られた民営化への課題を
整理する。

　施設改修に向けた調査の
結果を受けて、改修手法の
検討を進めていく。
　民営化に向けた検討を進
めていく。

　サウンディング型市場調
査を実施し、譲渡等の可能
性や課題等を整理する。

　引き続きサウンディング型

市場調査を行い、施設の状況

を把握、整理するとともに、

調査において示された譲渡に

係る希望や諸条件等を整理す

る。

　サウンディング型市場調査によ

り得られた様々な情報（譲渡に対

する各法人の関心、概算の建物価

値や課題等）や、今後実施する各

種調査の結果を踏まえて検討を行

う。

　引き続き法人への調査を行い、

譲渡を受けるとした場合に法人が

考える条件等を調査・整理し、こ

れらを踏まえ、譲渡の可否を見極

めるとともに譲渡条件等を整理す

る。

　これまでに整理した譲渡
のメリット・デメリット等
を踏まえ譲渡の可否につい
て判断を行う。

　大規模改修及び譲渡に向
けた課題整理のため、指定

管理者と協議した。

　来年度の調査に向けて、
課題の整理をし、調査内容
を精査する。
　他自治体の民営化事例の
情報収集を進める。

実
績

　民営化の実績がある世田
谷区への視察を行った。

　施設改修に向けた調査につ

いて着手した。

　民営化の手法について内部

で検討を行った。

　施設改修に向けた調査結果

を踏まえた検討の結果、施設

を稼働させながらの改修は困

難という結論に至った。

　施設譲渡等の可能性や課題

などを整理するためのサウン

ディング型市場調査に着手し

た。

　サウンディング型市場調査を実

施し、施設譲渡に対する法人の意

向や希望等の聴取などを行い、こ

れらを整理した。

旧しみずがおか高
齢者在宅サービス
センターに係る取
組

実
績

－ － －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

あさひ苑に係る取
組（修繕計画の作
成）

実
績

　修繕が必要な箇所を整理
し、次年度の取組に向けた
準備を行った。

　修繕計画に基づき、予定
していた西門及び北門の更
新について着手した。

　引き続き、厨房食品庫の
空調機更新を進め、効率的
な施設の維持管理に努め
る。

　調布市立ちょうふの里の改修時

期と重ならないよう調布市、三鷹

市と情報を共有し、大規模改修の

実施時期を検討する。

　引き続き、大規模改修に向

け、次年度に取り組むべき内

容等について整理し、調布

市、三鷹市と共有する。

　修繕手法等に係る基礎調査

を行い、これにより得られた

情報を調布市、三鷹市と共有

する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

よつや苑に係る取
組(施設改修＋譲
渡)

「24 教育センター」へ記載

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆よつや苑の施設譲渡に向けて必要な諸条件を整理するほか、入所者に考慮しながらの改修
方法を検討及び実施する。 

◆あさひ苑については、設備等の耐用年数を踏まえた施設修繕計画を作成し、指定管理者と
連携しながら効率的な施設の維持管理をしていく。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

【よつや苑】 
○譲渡に向けた方策
の検討・実施 

【よつや苑】 
▽継続 

【よつや苑】 
▽継続 

【よつや苑】 
▽継続 

○施設改修に向けた
調査 

○継続 ○施設改修に向けた
設計内容の検討 

○継続 

【あさひ苑】 
○修繕計画の作成 

【あさひ苑】 
○計画に基づく効率
的な施設の維持管
理 

【あさひ苑】 
▽継続 

【あさひ苑】 
▽継続 

【旧しみずがおか高
齢者在宅サービスセ
ンター】 
○教育センターの移
転に向けた検討 

【旧しみずがおか高
齢者在宅サービスセ
ンター】 
○教育センターの移
転先として整備 

【旧しみずがおか高
齢者在宅サービスセ
ンター】 
▽継続 

【旧しみずがおか高
齢者在宅サービスセ
ンター】 
○教育センターの移
転先として活用 

期待する 

主な効果 

◆公と民の役割分担の明確化 
◆計画的な維持管理による施設の改修費用の軽減及び事業の継続性の確保 

 

２９ 特別養護老人ホーム  
高齢者在宅サービスセンター  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 特別養護老人ホーム 
よつや苑 

府中市四谷３丁目６６番地 
地上２階、 

地下１階 
４，５４２㎡ 平成 ３（１９９１）年度 

２ 特別養護老人ホーム 
あさひ苑 

府中市朝日町３丁目１７番地 
地上３階、 

地下１階 
６，６３６㎡ 平成 ５（１９９３）年度 

３ 旧しみずがおか高齢者 
在宅サービスセンター 

府中市清水が丘１丁目３番地 

地上６階、 

地下１階 

（建物全体） 

２，８９８㎡ 

（４，４６８㎡） 
平成 ６（１９９４）年度 

課題 

・よつや苑及びあさひ苑については、施設の老朽化が進行しており、大規模改修を
実施するに当たり、入所者に配慮した改修を検討していく必要があるほか、改修
まで計画的に修繕を行う必要がある。 

・よつや苑は施設譲渡に向けた調整を進める必要がある。 

今後の方向性 

・よつや苑については、施設譲渡に向けた取組を進める。 

・あさひ苑については、大規模改修までは修繕計画に基づいた効率的な維持管理に
努め、入所者に配慮した大規模改修手法について検討する。 

・旧しみずがおか高齢者在宅サービスセンターについては、廃止後の跡施設を教育
センターの移転先として活用する。 

 

担当課

介護保険課 指導室
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●４年間の取組の総括

　「24 教育センター」へ記載

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

旧しみずがおか高齢者
在宅サービスセンター
に係る取組

よつや苑に係る取組
（施設改修＋譲渡）

あさひ苑に係る取組
（修繕計画の作成）

　施設譲渡の検討については、サウンディング型市場調査を実施し、これにより得られた調査結果などをもとに譲渡のメリット・デメリット等について整理するこ
とができた。また、施設改修については、改修手法の調査を実施し、この結果をもとに、特別養護老人ホームの特性を踏まえた改修手法等を把握することができ
た。

　大規模改修に向けた基礎調査を実施し、大規模改修時に改修をすべき箇所の見極めや、特別養護老人ホームの特性を踏まえた改修手法等の把握ができた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

予
定

－ － －－ － － －

－

　複合施設の整備等に係る

庁内の検討委員会におい

て、基本方針に基づき機能

等の整理を進めた。

　引き続き、今後策定予定

の基本方針に基づき取組を

進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

－

　引き続き、ふれあい会館

の最適な更新手法について

関係課と検討する。

　今後策定予定の対象施設

に係る基本方針に基づき取

組を進める。

－ －

－

－ －

　会議室の稼働率向上に向

けて、指定管理者と引き続

き協議を行う。また、モニ

タリング調査（７月実施予

定）を通じて、利用者の

ニーズ把握に努める。

　アンケートの結果から、会

議室の利用について利用者か

らおおむね高評価を得ている

ことがわかったため、現状維

持を目指す。また、会議室の

さらなる稼働率向上に向け

て、指定管理者と引き続き協

議を行う。

　会議室の稼働率向上に向

けて、指定管理者と引き続

き協議を行う。また、モニ

タリング調査（７月実施予

定）を通じて、利用者の

ニーズ把握に努める。

　関係課とふれあい会館の

最適な更新手法について検

討した。

　関係課とふれあい会館の

最適な更新手法についての

方向性を検討した。

　策定予定の基本方針に基

づき、改築後の中央文化セ

ンター機能について検討を

進めた。

　「府中駅周辺公共施設の

効率的な更新と活用に係る

基本方針」の策定及び公表

を行った。

　複合施設の整備等に係る

庁内の検討委員会におい

て、基本方針に基づき機能

等の整理を進めた。

予
定

　引き続き、稼働率の向上

に向けた方策を検討・実施

する。

　令和４年度末に指定管理

期間が満了するため、次期

指定管理者と稼働率の向上

に向けた協議を行う。

　次期指定管理者と稼働率

の向上に向けた協議を行

う。

　会議室の稼働率向上に向

けた現指定管理者と協議を

行い、取組について評価す

る。なお、令和５年８月か

ら令和６年１月まで会議室

の貸出制限は行わず、外壁

改修工事を行う。

　会議室の稼働率向上に向

けて引き続き指定管理者と

協議を行う。また、利用者

アンケートの実施をするよ

うに指定管理者へ促し、

ニーズの把握を行う。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

会議室の稼働率の
向上及び歳入の増
加を目指した方策
の検討・実施

実
績

　年度当初の会議室の稼働

率は昨年度と比較して増加

していたものの、令和４年

６月から令和５年３月末ま

で行われる予定の空調設備

の改修工事により会議室の

貸出を制限した。

　令和5年2月末に空調設備

の改修工事が完了し、3月

中旬から会議室の貸出を再

開した。

　指定管理期間満了に伴

い、次期指定管理者の選定

を行った。

モデル事業５に関
する当該施設の取
組

実
績

　関係課との打合せを通し

て、ふれあい会館の諸機能

を洗い出した。

　関係課との打合せを通し

て、ふれあい会館の諸機能

の課題を洗い出した。

その他の取組等

実
績

－ －

予
定

　引き続き、関係課との打

合せを通して、ふれあい会

館の諸機能を洗い出す。

　ふれあい会館の最適な更

新手法について検討する。

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　令和４年度までの指定管

理者と令和１０年度まで契

約を結び、会議室の稼働率

向上のため、貸出備品類を

充実させた。

　令和5年8月から令和6年1

月まで外壁改修工事を実施

した。会議室の稼働率はほ

ぼ横ばいだったが、使用料

の高い会議室利用が多かっ

たため、使用料収入は上半

期比で１２％増加した。

　会議室の稼働率向上に向けて、指定

管理者と協議を行った。

　また、利用者アンケートを実施し、

利用者からの意見やニーズの把握に努

めた。利用に際して概ね満足している

という意見が多かったが、一部駐車場

や駐輪場のスペースの少なさを指摘す

る意見もあり、会議室の稼働率向上に

向け、多面的に検討する必要がある。

　会議室の稼働率向上に向

けて指定管理者と協議を

行った。上半期と比較する

と会議室全体の稼働率は、

横ばいだった。（稼働率約

５４％）

　会議室の稼働率向上に向け

て指定管理者と協議を行っ

た。また、モニタリング調査

（７月実施）の際に利用者ア

ンケートの結果を共有し、会

議室の利用手続等においてお

およそ満足な結果が得られて

いることを確認した。

　会議室の稼働率向上に向

けて指定管理者と協議を

行った。上半期と比較する

と会議室全体の稼働率は、

横ばいだった。（稼働率約

５５％）

　会議室の稼働率向上に向

けて、指定管理者と引き続

き協議を行う。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆会議室の稼働率の向上及び歳入の増加を目指した改善策を検討・実施する。 

◆府中駅周辺の老朽化が課題となる公共施設について、効率的な施設の更新や資産の有効活
用について一体的に検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○会議室の稼働率向

上及び歳入の増加

を目指した方策の

検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

（モデル事業５） 

○対象施設に関する

諸条件の整理 

（モデル事業５） 

○対象施設ごとの最

適な取組について

検討 

（モデル事業５） 

●対象施設の効率的

な更新と活用に関

する方針の決定 

（モデル事業５） 

○方針に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆会議室の稼働率の向上及び歳入の増加 

◆モデル事業５による効率的な更新に向けた取組 

 

３０ ふれあい会館  

しゅん工年度 昭和５０（１９７５）年度 延床面積 １，９７８㎡ 

課題 

・会議室の稼働率向上及び歳入の増加に向けて、方策を再考する必要がある。 

・建築後４７年が経過し、今後、施設の更新を検討していくに当たり、周辺公共施設を踏ま

えた施設機能の見直しが必要。 

今後の方向性 
施設の更新時期を見据え、必要な機能の整理を行うほか、周辺施設との複合化等の可能

性を検討していく。 

 

担当課

地域福祉推進課
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●４年間の取組の総括

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

会議室の稼働率の向上
及び歳入の増加を目指
した方策の検討・実施

モデル事業５に関する
当該施設の取組

　工事等で会議室利用に一時制限をかけた時期もあったが、稼働率向上に向けて指定管理者と協議し、また、モニタリング及びアンケート調査を通して、利用者の
ニーズを把握することができた。その結果、会議室全体とまではいかないが、一部会議室で稼働率が向上した。

　ふれあい会館の状況を整理するとともに、最適な更新手法について方向性を検討し、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係る基本方針」を策定し
た。また、基本方針に基づき、ふれあい会館の複合化を予定している中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、複合施設に必要な機能の整理等を進めた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　拡充したスペースで活動
する高齢者の自主グループ
の立ち上げ支援を実施し

た。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。

○：計画通りに進んで
いる

－ －

　新しい教室や講座の参加
者数や状況について分析し
今後の実施につなげる。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。また、自
主グループが活動しやすい
環境調整を行う。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。また、環
境調整を具体的に実施す
る。

　年度の後半に空調工事で
休館となるため、休館中の
別会場での開催の案内等を
実施する。

　拡充したスペースで活動
する高齢者の自主グループ
の立ち上げ支援を継続して
実施した。また、自主グ

ループが活動しやすい環境
調整の打合せを実施した。

　YouTube配信、Zoomによ
る講座開催を実施し、来館
せずとも講座に参加できる
仕組みを構築した。

　引き続き、対面とオンラ
インのハイブリットで参加
できる仕組みを継続する。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。
　新たに整備したルールで
の活動に問題点がないか確
認する。

　拡充したスペースで活動す

る高齢者の自主グループの立

ち上げ支援を継続して実施し

た。また、自主グループの物

品を保管するためのルールを

作成して、活動しやすい環境

調整を実施した。

　新しい教室及び講座の参
加状況等を分析し、今後の
事業展開につなげる。

　新しい教室及び講座の参
加状況等を分析し、今後の
事業展開につなげる。

その他の取組等

実
績

－ － － － － － － －

予
定

－ － －－

　年代別の教室を展開し、
好評であったため、その効
果を踏まえ、今後の教室等
の実施につなげる。

　利用者のニーズに沿った
事業展開を図るため新たな
教室として初期の認知症の
方を対象にした教室を実施
した。

　利用者のニーズに沿った
事業展開を図るため、年代
別の教室を展開した。

　空調工事により休館のた

め、12～2月は各文化センター

で事業を実施した。利用者に

分かりやすく案内を実施でき

た。

　利用者のニーズに合った事

業展開を図り、フレイル（身

体的・心理的・社会的な衰

え）を予防するために必要な

要素をまとめて学べる教室な

どを実施した。

　前期に好評であった、フレイル

予防に必要な要素を総合的に学べ

る教室を地域に出向いて実施した

ことで、センターの周知につなが

り、今後の利用者増加に向けた足

掛かりとなった。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。

　拡充したスペースで活動す

る高齢者の自主グループの立

ち上げ支援を継続して実施し

た。活動の状況を把握するた

め各グループとの話し合いを

実施した。

　拡充したスペースで活動す

る高齢者の自主グループの立

ち上げ支援を継続して実施し

た。活動しやすい環境整備の

ためグループ間の調整を実施

した。

　拡充したスペースで活動
する高齢者の自主グループ
の立ち上げ支援を継続して
実施した。活動しやすい環

境整備に着手した。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

拡充スペースの活
用に向けた取組の
検討・実施

実
績

　拡充したスペースで活動
する高齢者の自主グループ
の立ち上げ支援を継続して

実施した。

　拡充したスペースで活動
する高齢者の自主グループ
の立ち上げ支援を継続して

実施した。

予
定

　引き続き、自主グループ
が主体的に活動できるよう
支援を継続する。

利用者数の増加や
歳出の削減に向け
た方策の検討・実
施

実
績

　感染症対策を講じなが
ら、対面での講座にも安心
して参加できる環境整備に
努めた。また、YouTube配
信も継続している。

　利用者の希望把握に努め

て、ニーズの高い事業に力を

入れ利用者数の増を目指して

いる。また、デジタル関係の

ニーズも高まっているため、

YouTube配信も継続している。

予
定

　引き続き、対面とオンラ
インのハイブリットで参加
できる仕組みを継続する。

　利用者のニーズに沿った
事業展開を実施し、希望が
少ないものは減らすなど工
夫する。また、それらの取
組について評価する。

－ －

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆いきいきハウス廃止後のスペースを、介護予防事業の展開から高齢者の通いの場等へ活用

するための取組を進める。 

◆既存の貸館機能の利用者数や収入の増加に向けた方策を検討・実施する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○拡充スペースの活

用に向けた取組の

実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○利用者数の増加や

歳出の削減に向け

た方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆高齢者の通いの場等の拡充による市民サービスの向上 

◆利用者数の増加や歳出の削減 

◆介護予防事業の運営手法の検討による施設機能の最適化 

 

３１ 介護予防推進センター  

しゅん工年度 平成１７（２００５）年度 延床面積 
１，８３８㎡ 

（建物全体３，５０７㎡） 

課題 いきいきハウス廃止後のスペースの活用に向けた取組を進める必要がある。 

今後の方向性 
・施設利用者数の増加及び歳出の削減に向けた方策を検討していく。 

・施設の更新時期を見据え、必要な機能を整理し、施設規模の見直しを行う。 

 

担当課

高齢者支援課

- 67 -



●４年間の取組の総括

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

拡充スペースの活用に
向けた取組の検討・実
施

利用者数の増加や歳出
の削減に向けた方策の
検討・実施

　拡充スペースの利用機会を拡大するため、自主グループの立ち上げ支援や継続的な活動支援を行い、その結果、多くの高齢者によって拡充スペースが有効的に活
用された。

　コロナ禍後における生活上のニーズを捉え、スマホ教室や初期の認知症の方の支援などに関する様々な教室及び講座を展開することで利用者数が増加した。ま
た、オンラインによる動画配信等により、効率的な事業実施につなげた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

児童発達支援セン
ター（仮称）の整
備に伴う一部機能
の整理

実
績

　一部機能の移転に向けて

準備を進めた。

　一部機能の移転に向けて

準備を進めた。

　引き続き、一部機能の移

転に向けて準備を進める。
－ － －

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

一部機能の移転に
伴い生じる空きス
ペースの有効活用
及び適正な施設規
模の検討・方向性
の決定

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

施設の効率的な運
営の検討・実施

実
績

　運営委員会において、心身

障害者福祉センターのより効

果的な運営を検討した。

　運営委員会において、心身

障害者福祉センターのより効

果的な運営を検討した。

　運営委員会において一部機能移

転に伴い生じる空きスペースの有

効活用を検討し、地域共生社会実

現に向けて生活訓練や地域開放な

ど多目的に使用していくことを決

定した。

　運営委員会において、心身障害者福

祉センターのより効果的な運営のため

に、利用者に来館してもらいサービス

を提供するだけでなく、利用者宅等に

訪問するサービスを拡大させていくこ

とを検討した。

－

　子ども発達支援センターへの一

部機能移転により本施設に面積削

減効果が生じるが、削減分につい

ては本施設の更新時に反映させる

こととした。

－

　社会福祉協議会からの提

案を受け、生活介護の場と

しての利用の他、関係団体

や施設利用者の活動の場等

として貸出を継続した。

  社会福祉協議会からの提

案を受け、生活介護の場と

しての利用の他、関係団体

や施設利用者の活動の場等

として貸出を継続した。

予
定

　令和６年度に実施設計を

行うため、令和５年度中に

具体的な方向性をまとめ

る。

　必要な機能等をまとめ、

関係課と調整する。

　活用方法の決定に伴い、

準備が整い次第、運用を開

始する。

　子ども用トイレやパーテー

ション等の修繕工事の実施に

向けて、必要な修繕の内容を

整理していく。

　社会福祉協議会からの提

案を受け、有効活用方法等

を検討していく。

　今後の有効な活用方法に

ついて検討していく。

　今後の有効な活用方法を検

討した結果、各事業の運営状

況を踏まえ、当面は現状の活

用方法を継続していく。

　空きスペースの活用方針

について、センター内の在

り方検討会での提案を踏ま

えた検討を行った。

　令和４年度末までに一定

の方向性をまとめる。

実
績

　センター内在り方検討会

より、地域交流等のために

開放可能なスペースとする

ため、仕切り可能な大きな

一部屋として整備すること

を検討した。

　施設の老朽化に伴い、今

後の施設のあり方を検討す

る必要があることから、既

存設備を活かしたスペース

の活用について検討した。

　既存設備を活かしたスペースに

ついて、施設利用者の活動の場と

して優先するとともに障害当事者

と地域の人達の交流の場として当

面の間、活用していくことを運営

委員会で決定した。

　改修を伴わない生活介護の場と

しての利用を開始したことの他、

地域福祉活動や施設利用者の活動

の場等として時限的に使用するた

め、子ども用トイレやパーテー

ション等の修繕工事の要否につい

て検討した。

　現状として改修を伴わない利用

を続けている。社会福祉協議会か

らは修繕して使用したいとの話が

出たが、修繕するのであれば、他

に優先するべきところもあるた

め、現状の利用を継続していく。

－ －

　一部機能の移転に向けて

準備を進めた。

　引き続き、一部機能の移

転に向けて準備を進める。

　運営委員会において、一

定の条件のある利用者を対

象にドアtoドアによる送迎

を行うことを検討した。

　一部ドアtoドアによる送

迎や災害時の避難訓練を実

施し、施設の効果的な運営

に努めた。

　一部ドアtoドアによる送

迎を継続的に実施したほ

か、受変電設備の交換工事

に向けた調整及び計画的な

修繕を実施した。

予
定

　引き続き、計画的な施設

維持管理について検討をす

る。

　引き続き、計画的な施設

維持管理について検討・評

価をする。

　計画的な施設維持管理に

ついて新たな取組を検討す

る。

　引き続き、計画的な施設

維持管理について検討・評

価をする。

　保護者の高齢化により、バ

ス停まで行くことが困難であ

る利用者の自宅まで送迎を

行っていく。

　計画的な施設維持管理に

努めるとともに、課題を認

識し改善策を検討する。

　次期指定管理期間における中期

計画を策定し、施設の移転も視野

に入れた計画的かつ必要最小限の

施設維持管理を実施していく。

　運営委員会において、心身

障害者福祉センターのより効

果的な運営を検討した。

　引き続き、計画的な施設

維持管理について検討をす

る。

　一部機能の移転に向けて

準備を進め、令和５年度を

もって、移転が完了した。

－ － － －

予
定

　引き続き、一部機能の移

転に向けて準備を進める。

－ － －

その他の取組等
－ － － －

予
定

－ － － － －

実
績

－

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆施設の老朽化対策に建て替えが必要なほか、児童発達支援センター（仮称）が整備される

ことを踏まえ、施設の適正な規模について整理する。 

◆機能の一部移転に伴い生じる空きスペースの有効的な活用について検討する。 

◆機能の整理や効果的な手法について検討するほか、計画的な維持管理を行う。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○一部機能の移転に伴

い生じる空きスペー

スの有効活用及び適

正な施設規模の検討 

○検討に基づく方向

性の決定 

〇決定に基づく取組

の実施 

▽継続 

○児童発達支援センタ

ー（仮称）の整備に伴

う一部機能の整理 

▽継続 

－ － 

〇施設の効率的な運営

の検討 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆効果的な事業の実施 

◆効率的な施設運営 

 

３２ 心身障害者福祉センター「きずな」  

しゅん工年度 昭和５７（１９８２）年度 延床面積 ３，６０５㎡ 

課題 

・建築後４０年が経過し、施設の老朽化が課題となっている。今後、施設の建て替え等を検

討する中で、利用状況や一部機能が移転することを踏まえて必要な機能を整理し、適正

な施設規模について検討する必要がある。 

・一部機能の移転に伴い生じる空きスペースについて、活用を検討する必要がある。 

・建て替えまで計画的に施設の維持管理を行う必要がある。 

今後の方向性 

・施設の建て替え時期に合わせて、必要な機能を整理し、施設の適正な規模について検討

を行う。 

・建て替えを行うまで、施設の適正な維持管理を行う。 

 

担当課

障害者福祉課
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●４年間の取組の総括

　一部機能移転で生じる空きスペースについて、センター内在り方検討会・運営委員会で検討を進め、既存設備を活かしつつ、利用者活動を優先し、障害当事者と
地域の人の交流の場として当面活用する方向で決定した。

　児童発達支援センター（仮称）整備を見据え、令和４～５年度を中心に一部機能の移転準備を進め、計画通り令和５年度をもって移転が完了した。

　運営委員会で「より効果的な運営」を継続的に検討し、来館型に加えて訪問型サービスの拡大、ドアtoドア送迎の一部実施、避難訓練の実施、設備更新（受変電
設備交換）に向けた調整や計画修繕など、運営の効率化と計画的な施設維持管理を実施した。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

施設の効率的な運営の
検討・実施

一部機能の移転に伴い
生じる空きスペースの
有効活用及び適正な施
設規模の検討・方向性
の決定

児童発達支援センター
（仮称）の整備に伴う
一部機能の整理
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●進捗管理表

※次頁に続く

○：計画通りに進んで
いる

　プログラム及び時間帯の
見直しを行うことで、平均
利用人数が、令和３年度の

14.71人から今期は、15.42
人に増加した。

　引き続き、プログラム及
び時間帯の見直しを行う。

　関係課との打合せを通し
て、保健センターの諸機能
を洗い出した。

　関係課との打合せを通し

て、保健センターの諸機能
を洗い出す。

○：計画通りに進んで
いる

　２月末時点において利用
人数は、前年度を上回る見
込みとなっており、徐々に
コロナ禍前に戻りつつある

が、依然として減少傾向に
ある。

　４月に全戸配布する健康応援ガイド

を活用し、新規会員も増え利用の促進

に繋げられた。

　利用者への聞き取りなどにより、人

気のプログラム内容を増やすなど、器

具を使った運動プログラムが３週間以

上重ならないように、プログラム内容

を変更しながら実施した。

　継続して利用しやすいようプログラ

ム内容の見直しを定期的に行い、利用

しやすい日時の開室に努めていく。

　継続して利用しやすいよう

プログラム内容の見直しに努

めていく。

　引き続き、プログラム内
容の見直しを行う。

　プログラム内容の見直しを

行うことで、２月末での平均

利用人数が、前年度の14.15人

から今年度は、15.23人に増加

し、利用人数は、前年度を上

回る見込みとなっており、新

規利用者も増加傾向にある。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

健康増進室の利用
者数増加に向けた
方策の検討・実施

実
績

　２月末での平均利用人数
は、前期に比べて14.82人
と多少減少したが、冬季は

毎年減少する傾向がある。

　新しい器具を取り入れたプ

ログラム内容に変更を行っ

た。また、広報誌を活用し、

利用の促進に繋げられた。

予
定

　引き続き、プログラム及
び時間帯の見直しを行う。

　引き続き、プログラム及
び時間帯の見直しを行う。

　健康増進室の利用者の少
ない時間帯について検討し
た。

　健康増進室の利用者の少な

い時間帯について検討した。

また、災害時のための発電機

設備の設置を行った。

　利用者の少ない時間帯を週

３日の開室に変更した。

　災害時のための自家発電機

設備の設置を行った。

　４月に全戸配布する健康応

援ガイドを活用し、周知を

行った。

　より利用者のニーズや属性

に沿った内容になるよう、プ

ログラムの変更を行った。

　プログラム内容の見直しを

行うことで、２月末での１日

当たりの平均利用人数は、

16.00人と前年度より増加し、

利用人数も前年度を上回る見

込みとなっている。

　継続して利用しやすいよう

プログラム内容の見直しに努

めていく。

　引き続き、プログラム内
容の見直しを行う。

モデル事業５に関
する当該施設の取
組

実
績

　防災危機管理課及び建築
施設課と災害時の保健セン
ターの役割について再検討
した。

　関係課と保健センターの
諸機能について利用状況等
の分析を行った。

　複合施設の整備等に係る
庁内の検討委員会におい
て、基本方針に基づき機能
等の整理を進めた。

予
定

　保健センターの最適な更

新手法について検討する。

　引き続き、保健センター

の最適な更新手法について
関係課と検討する。

　今後策定予定の対象施設

に係る基本方針に基づき取
組を進める。

　引き続き、今後策定予定

の基本方針に基づき取組を
進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検
討を進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検
討を進める。

　引き続き、基本方針に基
づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検
討を進める。

　関係課と保健センターの
最適な更新手法についての
方向性を検討した。

　策定予定の基本方針に基
づき、改築後の中央文化セ
ンター機能について検討を
進めた。

　「府中駅周辺公共施設の
効率的な更新と活用に係る
基本方針」の策定及び公表
を行った。

　複合施設の整備等に係る
庁内の検討委員会におい
て、基本方針に基づき機能
等の整理を進めた。

　年度途中でプログラム内容の見直し

を行い、利用の促進を行った。

　施設修繕については、建替を見据

え、必要な部分に限定し行った。

予
定

　健康増進室の利用者の少
ない時間帯（16時～18時30
分）を減らし、利用率の高
い時間帯を増やす。

　次年度より利用者の少な
い時間帯（16時～18時30
分）を週３日の開室とす
る。

　利用者状況を見ながら、
来年度の開室時間帯等を検
討していく。

　新たな器具を取り入れた

り、プログラム内容を工夫し

ながら、利用しやすい環境を

整えていく。また、広報紙を

活用し、利用の促進に努め

る。

　その他保健センターで実
施している各事業の見直し
を検討していく。

　引き続き、保健センター
で実施している各事業につ
いて、建て替えを見据えた
見直しを行っていく。

　引き続き、保健センター
で実施している各事業につ
いて、建て替えを見据えた
見直しを行っていく。

その他の取組等

　建て替えを見据え、保健セ

ンターで実施しているがん検

診事業について、関係機関と

調整を行った。

　保健センターで実施して
いるがん検診事業につい
て、一部見直しを行った。

　建て替えを見据え、保健セン

ターで実施している一部のがん検

診事業について、バス集団検診か

ら個別検診へ移行した。

　建て替えを見据え、保健センターで実施し

ている一部のがん検診事業について、バス集

団検診から個別検診へ移行したが、移行でき

ていない一部のがん検診についても移行に向

けた検討を行った。

　次年度に向けて、保健セ
ンターで実施している各事
業は、建て替えを見据えた
見直しを行っていく。

実
績

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆健康増進室について、利用者数増加に向けた活用方策を検討する。 

◆効率的な施設の更新や資産の有効活用について、府中駅周辺の公共施設と一体的に検討す

る。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○健康増進室の利用

者数増加に向けた

方策の検討・実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

（モデル事業５） 

○対象施設に関する

諸条件の整理 

（モデル事業５） 

○対象施設ごとの最

適な取組について

検討 

（モデル事業５） 

●対象施設の効率的

な更新と活用に関

する方針の決定 

（モデル事業５） 

○方針に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆適切な施設機能や規模の維持 

◆利用者数の増加 

◆モデル事業５の取組により生じた資産の活用による、新たな取組や収益の確保 

 

３３ 保健センター  

しゅん工年度 昭和５２（１９７７）年度 延床面積 ３，６７９㎡ 

課題 

・健康増進室の利用者数増加に向けた方策を検討する必要がある。 

・建築後４５年が経過し施設の老朽化が進行している中、建て替え等を検討するに当たっ

て必要な機能を整理し、適正な施設規模について検討する必要がある。 

・建て替え等を見据え、計画的に施設の維持管理を行う必要がある。 

今後の方向性 
施設の更新時期を見据え、必要な機能の整理を行うほか、周辺施設との複合化等の可能

性を検討していく。 

 

担当課

健康推進課
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●４年間の取組の総括

健康増進室の利用者増
加に向けた方策の検
討・実施

モデル事業５に関する
当該施設の取組

　健康応援ガイドを活用した周知や、プログラム内容の見直しを定期的に行うことで、利用者数増加につなげることができた。

　保健センターの状況を整理するとともに、最適な更新手法について方向性を検討し、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係る基本方針」を策定し
た。また、基本方針に基づき、保健センターの複合化を予定している中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、複合施設に必要な機能の整理等を進めた。

　建て替えを見据え、保健センターで実施しているがん検診事業の一部見直しを行うなど、必要な機能の整理について検討を進めることができた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

その他の取組等
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※次頁に続く

３４ 市営住宅  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 第一武蔵台住宅 武蔵台１丁目５番地 地上５階 ３，８６１㎡ 平成 ９（１９９７）年度 

２ 第二矢崎町住宅 矢崎町２丁目１６番地 地上５階 ４，４４９㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

３ 第三本町住宅 本町４丁目７番地 地上５階 ３，６６４㎡ 平成 ５（１９９３）年度 

４ 第四栄町住宅 栄町３丁目１３番地 地上５階 ４，０８０㎡ 平成 ６（１９９４）年度 

５ 第五是政住宅 是政５丁目１５番地 地上３階 ２，６４１㎡ 平成 ７（１９９５）年度 

６ 第六若松町住宅 若松町４丁目３５番地 地上３階 １，６３８㎡ 平成１７（２００５）年度 

７ 第七西府町住宅 西府町３丁目１０番地 地上３階 １，９８４㎡ 平成２４（２０１２）年度 

８ 第八新町住宅 新町２丁目４４番地 地上４階 ２，３５３㎡ 平成１０（１９９８）年度 

９ 第九新町住宅 新町２丁目４４番地 地上４階 １，４８９㎡ 平成１１（１９９９）年度 

１０ 第十南町住宅 南町３丁目３０番地 地上３階 ２，３５５㎡ 平成 ８（１９９６）年度 

１１ 第十一美好町住宅 美好町２丁目５１番地 地上５階 ２，８７１㎡ 平成２０（２００８）年度 

１２ 第十二北山町住宅 北山町３丁目１７番地 地上３階 ２，６８２㎡ 平成２２（２０１０）年度 

１３ 第十三四谷住宅 四谷３丁目４３番地 地上５階 ３，１５７㎡ 平成１４（２００２）年度 

１４ 第十四分梅町住宅 分梅町５丁目２３番地 地上４階 １，１１２㎡ 昭和４４（１９６９）年度 

１５ 第十五四谷住宅 四谷３丁目４３番地 地上５階 ９３４㎡ 昭和４５（１９７０）年度 

１６ 第十六小柳町住宅 小柳町４丁目１７番地 地上４階 １，０９９㎡ 昭和４６（１９７１）年度 

１７ 第十七小柳町住宅 小柳町４丁目１７番地 地上４階 １，０９９㎡ 昭和４７（１９７２）年度 

１８ 第十八小柳町住宅 小柳町４丁目１７番地 地上４階 １，２０４㎡ 昭和４８（１９７３）年度 

１９ 第十九分梅町住宅 分梅町５丁目２７番地 地上３階 １，２１６㎡ 昭和４９（１９７４）年度 

２０ 第二十是政住宅 是政３丁目１５番地 地上３階 １，０２０㎡ 平成 元（１９８９）年度 

課題 

・更新時期を迎える市営住宅については、建て替え・廃止の方向性を検討する必要がある。 

・令和元年度に改定した府中市営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的な修繕を行う必要

がある。 

・施設の効率的な維持管理手法の導入に向けて、必要な体制を構築していく必要がある。 

今後の方向性 

・第４次府中市住宅マスタープランに基づき、更新時期を迎える市営住宅については、今

後の在り方を検討していく。 

・施設の効率的な維持管理手法の導入に向けて、必要な体制を構築していく。 

 

担当課 住宅課
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ －

その他の取組等

－ － －

予
定

－ － － － －

－ － －

予
定

　資材や委託人件費の高騰
が続いており、効率的な施
設の維持管理に必要な体制
の整備に向けて、引き続き
検討を行う。

　資材や人件費の高騰が続
いている中、費用対効果な
どの観点から効率的な施設
の維持管理に向けて、引き
続き検討を進める。

　子育て施設で試行実施して

いる包括管理業務委託の情報

整理を行い、令和９年からの

本格導入に向けた調整を行

う。

　包括管理業務委託をはじめ

とする効果的な施設の維持管

理に関する情報整理を行い、

引き続き令和９年からの本格

導入に向けた調整を行う。

　包括管理業務委託をはじめ

とする効果的な施設の維持管

理について、令和９年からの

導入に向けた検討を進める。

－

　改定事業の実施に向け
て、業者との調整や、内部
資料の整理を進めていく。

　令和８年度上半期に業者
を選定することを予定して
おり、効率的な管理体制に
ついても検討していく。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

予
定

　引き続き、適切なスケ
ジュール管理と調整によ
り、長寿命化のための修繕
を計画的に実施する。

　引き続き、適切なスケ
ジュール管理と調整によ
り、長寿命化のための修繕
を計画的に実施する。

　長寿命化計画において記載して

いる令和11年までの計画に沿って

長期的な視点で、適切なスケ

ジュール管理と調整により、計画

的に修繕を実施する。

　引き続き、長寿命化計画
において記載している長期
的な修繕計画に沿って、計
画的に修繕を実施する。

　引き続き、長寿命化計画に

基づき、適切なスケジュール

管理と調整により、長寿命化

のための修繕を計画的に実施

する。

　引き続き、長寿命化計画
に基づき、工事を実施す
る。

　引き続き、長寿命化計画
に基づき、工事を実施す
る。

　前年度から工事件数が増
加しているが、予定の工事
について計画的に実施し
た。

　下半期実施予定の改修工
事について、適切なスケ
ジュール管理と調整によ
り、引き続き計画的に実施
する。

　資材や人件費の高騰が続
く中でも、他市との情報交
換での取組を参考としなが
ら、効果的な施設の維持管
理に向けた検討を進めた。

　令和８年度から実施する
「府中市営住宅等長寿命化
計画改定事業」に向けて、
準備を進めた。

　効率的な施設の維持管理
に必要な体制の整備に向け
て、市営住宅修繕等包括業
務委託の検討を行った。

　近年の資材や人件費の高
騰を踏まえ、体制整備と費
用対効果について、引き続
き検討を行う。

　効率的な施設の維持管理に必要

な体制整備について、令和８年度

から「府中市営住宅等長寿命化計

画改定事業」を実施すべく、類似

業務を有する事業者とヒアリング

を実施した。

　建替・除却の事業手法を決

定するため、令和８年度から

「府中市営住宅等長寿命化計

画改定事業」を実施すべく、

関係課と協議した。

　建替・除却の事業手法を決

定するため、令和８年度から

「府中市営住宅等長寿命化計

画改定事業」を実施すべく、

準備を進めた。

予
定

　引き続き、本市の将来的
な市営住宅の必要戸数に基

づき、民間の賃貸住宅の活
用などの状況も踏まえ、方
針案の検討を行う。

　引き続き、本市の将来的
な市営住宅の必要戸数に基

づき、民間の賃貸住宅の活
用などの状況も踏まえ、方
針案の作成を行う。

　今後、公表される住宅・土地統

計調査等の結果により、本市の将

来的な市営住宅の必要戸数に基づ

き、民間の賃貸住宅の活用などの

状況も踏まえ、令和９年度までに

基本方針をまとめる方向で調査検

討を進める。

　今後、公表される住宅・土

地統計調査等の結果により、

本市の将来的な市営住宅の必

要戸数に基づき、民間の賃貸

住宅の活用などの状況も踏ま

え、検討を進める。

　民間の賃貸住宅の活用など

の状況も踏まえ、今後、公表

される住宅・土地統計調査等

の結果により、本市の将来的

な市営住宅の必要戸数を算出

し、検討を進める。

　改定事業の実施に向け

て、業者との調整や、内部
資料の整理を進めていく。

　令和８年度上半期に業者
を選定することを予定して

おり、計画策定を順次進め
ていく。

　他市の建替・除却などの
状況を確認しつつ、本市の
住宅確保に配慮を要する方
のための市営住宅の必要戸
数の検討を行った。

　引き続き他市の建替・除
却などの状況を確認しつ

つ、本市の将来的な市営住
宅の必要戸数に基づいた方
針案の検討を行う。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

第４次府中市住宅
マスタープランに
基づき、更新時期
を迎える市営住宅
について、建て替
え・廃止に向けた
計画の策定

実
績

　建替・除却に関する基本
方針案の策定に向けて、他
市の建替・除却などの状況
などの必要な情報の収集を
行った。

　建替・除却に関する基本
方針案の策定に向けて、前
年度から引き続き必要な情
報の収集を行った。

　建替・除却に関する基本方針案

の策定では、最新の状況が反映さ

れるよう令和５年度実施の住宅・

土地統計調査等の結果に基づいた

検討が必要なことから結果公表後

の策定スケジュールを見直した。

　建替・除却に関する基本
方針案の策定に向け、見直
した策定スケジュールをも
とに、引き続き検討に必要
な情報の収集を行った。

　建替・除却に関する基本
方針案の策定に向け、情報
の整理を行うとともに、引
き続き情報収集を行った。

府中市営住宅等長
寿命化計画に基づ
く取組の実施

実
績

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

　今年度実施予定の工事に
ついて計画的に実施した。

効率的な施設の維
持管理に必要な体
制整備の検討・方
向性の決定

実
績

　効率的な施設の維持管理
に必要な体制の整備に向け
て、空き室の解消を目的と
した修繕に係る予算の確保
を行った。

　効率的な施設の維持管理
に必要な体制の整備に向け
て検討を進めた。

　市営住宅修繕等包括業務委託を

検討してきたが、資材や人件費の

高騰が続く中では、費用対効果の

検証が難しい状況ではあるが、子

育て施設で試行実施している包括

管理業務委託の委託状況を確認す

るなど、検討を進めた。

　他市の動向なども確認し
ながら市営住宅修繕等包括
業務委託をはじめ、効果的
な施設の維持管理に向けた
検討を進めた。

－

実
績

－

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
△：計画通りに進んで

いない
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる
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●４年間の取組の総括

第４次府中市住宅マス
タープランに基づき、
更新時期を迎える市営
住宅について、建て替
え・廃止に向けた計画
の策定

府中市営住宅等長寿命
化計画に基づく取組の
実施

　当初の予定では、令和６年度に建て替え・廃止の計画を策定することとしていたが、コロナ禍の影響などを踏まえた令和５年度住宅・土地統計調査の結果を計画
に反映すべきという考えから、令和８年度に実施する「府中市営住宅等長寿命化計画策定業務委託」の中で検討していくものとした。

　長寿命化計画に基づく工事を基本としつつ、劣化状況調査や各種点検・検査の結果から適宜変更し、必要な工事を計画的に実施した。

評価 Ｄ．当初の予定を変更し、方針決定や計画策定を次期プランに引き継いだ。

取組の成果
項
目

効率的な施設の維持管
理に必要な体制整備の
検討・方向性の決定

　資材費や人件費の高騰が続いている中、費用対効果などの観点から市営住宅修繕等包括業務委託の実施が困難となったため、令和８年度開始の「府中市営住宅等
長寿命化計画策定業務委託」の中で引き続き検討することとした。また、空き駐車場の増加を受け、時間貸し駐車場やカーシェア車両の導入を進め、居住者の利便
性向上と歳入確保を図り、修繕費等の財源として活用することを検討した。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ －

－

その他の取組等

実
績

－ － － － － － － －

予
定

－ － － －

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設廃止後の施設
の在り方等の検討
及び結果に基づく
取組の実施

実
績

　宿泊機能・サービスの今
後の在り方に係る基本方針
に基づき検討を進めた結
果、施設を譲渡することと
し、関係課との調整や佐久

穂町との検討を行った。

　宿泊機能・サービスの今
後の在り方に係る基本方針
に基づき施設を譲渡するこ
ととし、プロポーザルによ
る譲渡先事業者の選定及び

譲渡先事業者を決定した。

予
定

　引き続き、施設譲渡に向
けた手続を進める。

　引き続き、譲渡先事業者
と施設譲渡に向けた手続を
進める。

－ －

　宿泊機能・サービスの今
後の在り方に係る基本方針
に基づき、施設譲渡や処分
等についてサウンディング
を実施。関係課との調整や

佐久穂町との検討を行っ
た。

　引き続き、宿泊機能・
サービスの今後の在り方に
係る基本方針に基づき、施
設譲渡や処分等について検
討を進める。

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

－

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

◎：完了（目標を達
成）

　

令和６年度上半期

　引き続き、譲渡先事業者
と令和６年４月１日施設譲
渡に向けた手続を進める。

　宿泊機能・サービスの今
後の在り方に係る基本方針
に基づき施設を譲渡するこ
ととし、譲渡先事業者と譲

渡契約を締結した。

　譲渡契約書に基づき、令
和６年４月１日に譲渡先事
業者に引き渡した。

－ －

－ － －

３５ 市民保養所「やちほ」  

しゅん工年度 昭和６０（１９８５）年度 延床面積 ３，０７７㎡ 

課題 施設を保有しないことに伴い、施設の在り方等、姉妹都市と協議する必要がある。 

今後の方向性 
・令和２年度に策定した基本方針に基づく取組を進めていく。 

・施設の在り方等について、姉妹都市と協議を行う。 

 

担当課

産業振興課
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●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

評価 Ａ．取組完了に伴い進行管理を終了した。

施設廃止後の施設の在
り方等の検討及び結果
に基づく取組の実施

　当該施設の廃止決定に伴い、施設廃止後の建物の活用可能性等について検討を実施した。その結果、民間事業者への建物譲渡を進めることとし、公募により選定
した民間事業者（株式会社フォレスト）と譲渡契約を締結した。このため、令和６年３月３１日をもって施設の運営を終了した。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － － － －

－ － － － －

　令和８年度に解体工事及
び備品等の処分を行うた
め、必要となる手続を進め
た。

予
定

　全校で民間施設を活用し
た新たなセカンドスクール
事業を開始することとなっ
たため、宿泊機能・サービ
スの今後の在り方に係る基
本方針に基づき、施設譲渡
や処分等について検討を進
める。

　サウンディング調査の結
果をもとに、公有財産審査
会などを経て、処分のあり
方を決定する。譲渡が適切
と判断され、譲渡を希望す
る民間事業者がいる場合に
は、譲渡先をプロポーザル
方式で決定する。

　施設の活用に民間事業者
の参入可能性があるため、
プロポーザル等の譲渡に向
けた取組を進める。

　土地所有者である山梨県
との協議及び建物等の解体
に係る実施設計委託等、解
体に向けて必要な手続を進
める。

　引き続き建物等の解体に
係る実施設計など、解体に
向けて必要となる手続を進
める。

　引き続き、令和８年度に
解体工事及び備品等の処分
を行うために、実施設計を
行うとともに関係者と必要
な調整を行う。

　令和８年度に備品等の処
分を行った上、解体工事を
開始する。なお、解体工事
は令和９年度までの期間で
実施する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

新たなセカンドス
クールの運営状況
を踏まえた上での
処分の検討

実
績

　小学校2校で民間施設を
活用した新たなセカンドス
クールの試行実施を行っ
た。
　これまでの検討内容を踏
まえ試行実施を行った結
果、従前以上の効果が得ら
れたことから、令和５年度
より全校で民間施設を活用
した新たなセカンドスクー
ル事業を開始することとし
た。

　施設の処分を進めるにあ
たり、財産利活用の観点か
ら、民間譲渡等の可能性の
確認を行うために、サウン
ディング調査を実施した。
併せて、山梨県へ処分を行
う場合の条件等の確認を
行った。

その他の取組等

実
績

－ － －

予
定

－ － －

　小学校４校で民間施設を
活用した新たなセカンドス
クールの試行実施を行っ
た。

　令和４年１０月に小学校
２校で民間施設を活用した
新たなセカンドスクールの
試行実施を行う。
　試行実施の結果等を踏ま
え、全校実施に向けて検討
を進める

令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期

　譲渡に向けた取組を進め
ることとし、当該施設の不
動産鑑定や、エンジニアリ
ングレポートの作成を行っ
た。

　公募型プロポーザル方式
による譲渡先の募集を行っ
たところ、民間事業者等か
らの応募はなかったため、
譲渡は断念し建物等を解体
することとした。
　また、施設は９月下旬で
廃止する手続を進めた。

　令和６年９月２７日を
もって施設を廃止し、同時
に用途廃止した。
　その後、建物等の解体に
係る実施設計、解体に伴う
アスベスト及びPCB含有調
査を実施した。

　令和８年度に解体工事及
び備品等の処分を行うた
め、実施設計を行うととも
に土地所有者である山梨県
等の関係者と協議を進め
た。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆令和２年度に策定した宿泊機能・サービスの今後の在り方に係る基本方針に基づき、セカ

ンドスクール運営の転換に合わせて施設の処分を進める。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○新たなセカンドス

クールの運営状況

を踏まえた上での

処分の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

期待する 

主な効果 
◆施設廃止による更新費用の削減 

 

３６ 八ケ岳府中山荘  

しゅん工年度 昭和４６（１９７１）年度 延床面積 ４，５０１㎡ 

課題 
施設の処分に向けては、本施設で実施していたセカンドスクール事業との調整が必要で

ある。 

今後の方向性 令和２年度に策定した基本方針に基づく取組を進めていく。 

 

担当課

学校施設課
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●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

新たなセカンドスクー
ルの運営状況を踏まえ
た上での処分の検討

　全校で民間施設を活用した新たなセカンドスクール事業を開始することとなったことに伴い、施設の処分について検討を行った。民間事業者への譲渡の可能性があったため、公募型プロポーザル
方式による譲渡先の募集を行ったが、応募がなかったことから、譲渡は断念し解体処分を行うこととなった。令和６年９月に用途廃止を行い、解体にかかる実施設計や土地所有者である山梨県との
協議を行ったうえ、解体に必要となる手続を進めた。今後、令和８年度及び令和９年度において解体工事を実施し、原状回復後に土地を山梨県へ返還する予定。
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●進捗管理表

※次頁に続く

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

新庁舎建設に関す
る取組

実
績

　「おもや」建設工事の工

程を見直し、引き渡し時期

を令和５年５月に変更して

いる。なお、解体工事の工

程等を調整したことによ

り、「はなれ」の竣工時期

については変更は生じない

予定である。

　移転時期の検討を行うと

ともに、備品の納入や関連

工事との調整を行ってい

く。

　工事の遅れに伴い、移転

についても３か月程度の遅

延が生じる見込みであるた

め、移転業者との契約に向

けて移転計画の見直しを

行っている。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

△：計画通りに進んで
いない

予
定

　既存庁舎の解体工事に向

けて、既存備品の処分等を

遅滞なく進めていく。

　埋蔵文化財発掘調査を行

いながら、計画通り解体工

事を実施する。

　引き続き、埋蔵文化財発

掘調査を行いながら、計画

通り解体工事を進めてい

く。

　「おもや」について、変

更後の計画通り令和５年５

月に竣工し、庁舎管理担当

課への引継ぎが完了した。

　追加設計を開始し、拡張

敷地部分の検討を進めると

ともに、通り庭でのコミュ

ニティガーデンやキッズス

ペースの設置についても検

討を進めている。

　追加設計の内容を決定

し、積算を開始した。ま

た、レストラン・売店のサ

ウンディング調査を実施

し、各事業者の意見を整理

した。

　「はなれ」建設工事に着

手するとともに、売店・カ

フェの事業者を選定した。

また、追加設計が完了し、

令和７年度の工事契約変更

に向けて予算計上を行っ

た。

既存庁舎の解体に
関する取組

実
績

　「おもや」の引き渡し時

期の遅れに伴う全体工程へ

の影響がないことの確認を

行った。

　旧庁舎の備品の処分が完

了し、令和５年９月から解

体工事に着手している。

　埋蔵文化財発掘調査と並

行し、旧庁舎の解体工事を

遅滞なく進めている。

　埋蔵文化財発掘調査と並

行し、旧庁舎の解体工事を

遅滞なく進めている。

　令和６年１１月に旧庁舎

解体工事が完了した。

　令和６年１１月に旧庁舎

解体工事の完了を予定して

いる。

－

　売店・カフェの事業者と

運営や内装工事等について

協議し、本体工事との区分

について整理した。また、

障害者団体からの要望を受

けて「おもや」に誘導ブ

ロックを追加設置した。

　「はなれ」建設工事は、建物の

主要躯体工事が完了し、計画通り

に進んでいる。

　また、クラウドファンディング

事業では、目標額を大きく上回る

寄付をいただいた。本事業を通じ

て、新庁舎建設事業を広く市民に

周知するとともに、供用開始に向

けた機運醸成を図ることができ

た。

予
定

　「おもや」竣工後、庁舎管

理担当課に対し、建物の管理

方法等について適切に引継ぎ

を行う。

　「はなれ」の建設に向け

て、環境認証の取得や各諸室

のレイアウトを検討し、拡張

敷地を含む第二期工事に係る

追加設計を実施する。

　「はなれ」の建設に向け

て、追加設計を進めるとと

もに、レストラン・売店の

サウンディング調査を実施

する。

　「はなれ」建設工事に着

手するとともに、レストラ

ン・売店の事業者を選定す

る。

　引き続き「はなれ」建設

工事を進めていく。

　また、売店・カフェの事

業者と、運営や内装工事等

の協議を実施する。

　引き続き「はなれ」建設工

事を進めていく。

　また、クラウドファンディ

ングを通じて、新庁舎建設に

ついて広く市民に周知し機運

醸成を図る。

　引き続き「はなれ」建設工

事を計画通りに進めていく。

「はなれ」竣工後は、庁舎管

理担当課に対し、建物の管理

方法等について適切に引継ぎ

を行う。

　新庁舎「おもや」の引渡

しの遅れについて、施工者

から申し入れがあり、移転

時期についても遅らせる必

要がある。なお、工程の精

査中であるが、３か月程度

の遅延が生じる見込みであ

る。

　引き続き、工程の精査を

行い、おもや竣工時期を確

定し、工事を進めていく。

－ －

－

　工程の精査を行い、新庁

舎「はなれ」の竣工に影響

が生じないかの確認を行

う。

　「はなれ」移転に関連す

る部署について文書・物品

量調査（第２回）を行うと

ともに、各課ヒアリングを

実施し、レイアウトを修正

した。

　「はなれ」移転に関連する

部署について文書・物品量調

査（第３回）を行うととも

に、各課ヒアリングを実施

し、レイアウトを修正した。

また、移転計画及び委託仕様

書の案を作成した。

　「はなれ」移転に関連する部署に対

して文書・物品量調査（第４回）を行

うとともに、各課ヒアリングを実施

し、レイアウトを修正した。また、初

度備品の購入に向けて、発注手続を順

次進めている。

　このほか、移転事業者の選定のた

め、プロポーザル方式による募集を

行った。

　「おもや」建設工事の工

程を見直したことにより、

令和５年８月に供用開始を

予定している。

　計画通り備品の納入や移

転業務を完了させ、８月１

４日から「おもや」での業

務を開始した。

　「おもや」への移転作業

や執務環境について、令和

５年１１月に職員アンケー

トを実施し、改善を図って

いる。

　「はなれ」移転に関連す

る部署について文書・物品

量調査（第１回）を行うと

ともに、各課ヒアリングを

実施し、レイアウトを修正

した。

－ －

　「はなれ」への移転に向けて文

書・物品量調査（第３回）を実施

する。また、移転事業者の選定に

向けて移転計画及び委託仕様書の

作成を行う。

　「はなれ」への移転に向けて文書・

物品量調査（第４回）及び各課ヒアリ

ングを実施し、備品やレイアウト等の

確認を行う。また、プロポーザル方式

による移転事業者の選定に向けて、各

種準備を進めていく。

　令和８年９月の通り庭・地下駐車場

の供用開始及び令和９年１月の新庁舎

全面稼働に向けて、備品の納入や関連

工事等を予定どおり実施する。また、

「はなれ」への移転作業についても、

移転計画に基づき遅滞なく完了させ

る。

新庁舎への移転に
向けた取組

実
績

予
定

　令和５年８月の供用開始

に向けて、備品の納入や関

連工事等の調整を行いなが

ら移転を完了させる。

　「おもや」への移転が完

了したことから移転作業や

執務環境等に関するアン

ケートを実施する。

　「はなれ」への移転に向け

て文書・物品量について調査

する。また、備品のレイアウ

トの修正に向けた各課ヒアリ

ングを実施する。

　「はなれ」への移転に向け

て文書・物品量調査（第２

回）を実施する。また、各課

ヒアリングを再度実施し、レ

イアウトの確認等を行う。

３７ 本庁舎  

しゅん工年度 
旧庁舎：昭和３４（１９５９）年度 

おもや：令和 ５（２０２３）年度 
延床面積 

旧庁舎：２０，９７１㎡ 

おもや：１７，７０７㎡ 

課題 新庁舎建設までの間、施設を適正に維持管理していく必要がある。 

今後の方向性  新庁舎建設に向けた取組を進める。 

 

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆令和５年度の「おもや」の供用開始、令和８年度の「はなれ」の供用開始に向けて、新庁

舎建設事業を進めていく。 

◆市役所機能を適切に維持しながら、新庁舎建設に向けた取組を進める。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○「おもや」建設工事 ○「おもや」供用開始 ○「はなれ」建設工事 ▽継続 

－ ○既存庁舎解体工事 ▽継続 － 

○「おもや」への移転

に向けた取組の実

施 

○「おもや」への移転 ○「はなれ」への移転

に向けた取組の実

施 

▽継続 

期待する 

主な効果 

◆施設の適切な維持管理及び利用者の安全性の確保 

◆機能の集約化による事務の効率化や利便性の確保 

◆災害時における拠点機能の確保 

 

担当課

財産活用課 新庁舎建設推進室
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令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

△：計画通りに進んで
いない

●４年間の取組の総括

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

　現庁舎について適切な施

設管理を実施できた。

　現庁舎について適切な施

設管理を実施できた。
－

　現庁舎について適切な施

設管理を実施できた。

　新庁舎「おもや」については、工期の変更に伴いスケジュールを見直し、備品の納入や移転を滞りなく進め、令和５年８月から「おもや」の供用を開始した。
　新庁舎「はなれ」については、移転に向けて文書・物品量を調査し削減を図るとともに、各課ヒアリングを重ね、備品やレイアウトについて検討を行った。

－ － －

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

新庁舎への移転に向け
た取組

その他の取組等

－ － － －

新庁舎建設に関する取
組

既存庁舎の解体に関す
る取組

　新庁舎「おもや」については、引き渡し時期の遅れはあったものの令和５年５月に竣工し、庁舎管理担当に引き継ぐことができた。
　新庁舎「はなれ」については追加設計を実施し、令和８年度の引き渡しに向けて予定通り工事を進めた。

　新庁舎「おもや」の引き渡し時期の遅れによる解体工事の遅れはなく、計画通り令和６年１１月に旧庁舎の解体工事を完了した。
　また、埋蔵文化財発掘調査についても旧庁舎解体工事と並行して行った。

予
定

　引き続き、現庁舎につい

て施設管理を適切に実施す

る。

－ － －

実
績

　引き続き、現庁舎につい

て適切な施設管理を実施す

る。
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●進捗管理表

※次頁に続く

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

新庁舎整備後の施
設の効果的な活用
の検討・方針の決
定

実
績

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、事業手

法の検討を行った。

　再度サウンディング型市場

調査を行い、事業手法の可能

性を確認するとともに、モデ

ル事業において基本的な情報

を整理した。

　関係課と府中駅北第２庁

舎の最適な更新手法につい

ての方向性を検討した。

　今後策定予定の基本方針

に基づき、関係課と府中駅

北第２庁舎の最適な更新手

法についての方向性を検討

した。

　策定した基本方針に基づ

き、モデル事業５の対象施

設の仮移転先として活用す

ることを決定した。

施設の効率的な維
持管理の手法につ
いての検証

実
績

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、維持管

理の手法の検討を行った。

　再度サウンディング型市場

調査を行い、事業手法の可能

性について確認した。

　再度行ったサウンディン

グ型市場調査の結果を整理

した。

　今後策定予定の基本方針に

基づき、関係課と府中駅北第

２庁舎の最適な維持管理手法

について検討した。

　策定した基本方針に基づ

き、関係課と府中北第２庁舎

の最適な維持管理手法につい

て検討した。

　引き続き、今後策定する

方針の内容を踏まえた維持

管理方法を検討していく。

　策定した基本方針の内容を

踏まえた維持管理方法を検討

していく。

モデル事業５に関
する当該施設の取
組

実
績

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、事業手

法の検討を行った。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　基本方針に基づき、庁内の

検討委員会において、最適な

維持管理手法を検討した。

　基本方針に基づき、庁内の

検討委員会において、最適な

維持管理手法を検討した。

予
定

　再度サウンディング型市場

調査を行い、モデル事業のな

かでも検討を進めていく。

　サウンディング型市場調査の結

果やモデル事業において整理する

活用方針を踏まえた維持管理方法

を検討していく。

　今後策定する方針の内容

を踏まえた維持管理方法を

検討していく。

　引き続き、基本方針の内

容を踏まえた維持管理方法

を検討していく。

　引き続き、基本方針の内

容を踏まえた維持管理方法

を検討していく。

　現建物の情報整理を行う

とともに、サウンディング

型市場調査を行った。

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、引き続

き検討を行う。

　基本方針に基づき、庁内

の検討委員会において、仮

移転先の機能等の検討を進

めた。

　基本方針に基づき、庁内

の検討委員会において、仮

移転先の機能等の検討を進

めた。

予
定

　再度サウンディング型市

場調査を行い、モデル事業

のなかでも検討を進めてい

く。

　サウンディング型市場調査

の結果を踏まえて事業手法を

整理し、モデル事業における

検討状況も踏まえ、方向性を

整理していく。

　今後策定予定の対象施設

に係る基本方針に基づき取

組を進める。

　引き続き、今後策定予定

の対象施設に係る基本方針

に基づき取組を進める。

　策定した対象施設に係る

基本方針に基づき取組を進

める。

　引き続き、庁内の検討委

員会において仮移転先の機

能等の検討を進める。

　引き続き、庁内の検討委

員会において仮移転先の機

能等の検討を進める。

　事業手法及び活用方針の

検討に向けてサウンディン

グ型市場調査を実施した。

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、事業手

法、活用方針の検討を行

う。

　適切な施設管理を実施で

きた。

　適切な施設管理を実施で

きた。

　「府中駅周辺公共施設の

効率的な更新と活用に係る

基本方針」の策定及び公表

を行った。

　複合施設の整備等に係る

庁内の検討委員会におい

て、基本方針に基づき機能

等の整理を進めた。

　複合施設の整備等に係る

庁内の検討委員会におい

て、基本方針に基づき機能

等の整理を進めた。

　適切な施設管理を実施で

きた。

予
定

　再度サウンディング型市

場調査を行い、モデル事業

のなかでも検討を進めてい

く。

　検討協議会と対象施設の利

活用についてサウンディング

を実施し、最適な取組につい

て検討を行う。

　今後策定予定の対象施設

に係る基本方針に基づき取

組を進める。

　引き続き、今後策定予定

の基本方針に基づき取組を

進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

　引き続き、基本方針に基

づき機能等の整理を行い、

基本計画の策定に向けた検

討を進める。

　事業手法及び活用方針の

検討に向けてサウンディン

グ型市場調査を実施した。

　サウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、事業手

法、活用方針の検討を行

う。

　対象施設の状況を整理する

とともに、検討協議会の意見

を踏まえながら最適な取組に

ついて検討を行った。

　関係課と府中駅北第２庁

舎の最適な取組についての

方向性を検討した。

　策定予定の基本方針に基

づき、改築後の中央文化セ

ンター機能について検討を

進めた。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

その他の取組等

　適切な施設管理を実施で

きた。

　適切な施設管理を実施で

きた。

　適切な施設管理を実施で

きた。

　適切な施設管理を実施で

きた。

予
定

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

実
績

　引き続き、適切な施設管

理を実施する。

　適切な施設管理を実施で

きた。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆新庁舎整備後の府中駅北第２庁舎の効果的な活用を検討する。 

◆府中駅周辺の老朽化が課題となる公共施設について、効率的な施設の更新や資産の有効活

用について一体的に検討する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○新庁舎整備後の施設

の効果的な活用の検

討 

▽継続 ▽継続 ●新庁舎整備後の施設

の効果的な活用に関

する方針の決定 

－ － － 

○施設の効率的な維持

管理の手法について

の検証 

（モデル事業５） 

○対象施設に関する諸

条件の整理 

（モデル事業５） 

○対象施設ごとの最適

な取組について検討 

（モデル事業５） 

●対象施設の効率的な

更新と活用に関する

方針の決定 

（モデル事業５） 

○方針に基づく取組の

実施 

期待する 

主な効果 

◆新庁舎整備後の跡施設の効果的な活用 

◆効率的な施設の維持管理 

◆モデル事業５の取組により生じた資産の活用による、新たな取組や収益の確保 

 

３８ 府中駅北第２庁舎  

しゅん工年度 平成 ３（１９９１）年度 延床面積 
６，７１１㎡ 

（建物全体９，３６２㎡） 

課題 新庁舎整備後、事務室が移転した跡施設について、活用を検討する必要がある。 

今後の方向性 新庁舎整備後の府中駅北第２庁舎について、効果的な活用を検討していく。 

 

担当課

財産活用課
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●４年間の取組の総括

　適切な施設管理を実施できた。その他の取組等

項
目

取組の成果

　サウンディング型市場調査を行い、最適な取組について方向性を検討し、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係る基本方針」を策定
した。また、基本方針に基づき、府中駅北第２庁舎を仮移転先とする中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、仮移転先の機能の整理等を進めた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

モデル事業５に関する
当該施設の取組

新庁舎整備後の施設の
効果的な活用の検討・
方針の決定

施設の効率的な維持管
理の手法についての検
証

　モデル事業の取組と併せて、サウンディング型市場調査を行い、効果的な活用方法について方向性を検討し、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係
る基本方針」を策定した。また、基本方針に基づき、府中駅北第２庁舎を仮移転先とする中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、仮移転先の機能の整理等を進め
た。

　モデル事業の取組と併せて、サウンディング型市場調査を行い、事業手法の可能性について確認した。また、令和６年１０月に策定した「府中駅周辺公共施設の
効率的な更新と活用に係る基本方針」に基づき、最適な維持管理手法の検討を進めた。
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●進捗管理表

※次頁に続く

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者のニーズを
捉え、利用者数の
増加に向けた方策
の検討・実施

実
績

　利用者数の増加を図るた
め、令和4年11月1日より、
庁内向けに市政情報セン
ター内スペースの貸し出し

を始めた。

　市政情報センター内ス
ペースを自転車用ヘルメッ
ト購入費助成会場、マイナ
ポイント支援会場利用のた
め貸し出し、多くの市民利

用があった。

　市政情報センター内ス
ペースを全市的な事業の会
場として利活用するととも
にふちゅチケ販売会場、墓
地募集窓口など幅広く貸し

出し、利用者数の増加に効
果があった。

　市政情報センター内ス
ペースを行政出張相談会場
など情報発信の場として貸
出し、利用者数の増加に効

果があった。

　市政情報センター内ス
ペースで防衛パネル展や行
政相談パネル展を実施し
て、情報発信の場として有

効活用した。

　市政情報センター内ス
ペースを東京都議会議員選
挙及び参議院議員選挙の期
日前投票所として貸出し、
多くの市民の利用があっ

た。

　市政情報センター内ス
ペースを衆議院議員選挙の
期日前投票所や協働まつり
景品交換コーナー、平和展
のスペースとして貸出し、

利用者数の増加に効果が
あった。

予
定

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。また、取組に
ついて評価する。

　市政情報センター内ス
ペースの貸し出しが利用者
数の増加に寄与したため、
引き続き積極的に貸し出し
を進め、効率的・効果的な
業務運営について、検証し
ていく。

－ － － －

予
定

－ －

　引き続き、デジタルサイ
ネージの活用などを通じ
て、市政情報を積極的に発
信していく。

－ － －

　効率的・効果的な業務運
営について、検証を進め
た。

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。

－ －

  市政情報センター内ス
ペースの貸出しが利用者数
の増加に寄与した。今後も
引き続き、同スペースを情
報発信の場として活用して
いく。

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。

　引き続き、効率的・効果
的な業務運営について、検
証していく。

その他の取組等

実
績

－ －

　新型コロナウイルス感染
症拡大の影響で休止してい
たデジタルサイネージの運
用を令和５年５月より再開
し、市政情報を発信した。

－

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆市民の生活に係る情報の発信のほか、法律相談や図書の受取などのサービスについて、効

率的かつ効果的な運営がなされているか検証し、業務の改善を行う。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者のニーズを

捉え、利用者数の増

加に向けた方策の

検討及び実施 

〇取組の実施及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数の増加 

◆市政情報の提供による市民活動への寄与 

 

３９ 市政情報センター  

しゅん工年度 平成２９（２０１７）年度 延床面積 １７４㎡ 

課題 利用者数の増加について、方策を再考する必要がある。 

今後の方向性 
市政情報の発信の場としての役割を踏まえ、利用者ニーズに対応したサービス提供を目

指す。 

 

担当課

広聴相談課

- 84 -



●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

利用者のニーズを捉
え、利用者数の増加に
向けた方策の検討・実
施

　市の施設案内や刊行物の販売、粗大ごみシールの販売、図書の受取・返却、住民票の写しの交付、専門相談の実施など、利用者ニーズを踏まえた各種業務を行っ
てきた。あわせて、令和４年度からは、市政情報センター内のスペースをマイナポイント支援会場をはじめ、様々な用途に貸し出すことで、利用者の増加に効果が
あった。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　観光物産館のバースデー
イベントを11月に実施し
た。秋季から冬季にかけて
は客数や売上が落ちてしま
いがちだが、イベントを開
催した二日間で2300人ほど
が来場し、施設利用者の増
加につながった。

 　くらやみ祭開催期間中

（5/3～5/5）にフォーリス前

でＰＲブースを出展した。

　観光物産館にて、ヤギを活

用した緑地の除草イベントを

実施した。

　イベント開催時は、参加賞

景品の受け渡し場所にするな

ど、重要拠点に設定し、利用

者数の増加を図った。

　秋季から冬季に客数や売上

が落ちてしまいがちだが、観

光物産館のバースデーイベン

ト開催期間中(11/23～24)、約

4500人が来場し、利用者が増

加した。要因として、集客に

活用した観光協会HPを、より

見やすくリニューアルしてい

たことが、挙げられる。

　くらやみ祭開催期間中（5/3

～5/5）にフォーリス前でＰＲ

ブースを出展した。

　観光物産館にて、イベント

を実施した。

　イベント開催時は、景品の

受け渡し場所に設定するとと

もに、東京2020大会ロード

レースのサインボードを館内

に展示し、利用者数の増加を

図った。

　11月～12月頃は、客数や売

上が落ちてしまいがちだが、

観光物産館のバースデーイベ

ント開催期間中(11/22～23)

は、約4,600人が来場し、利用

者が増加した。また、12月16

日より駐車場内にEV充電器を

設置し、利用者の増加を図っ

た。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

　引き続き、府中の観光情
報の発信拠点として、他の
施設の情報等も含めて市内
外にＰＲを行い、利用者数
の増加を図る。

　引き続き、府中の観光情報

の発信拠点として、他の施設

の情報等も含めて市内外にＰ

Ｒを行い、利用者数の増加を

図る。また、取組について評

価する。

　観光物産館のバースデー
イベントを実施する。ま
た、取組について評価す
る。

実
績

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

　引き続き、物産館でのイベ

ント実施や市内外で開催され

るイベントへのPRブース出展

を行うことで利用者の増加を

図る。また、集客方法等につ

いて検討する。

　引き続き、府中の観光情報

の発信拠点として、他の施設

の情報等も含めて市内外にＰ

Ｒを行う。また、新たな取組

として特集展を検討し、利用

者数の増加を図る。

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

　引き続き、物産館でのイベ

ント実施や市内外で開催され

るイベントへのPRブース出展

を行うことで利用者数の増加

を図る。また、新たな取組に

ついて検討する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

利用者数の増加に
向けた方策の検
討・実施

実
績

　観光物産館のバースデー
イベントやキテキテ府中マ
ルシェへの出展など、施設
のPRに繋がる活動を通じて
利用者数の増加を図った。

 　くらやみ祭開催期間中

（5/3～5/5）にＰＲブースを

出展した。

　ヤギを活用した緑地の除草

イベントを実施した。

　イベント時は、スタンプラ

リーの実施場所や景品の受け

渡し場所にするなど重要拠点

に設定し、利用者数の増加を

図った。

予
定

　引き続き、物産館でのイ
ベント実施や市内外で開催
されるイベントへのPRブー
ス出展を行うことで利用者
数の増加を図る。

他の施設と相互に
連携した観光情報
の発信の検討・実
施

実
績

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

予
定

　引き続き、物産館でのイベ

ント実施や市内外で開催され

るイベントへのPRブース出展

を行うことで利用者の増加を

図る。また、集客方法等、新

たな取組について検討する。

　観光物産館のバースデー
イベントを実施する。ま
た、新たな取組について検
討する。

　府中の観光情報の発信拠点

として、他の施設の情報等も

含めて市内外にＰＲを行い、

利用者数の増加を図る。ま

た、新たな取組について検討

する。

　引き続き、府中の観光情報

の発信拠点として、他の施設

の情報等も含めて市内外にＰ

Ｒを行うとともに新たな取組

を検討し、利用者数の増加を

図る。

　引き続き、府中の観光情報

の発信拠点として、他の施設

の情報等も含めて市内外にＰ

Ｒを行うとともに、サイン色

紙掲出等の方法を詳細に検討

し、利用者数の増加を図る。

　引き続き、府中の観光情報

の発信拠点として、他の施設

の情報等も含めて市内外にＰ

Ｒを行うとともに新たな取組

を検討し、利用者数の増加を

図る。

　他施設のイベントなどのチラシ

の配架やポスターの掲示を行っ

た。下半期は新しく野川公園のパ

ンフレットを配架し、周辺施設と

の連携を強化した。

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

　他施設のイベント等のチラ

シ配架やポスター掲示を行っ

たほか、市内で映画等の撮影

を行った著名人のサイン色紙

掲出することを決定した。

その他の取組等

－ －

－

－

－

－

予
定

－ － －

　ラグビーイベントへ出店
し、ＰＲを行った。
　ヤギを活用した緑地の除
草イベントを実施した。
　イベント時は、スタンプ
ラリーの実施場所や景品の
受け渡し場所にするなど重
要拠点に設定し、利用者数
の増加を図った。

　観光物産館のバースデー
イベントを実施する。

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

　引き続き、府中の観光情
報の発信拠点として、他の
施設の情報等も含めて市内
外にＰＲを行い、利用者数
の増加を図る。

－

－ －

－ － －

－

　他施設のイベントなどの
チラシの配架やポスターの
掲示を行った。

　観光物産館のバースデー
イベントを実施する。ま
た、取組について評価する
とともに、新たな取組につ
いて検討する。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆府中の観光情報の発信拠点として、市内外にＰＲを行い、利用者数の増加を図る。 

◆他の施設との相乗効果が図られるような施設の活用方法を検討し、実施する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○利用者数の増加に

向けた方策の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○他の施設と相互に

連携した観光情報

の発信の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用者数の増加 

◆他の施設と相互に連携した施設の情報発信力の向上 

 

４０ 観光情報センター  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 観光情報センター 宮町３丁目１番地 地上２階 １８２㎡ 平成１７（２００５）年度 

２ 
郷土の森観光情報センター 

（郷土の森観光物産館） 
是政６丁目３２番地 地上１階 ４９４㎡ 平成２３（２０１１）年度 

課題 利用者数の増加について、方策を再考する必要がある。 

今後の方向性 

・利用者数の増加に向けた方策を検討する。 

・市内の観光情報の発信拠点としての役割を踏まえた、施設のより効果的な活用方法につ

いて検討する。 

 

担当課

観光プロモーション課
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●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

利用者数の増加に向け
た方策の検討・実施

他の施設と相互に連携
した観光情報の発信の
検討・実施

　毎年後期に物産館でのバースデイイベントを開催することで、冬季の利用者が増加した。

　府中の観光情報の発信拠点として、他の施設の情報等も含めてイベントのチラシやポスターの掲示を行うことで、利用者数の増加につながった。
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●進捗管理表

※次頁に続く

施設の効率的な維
持管理の実施

実
績

　将来想定される設備等の

不具合に備え、耐用年数に

応じた更新ができるよう検

討した。

　将来想定される設備等の

不具合に備え、耐用年数に

応じた更新ができるよう検

討した。

　引き続き、将来想定され

る設備等の不具合に備え、

耐用年数に応じた更新がで

きるよう検討する。

　引き続き、将来想定され

る設備等の不具合に備え、

耐用年数に応じた更新がで

きるよう検討する。

　将来想定される設備等の不

具合に備え、耐用年数に応じ

た更新ができるよう、指定管

理者と協議を実施する。

　将来想定される設備等の不

具合に備え、耐用年数に応じ

た更新ができるよう、指定管

理者と協議を実施する。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設機能のＰＲ活
動や啓発活動の推
進

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

施設評価指標の把
握及び評価

実
績

　施設評価を視認可するた

め、指標を把握し、評価を

行った。

　評価に基づき、今まで取

組みを行っていなかった若

年層世代への、啓発事業に

ついて、検討を行った。

　若年層世代への啓発事業に

ついて検討を行った結果、中

学生を対象とした新規啓発事

業を令和６年度に実施するこ

とを決定した。

　若年層世代への啓発事業

について、中学生を対象と

したリーフレットの配布を

実施した。

－ － －

　啓発グッズの作成による

消費生活センターの周知に

加え、啓発資料の作成やパ

ネル展示などで情報提供を

行った。

　啓発グッズの作成に加え、啓発

資料を発行した際に、広報やHP以

外に今年度からLINE配信による周

知を新たに図った。また、パネル

展や消費生活展などでの情報提供

による啓発活動を実施した。

予
定

　パネル展示や啓発資料等

により、情報提供や啓発活

動を実施する。

　消費生活展や消費生活講

座、啓発資料等により、情

報提供や啓発活動を実施す

る。

　パネル展示や啓発資料等

により、情報提供や啓発活

動を実施する。

　消費生活展や消費生活講

座、啓発資料等により、情

報提供や啓発活動を実施す

る。

　パネル展示や啓発資料等

により、情報提供や啓発活

動を実施する。

　消費生活展や消費生活講

座、刊行物の発行など幅広

い世代に向けた啓発活動を

実施する。

　消費生活展や消費生活講座、啓

発資料の発行などで若年層も含め

幅広い世代に向けた啓発活動を実

施する。また、高齢者等への悪質

商法や詐欺被害防止に向けた啓発

を実施する。

　啓発グッズによる消費生

活センターの周知に加え、

啓発資料等による情報提供

や啓発活動を行った。

　消費生活展や消費生活講

座、啓発資料等により、情

報提供や啓発活動を実施す

る。

実
績

　消費生活展や消費生活講

座、パネル展示を開催する

とともに啓発資料等によ

り、情報提供や啓発活動を

実施した。

　啓発グッズによる消費生

活センターの周知に加え、

啓発資料等による情報提供

やパネル展示を行った。

　消費生活展や消費生活講

座、パネル展示を開催する

とともに啓発資料等によ

り、情報提供や啓発活動を

実施した。

　啓発グッズによる消費生

活センターの周知に加え、

啓発資料等による情報提供

やパネル展示を行った。

　消費生活展や消費生活講

座、パネル展示を開催する

とともに啓発資料等によ

り、情報提供や啓発活動を

実施した。

　今後見込まれる設備等の不

具合に備え、遅滞なく更新が

行えるよう準備を検討する。

　今後も不具合が生じる恐れ

があるため、遅滞なく対応で

きるよう次年度予算に反映し

た。

　将来想定される設備等の

不具合に備え、耐用年数に

応じた更新ができるよう検

討した。

　引き続き、将来想定され

る設備等の不具合に備え、

耐用年数に応じた更新がで

きるよう検討する。

　高校生大学生を対象とした若年

層世代へのリーフレット配布等の

啓発を行い、消費生活パネル展を

随時開催することで施設機能の認

知度の向上に努めた。

　高齢者等に加え、若年層への啓

発資料やポスター展示など啓発活

動を実施、また刊行物でも幅広い

年代に向けた情報提供を行った。

　例年刊行している啓発資料につ

いて、過去には高齢者向けの記事

が多かったため、若年層やファミ

リー層でも興味をひくような内容

で情報提供を行った。

予
定

　施設評価に基づき、新た

な取組について検討する。

　下半期に行う講座におい

て、より詳細に視認可でき

るよう検討を行う。

　令和６年度に実施予定の

若年層の啓発強化につい

て、内容の検討を行う。

　引き続き、若年層の啓発

強化を行う。

　消費生活センターの認知度

アンケートに基づき施設評価

を行い、新たな取組について

検討する。

　高齢者以外の年代において

もトラブルが生じている傾向

にあるため、今後もあらゆる

年代に向けた啓発を行う。

　引き続き若年層も含めた幅広い

世代に啓発を行うとともに、エシ

カル消費などのSDGsへの関心も上

げていきたい。

　施設評価を視認可するた

め、指標について検討を

行った。

　引き続き、施設評価を視

認可するため、指標につい

て検討・評価を行う。

　将来想定される設備等の不

具合に備え、耐用年数に応じ

た更新ができるよう、施設管

理者との協議実施を検討し

た。

　将来想定される設備等の不

具合に備え、耐用年数に応じ

た更新ができるよう、指定管

理者との協議実施をする方向

で検討した。

　将来想定される設備等の不

具合に備え、耐用年数に応じ

た更新ができるよう、指定管

理者との協議実施をする方向

で検討した。

　設備の不具合が生じた際

に適切に対応できるよう、

施設管理者との協議を検討

した。

　設備の不具合が生じ、予

算対応を含めて年度内に対

応した。

予
定

　引き続き、将来想定され

る設備等の不具合に備え、

耐用年数に応じた更新がで

きるよう検討する。

－ － －
その他の取組等

－ － － －

予

定
－ － － － －

実

績
－

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆施設の認知度を上げるためのＰＲ活動や啓発活動を推進する。 

◆施設の効率的な維持管理を行う。 

◆施設評価指標の把握及び評価を行い、より良いサービス提供を目指す。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○施設機能のＰＲ活動

や啓発活動の推進 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○施設の効率的な維

持管理の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

○施設評価指標の把

握及び評価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

▽継続 ▽継続 

期待する 

主な効果 

◆施設機能の認知度の向上 

◆施設の維持管理の効率性の向上 

 

４１ 消費生活センター  

しゅん工年度 平成２９（２０１７）年度 延床面積 ８８㎡ 

課題 
利用件数は増加傾向にあるため、引き続き、市民ニーズを捉えた質の高いサービスを提

供していく必要がある。 

今後の方向性 
消費生活における相談拠点として、施設の更なる認知度向上を目指していくほか、消費

生活に係る啓発活動を推進していく。 

 

担当課

産業振興課
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●４年間の取組の総括

　市民や関連団体からも消費生活センターの認知度は上がってきているが、高齢者等のトラブルに加え、成人年齢引き下げに伴う若年層への消費トラブル防止に向
けて、あらゆる世代への更なる啓発活動を実施した。

　設備に不具合が生じ、修繕が必要となる場合において、即対応できるよう施設管理者との協議を行っていたため、実際に不具合が生じてもスムーズな対応を行う
ことができた。

　これまで比較的高齢者などに向けた啓発が多かったが、成人年齢引き下げに伴う若年層への啓発強化を実施することができた。

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

施設評価指標の把握及
び評価

施設機能のＰＲ活動や
啓発活動の推進

施設の効果的な維持管
理の実施
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●進捗管理表

※次頁に続く

施設の効率的な維
持管理手法の検討

実
績

　施設の効率的な維持管理

手法の検討は、基本設計の

中で行った。

　効率的な維持管理手法の

検討を行い、選別棟及び資

源棟の建て替えと管理棟の

改修を一括で発注すること

とした。

　事業者の選定を進め、選

定された事業者と具体的な

維持管理内容の協議を進め

る。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的な維持管理内容の

協議を進める。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的な維持管理内容の

協議を進める。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的な維持管理内容の

協議を進める。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

選別棟及び資源棟
の建て替えに当
たって、適切な施
設機能及び事業手
法の検討

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
△：計画通りに進んで

いない
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

△：計画通りに進んで
いない

△：計画通りに進んで
いない

市民工房スペース
の活用等、歳入確
保に向けた方策の
検討及び実施

実
績

　スペースの活用方法等の

検討は、基本設計の中で

行った。

　スペースの活用方法等の

検討を行い、要求水準書に

室配置案をまとめた。

　昨年度までの検討内容に

基づき、事業者の募集及び

選定に係る手続を進めた。

　入札が不調になったた

め、事業者へのヒアリング

等を行い、要求水準書等の

見直しを行った。

－ － －

　入札が不調になったため、

ごみ・資源物の中間処理を継

続するための今後の方針を検

討した。

　２度の不調により、建て替

えの見通しが立たないため、

当面の間、建て替えは見送る

こととした。

予
定

　基本設計を進め、事業発

注に向けた要求水準書等を

まとめる。

　入札公告を行い、事業者

の募集及び選定を進める。

　引き続き、事業者の選定

に係る手続を進める。

　再度入札公告を行い、事

業者の募集及び選定を進め

る。

　引き続き、事業者の選定

に係る手続を進める。

　引き続き、ごみ・資源物

の中間処理を継続するため

の今後の方針を検討する。

　現施設の機能を維持しつ

つ、建て替えを含めた当該施

設の在り方について、引き続

き検討する。

　基本設計の検討を進める

とともに、事業者選定委員

会を設置する。

　建て替えに向けた基本設

計の委託発注を行った。

実
績

　基本設計を進めるととも

に、事業者選定委員会を設

置した。

　事業手法にはＤＢＯ方式

を採用することとし、事業

発注に向けた要求水準書等

をまとめた。

　入札公告を行い、事業者

の募集及び選定に係る手続

を進めた。

　入札が不調になったた

め、事業者へのヒアリング

等を行い、要求水準書等の

見直しを行った。

　再度入札公告を行い、事

業者の募集及び選定に係る

手続を進めた。

　引き続き、効率的な維持

管理手法を含め、施設整備

の今後の方針を検討する

　引き続き、効率的な維持管

理手法を含め、当該施設の在

り方について検討する。

　引き続き、基本設計の検

討と併せて、効率的な維持

管理手法の検討も進める。

　施設の効率的な維持管理

手法の検討は、基本設計の

検討の中で行った。

　これまでの検討内容に基

づき、事業者の募集及び選

定に係る手続を進めた。

　入札が不調になったた

め、ごみ・資源物の中間処

理を継続するための今後の

方針を検討した。

　当面の間、建て替えは見

送ることとしたため、ス

ペースの活用等についても

見送ることとした。

予
定

　引き続き、基本設計と併

せてスペースの活用方法等

を検討する。

　事業者の選定を進め、選

定された事業者と具体的な

スペースの活用方法等の検

討を進める。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的なスペースの活用

方法等の検討を進める。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的なスペースの活用

方法等の検討を進める。

　引き続き、事業者の選定

を進め、選定された事業者

と具体的な維持管理内容の

協議を進める。

　引き続き、具体的なス

ペースの活用方法等を含

め、施設整備の今後の方針

を検討する。

　引き続き、具体的なス

ペースの活用方法等を含

め、当該施設の在り方につ

いて検討する。

　基本設計の検討と併せて

スペースの活用方法等を検

討する。

　ジモティーを活用した再

生家具の販売を行った。

　昨年度までの検討内容に

基づき、事業者の募集及び

選定に係る手続を進めた。

　入札が不調になったた

め、事業者へのヒアリング

等を行い、要求水準書等の

見直しを行った。

　これまでの検討内容に基

づき、事業者の募集及び選

定に係る手続を進めた。

　入札が不調になったた

め、ごみ・資源物の中間処

理を継続するための今後の

方針を検討した。

　当面の間、建て替えは見

送ることとしたため、施設

の効率的な維持管理手法の

導入についても見送ること

とした。

予
定

　引き続き、基本設計と併

せて、効率的な維持管理手

法の検討も進める。

－ － －

その他の取組等

－ － － －

予
定

－ － － － －

実
績

－

４２ リサイクルプラザ  

しゅん工年度 平成 ６（１９９４）年度 延床面積 １１，７１９㎡ 

課題 

施設及び設備の老朽化が進行しており、現在、選別棟及び資源棟の建て替えに向けた取

組を進めているが、建て替えまでの期間について施設機能を維持できるよう適切な維持管

理を行う必要がある。 

今後の方向性 
市民ニーズや施設の稼働状況を踏まえ、今後施設に必要な機能の整理や施設の在り方の

見直しを行う。 

 

担当課

資源循環推進課
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●４年間の取組の総括

　施設の建て替えに当たって、基本構想、基本計画を策定し、適切な施設機能及び事業手法等を検討した上で、基本設計を進め、入札公告を実施したが、２度の入
札不調により、当面の間、当該施設の建て替えについては見送ることとした。今後は、現施設の機能を維持しつつ、建て替えを含めた当該施設の在り方について、
引き続き検討する。

　施設の建て替えの検討に合わせて、施設の効率的な維持管理手法についても基本設計の中で検討し、要求水準書にまとめたが、２度の入札不調により、当面の
間、当該施設の建て替えについては見送ることとしたため、引き続き、当該施設の在り方について検討する中で、施設の効率的な維持管理手法についても検討して
いく。

　施設の建て替えの検討に合わせて、市民工房スペースの活用等についても基本設計の中で検討し、要求水準書にまとめたが、２度の入札不調により、当面の間、
当該施設の建て替えについては見送ることとしたため、引き続き、当該施設の在り方について検討する中で、市民工房スペースの活用等についても検討していく。

評価 Ｄ．当初の予定を変更し、方針決定や計画策定を次期プランに引き継いだ。

取組の成果
項
目

市民工房スペースの活
用等、歳入確保に向け
た方策の検討及び実施

選別棟及び資源棟の建
て替えに当たって、適
切な施設機能及び事業
手法の検討

施設の効率的な維持管
理手法の検討
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●進捗管理表

※次頁に続く

予
定

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

効率的な施設運営
及び運営手法につ
いて検討

実
績

　男女共同参画推進協議会

の施策の第三者評価項目と

してフチュールの運営につ

いて検討を行い、協議会か

ら答申書を受理した。

予
定

　引き続き、男女共同参画

推進協議会の施策の第三者

評価項目としてフチュール

の運営について検討を行

う。

　引き続き、男女共同参画

推進協議会の施策の第三者

評価項目としてフチュール

の運営について検討を行

い、取組について評価す

る。

　引き続き、男女共同参画推

進協議会の施策の第三者評価

項目としてフチュールの運営

について検討を行う。また、

設置したコワーキングスペー

スの検証を行い、新たな取組

についても検討する。

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

　設備の老朽化による大規

模改修が必要となることを

踏まえ、適切な施設の機能

や規模など、施設の在り方

について検討を行った。

　
　
　
　
　
取
　
組
　
項
　
目

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

　男女共同参画推進協議会

の施策の第三者評価項目と

して男女共同参画センター

「フチュール」の運営につ

いて検討を行った。

　引き続き、男女共同参画

推進協議会の施策の第三者

評価項目として男女共同参

画センター「フチュール」

の運営について検討を行

う。

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

周辺公共施設との
複合化を見据えた
大規模改修に向
け、施設の機能や
規模に関する今後
の在り方の検討

実
績

　設備の老朽化による大規

模改修が必要となることを

踏まえ、適切な施設の機能

や規模など、施設の在り方

について検討を行った。

　設備の老朽化による大規

模改修が必要となることを

踏まえ、適切な施設の機能

や規模など、施設の在り方

について検討を行った。

　設備の老朽化による大規

模改修が必要となることを

踏まえ、適切な施設の機能

や規模など、施設の在り方

について検討を行った。

令和６年度上半期 令和６年度下半期 令和７年度上半期

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

○：計画通りに進んで
いる

令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　設備の老朽化による大規模

改修が必要となることを踏ま

え、当施設管理組合で作成す

る施設全体に係る大規模修繕

計画が具体的になれば、時期

に合わせて検討をする。

　周辺の公共施設とは機能的に異

なるため、今後も男女共同参画推

進拠点として同規模で存続しつつ

も、機能に着目し施設の質を高

め、施設情報を積極的に発信し、

集客力を高めていく方向で男女共

同参画推進協議会と協議した。

　第三者評価機関である男女共同参画

推進協議会と協議し、フチュールは、

周辺の公共施設とは機能的に異なるた

め、今後も男女共同参画推進拠点とし

て同規模で存続しつつも、機能に着目

し施設の質を高め、施設情報を積極的

に発信し、集客力を高めていくことと

した。

　引き続き、改修に向けて

適切な施設の機能や規模な

ど、施設の在り方について

検討する。

　男女共同参画推進協議会

での協議や課内での検討結

果を踏まえ、施設の今後の

方向性を決定する。

　決定した今後の施設の方

針に基づき、引き続き、取

組を進める。

○：計画通りに進んで
いる

　設備の老朽化による大規模

改修が必要となることを踏ま

え、当施設管理組合で作成す

る施設全体に係る大規模修繕

計画が具体的になれば、時期

に合わせて検討をする。

　男女共同参画推進協議会

の施策の第三者評価項目と

してフチュールの運営につ

いて検討を行った。

　男女共同参画推進協議会の施策

の第三者評価項目としてフチュー

ルの運営について検討を行い、多

様な働き方、駅前の立地を活かし

た施設利用の促進を目的に令和５

年１０月にコワーキングスペース

を設置した。

　男女共同参画推進協議会の

施策の第三者評価項目として

フチュールの運営について下

半期に向けて検討をしてい

る。またコワーキングスペー

スについては、月に150～200

名ほど利用があった。

　男女共同参画推進協議会の

施策の第三者評価項目として

フチュールの運営について検

討を行い、協議会から「利用

しやすい環境の整備を進める

こと。」と答申書を受理し

た。

　男女共同参画の拠点とし

て、母子だけではなく、父

子が利用できる授乳スペー

スの確保に向け、レイアウ

トや必要な備品の検討を

行った。

　フチュールの運営につい

て、男女共同参画の拠点と

して、母子だけではなく、

父子が利用できる授乳ス

ペースの確保に向け、備品

を手配した。

　引き続き、男女共同参画

推進協議会の施策の第三者

評価項目としてフチュール

の運営について検討を行

い、取組について評価す

る。

　引き続き、フチュールの

運営について、男女共同参

画の拠点として、母子だけ

ではなく、父子が利用でき

る授乳スペースの確保を検

討する。

　引き続き、フチュールの

運営について、男女共同参

画の拠点として、母子だけ

ではなく、父子が利用でき

る授乳スペースの確保に向

け、備品を手配する。

　引き続き、効率的な施設

運営に努める。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆設備の老朽化による大規模改修が必要となることを踏まえ、適切な施設の機能や規模など、

施設の在り方について検討する。 

◆効果的な事業の実施に向け、施設管理及び運営手法を検討する。 

◆更なる稼働率の向上に向けた方策を検討・実施する。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○周辺公共施設との

複合化を見据えた

大規模改修に向け

て、施設の機能や規

模に関する今後の

在り方についての

検討 

▽継続 ▽継続 ●検討に基づく方向

性の決定 

○効率的な施設管理

及び運営手法につ

いて検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

○稼働率の向上に向

けた方策の検討 

〇取組の実施及び評 

 価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆効率的かつ効果的な施設の活用 

◆利用者数や歳入の増加 

◆市政情報の提供による市民活動への寄与 

 

４３ 男女共同参画センター「フチュール」  

しゅん工年度 平成 ６（１９９４）年度 延床面積 １，６５６㎡ 

課題 

・利用者数の増加や稼働率の向上について、方策を再考する必要がある。 

・建築後２８年が経過し、施設の老朽化が課題となっている。今後、施設の大規模改修等を

検討していく中で、市民ニーズや利用状況を踏まえ、必要な機能を整理する必要がある。 

今後の方向性 

・施設の大規模改修等の時期を見据え、市民ニーズや施設の稼働状況などを踏まえた必要な

機能の整理や、施設の在り方の見直しを行う。 

・機能の整理や施設の在り方の見直しを踏まえて、計画的に施設の維持管理を行っていく。 

・利用者数や歳入の増加に向けて、施設全体の有効的な活用や、事業の効果的な実施につい

て検討する。 

 

担当課

多様性社会推進課
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進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期 令和６年度下半期 令和７年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

令和７年度下半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

●４年間の取組の総括

周辺公共施設との複合
化を見据えた大規模改
修に向け、施設の機能
や規模に関する今後の
在り方の検討

効率的な施設運営及び
運営手法について検討

　周辺公共施設との複合化を見据えた大規模改修に向け、施設の機能や規模に関する今後の在り方の検討を第三者評価機関である男女共同参画推進協議会と行い、
周辺の公共施設とは機能的に異なるため、今後も男女共同参画推進拠点として同規模で存続しつつも、機能に着目し施設の質を高め、施設情報を積極的に発信し、
集客力を高めていくことを決定した。

　市民ニーズを捉え、学習スペースの一部に無料Wi-Fiを完備し、無料で利用できるコワーキングスペースへ転用し、施設の有効活用を図った。コワーキングスペー
スは、多くの広い年齢層の市民に利用され、男女共同参画推進に寄与するとともに、地域の住民の居場所としての機能を果たしている。

　
　
　
　
取
　
組
　
項
　
目

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。

取組の成果
項
目

稼働率向上に向けた方
策の検討・実施

　市民ニーズを捉えた講座やイベントを企画・運営し、施設の稼働率向上に努めた結果、計画期間中の稼働率を毎年向上させることができた。

　男女共同参画を推進する拠点施

設として認知度を高めるために、

各種講座の実施や情報提供を行っ

た。コロナ対策の緩和に伴い、会

場開催のニーズが多いため、オン

ラインではなく会場開催を中心に

行った。また、第7次府中市男女共

同参画計画策定に向けた市民意識

調査を実施し、施設の認知度や施

設に対するニーズ等の現状を調査

した。

　男女共同参画を推進する拠

点施設として認知度を高める

ために、各種講座の実施や情

報提供を行った。講座開催形

態については、ニーズの変化

伴い、会場とオンラインのハ

イブリット開催も行った。ま

た、商工まつりや文化セン

ターで啓発物品を配るなど認

知度の向上に努めた。

　男女共同参画を推進する

拠点施設として認知度を高

めるため、７月より公式イ

ンスタグラムの運用を開始

したほか、商工まつりや文

化センターで啓発物品を配

るなど認知度の向上に努め

た。

　市民ニーズを捉えた講座

を実施し、主催講座の参加

者が前年度比5.2倍とな

り、来館者数向上に繋がっ

た。

予
定

　トイレ内に便座クリー

ナーを設置し、施設利用者

の利便性向上に努めた。

予
定

－ － － － － －
　引き続き、利用者の拡大

や利便性の向上に向けた取

組を検討・実施していく。

　引き続き、利用者の拡大

や利便性の向上に向けた取

組を検討・実施していく。

その他の取組等

実
績

－ － － － － －

　若年層への配慮を目的として、

当センターで実施する女性問題相

談のオンライン予約を７月より開

始し、新規の若年層の利用者が増

加した。

稼働率の向上に向
けた方策の検討・
実施

実
績

　男女共同参画を推進する

拠点施設として、オンライ

ンを活用し、各種講座の実

施や情報提供を通じ、より

多くの市民へ意識啓発を

行った。認知度を高めるこ

とによる稼働率の向上を

図った。

　男女共同参画を推進する

拠点施設として、オンライ

ンを活用し、各種講座の実

施や情報提供を通じ、より

多くの市民へ意識啓発を

行った。認知度を高めるこ

とによる稼働率の向上を

図った。

　男女共同参画を推進する拠

点施設として認知度を高める

ために、オンラインで各種講

座の実施や情報提供を行い、

稼働率の向上を図った。ま

た、第７次府中市男女共同参

画計画策定に向けた市民意識

調査を実施し、施設の認知度

や施設に対するニーズ等の現

状を把握した。

　引き続き、オンラインを

活用し、各種講座の実施や

情報提供を行い、より多く

の市民へ意識啓発を行う。

　男女共同参画を推進する

拠点施設として、オンライ

ンを活用し、各種講座の実

施や情報提供を通じ、より

多くの市民へ意識啓発を

行った。

　引き続き、フチュールの

認知度向上に向け、HPや

SNS等を活用した広報活動

を行うほか、中心市街地で

のイベントを実施する。

　引き続き、市民ニーズを捉

えた講座やイベントを企画・

運営し、施設の稼働率向上や

来館者数増加を図り、男女共

同参画を推進する。

　引き続き、オンライン・

ＳＮＳを活用し、各種講座

の実施や情報提供を行い、

より多くの市民へ意識啓発

を行う。

　引き続き、オンラインを活

用し、各種講座の実施や情報

提供を行い、より多くの市民

へ意識啓発を行う。また、取

組について評価する。

　引き続き、オンラインを活

用し、各種講座の実施や情報

提供を行い、より多くの市民

へ意識啓発を行う。また、取

組について評価する。

　引き続き、各種講座の実施

や情報提供を行い、より多く

の市民へ意識啓発を行う。ま

た、新たな取組を検討する。

　各種講座の実施や情報提供

の見直しを図り、より多くの

市民へ意識啓発を行う。ま

た、新たな取組について検討

する。
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●進捗管理表

※次頁に続く

－ － － － －

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行い、新
たな取組を検討する。

　引き続き、市民のニーズに

対応した運営を行い、更なる

収入確保に向けた取組を検討

する。

その他の取組等

実
績

－ － － － － － －

　府中市役所自転車駐車場の供用開始

に向けて、府中市立自転車駐車場条例

及び施行規則の改正を行うとともに、

関係団体と協議の上、必要な検討を実

施した。

予

定
－ －

　府中市役所自転車駐車場を

供用開始する。

　多磨霊園駅北自転車駐車場にお

いて、屋外及び屋上照明のLED化を

行う。また、他の施設について

も、引き続き、適切な維持管理、

設備の保守を行い、不良箇所に対

して適切な対応を行う。また、取

組について評価する。

　引き続き、適切な維持管

理、設備の保守を行い、不良

箇所に対して適切な対応を行

う。また、取組について評価

を行い、更なる経費削減に向

けた取組を検討する。

市民ニーズに対応
した放置自転車対
策等による収入確
保に向けた取組

実
績

　自転車駐車場の一時利用
について、空いている場所
の案内や高齢者の手助けと
いった利用者へのサービス
を行った。

　各市立自転車駐車場にお
いて、引き続き、一時利用
者への駐車スペースの案
内、高齢者等の介助といっ
たサービスを利用者へ行っ
た。府中駅南自転車駐車場
において、思いやりゾーン
への案内表示を設置した。

　各市立自転車駐車場にお
いて、引き続き、一時利用
者への駐車スペースの案
内、高齢者等の介助といっ
たサービスを利用者へ行っ
た。それにより、一定の利
用者の確保につなげること
ができた。

　府中駅北自転車駐車場に
おいて、時間使用料の支払
い方法として、９月から交
通系ICカード支払いを導入
した。

　各市立自転車駐車場にお
いて、引き続き、一時利用
者への駐車スペースの案
内、駐車補助等といった
サービスを利用者へ行っ
た。それにより、一定の利
用者の確保につなげること
ができた。

　自転車駐車場の一時利用
について、駐車スペースの
案内、高齢者等への介助、
駐車補助等を行い、一定の
利用者の確保につなげるこ
とができた。またさらなる
サービス向上に向けて、現
場係員と協議を行った。

　府中駅北口ローソン付近で

放置自転車の夜間誘導を行

い、適切な自転車駐車場の利

用を案内した。また、上半期

に引き続き、自転車駐車場の

一時利用について、駐車ス

ペースの案内、高齢者等への

介助、駐車補助等を行い、一

定の利用者の確保につなげる

ことができた。

予
定

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行う。

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行い、取
組について評価する。

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行い、新
たな取組を検討する。

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行い、新
たな取組を検討する。

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

施設の維持管理費
の縮減に向けた
取組の実施・検討

実

績

　令和５年度に施設の改修
工事を行う東府中駅南自転
車駐車場について、仕様の
変更を行い、委託費の削減
を行った。

　府中駅北自転車駐車場自
転車搬送ベルトコンベアの
必要な修繕を定例的な点検
日と同日に行うことで、作
業費等の削減を図った。

　東府中駅南自転車駐車場につい

て、改修工事（教育センター移転

工事）の中で、2階及び１階から２

階スロープ部について、LED化を

行った。その結果、長寿命化によ

る、蛍光灯の購入費用の削減を行

うことができた。

　府中駅北自転車駐車場につい

て、ベルトコンベアの保守点検時

に指摘のあった部分の修繕を行

い、故障を未然に塞ぎ、費用の削

減につなげた。

　東府中駅南自転車駐車場におい

て、１階及び地下１階のスロープ

部分のLED化を行った。

　東府中駅南自転車駐車場
において、地下１階、管理
室及びトイレのLED化を行
い、東府中駅南自転車駐車
場内のLED化が完了した。

　適切な維持管理、設備の
保守を行い、西府駅北自転
車駐車場の入口庇修繕等の
不良箇所に対する適切な対
応を行った。

　多磨霊園駅北自転車駐車
場において、屋外及び屋上
照明のLED化を行った。

予
定

　引き続き、適切な維持管
理、設備の保守を行い、不
良箇所に対して迅速に対応
を行う。

　引き続き、適切な維持管
理、設備の保守を行い、不
良箇所に対して適切な対応
を行う。また、取組につい
て評価する。

　東府中駅南自転車駐車場に

ついて、1階及び地下1階につ

いても改修工事の中で、LED化

を行う。また、他の施設につ

いても、引き続き適切な維持

管理を行い、新たな取組を検

討する。

　引き続き、適切な維持管理、設

備の保守を行い、不良箇所に対し

て適切な対応を行う。

　東府中駅南自転車駐車場につい

て、改修工事の中で地下１階LED化

を行う。

令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

　自転車駐車場の管理業者
からのヒアリングにより清
掃を行うスパンを確認し、
適切な清掃スケジュールを
設定した。

　令和５年度に施設の改修
工事を行う東府中駅南自転
車駐車場について、必要に
応じて仕様の見直しを検討
する。

　自転車駐車場の一時利用
について、幅広の自転車、
タイヤの太い自転車等他の
自転車と区別する必要のあ
る自転車に対して適切な駐
車スペースの案内を行っ
た。

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行う。

令和６年度下半期

　引き続き、適切な維持管
理、設備の保守を行い、不
良箇所に対して適切な対応
を行う。また、取組につい
て評価する。

　引き続き、市民のニーズ
に対応した運営を行い、新
たな取組を検討する。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 

◆現在の自転車駐車場における適切な収容台数を維持し、経費節減に向けた取組を検討・実

施する。 

◆放置自転車対策等を行うことで利用者数の増加を図り、更なる収入確保につなげる。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○経費節減に向けた

取組の検討 

〇取組の実績及び評

価 

〇評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

○検討に基づく取組

の実施 

○放置自転車対策等

による収入確保に

向けた取組の検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆効率的な施設運営 

◆施設の維持管理及び更新に係る市の歳出の削減 

 

４４ 自転車駐車場  

施設名称 所在地 階数 延床面積 しゅん工年度 

１ 府中駅北自転車駐車場 

府中市寿町１丁目５番地 

（府中駅北第２庁舎 

地上２階～地下２階） 

－ 
２，６５１㎡ 

（建物全体９，３６２㎡） 
平成 ３（１９９１）年度 

２ 東府中駅南自転車駐車場 府中市清水が丘１丁目３番地 － 
１，５７０㎡ 

（建物全体４，４６８㎡） 
平成 ６（１９９４）年度 

３ 西府駅北自転車駐車場 府中市本宿町１丁目４６番地 地上２階 ６３５㎡ 平成２０（２００８）年度 

４ 西府駅南自転車駐車場 府中市西府町１丁目６０番地 － － 平成２０（２００８）年度 

５ 多磨霊園駅北自転車駐車場 府中市清水が丘３丁目１９番地 地上２階 ９９５㎡ 平成 ２（１９９０）年度 

６ 府中駅南自転車駐車場 
府中市宮町１丁目１００番地 

（ル・シーニュ地下１階） 
－ １，０１２㎡ 平成２９（２０１７）年度 

課題 施設に掛かるコストが増加傾向にあるため、経費節減に向けた取組を検討する必要がある。 

今後の方向性 
効率的な施設運営に努めるとともに、施設の更新時期を見据え、市民ニーズや利用状況を
踏まえた施設の規模や在り方を見直す。 

 

担当課

地域安全対策課
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●４年間の取組の総括

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

取組の成果
項
目

施設の維持管理費の縮
減に向けた取組の検
討・実施

市民ニーズに対応した
放置自転車対策等によ
る収入確保に向けた取
組

　府中駅南自転車駐車場では、施設の維持管理費の縮減に向けた取組の検討・実施を段階的に進めてきた。
　経費削減のための取組として、東府中駅南自転車駐車場及び多磨霊園駅北自転車駐車場のLED化、施設の改修に伴った仕様変更、修繕と点検を合わせて行うことによる作業費の削減等を行った。
その結果、電気料及び管理費、修繕費について必要経費の削減につながった。

　府中駅南自転車駐車場では、市民ニーズに対応した放置自転車対策等による収入確保に向けた取組を段階的に進めてきた。

　市民のニーズに対応した収入確保に向けた取組として、幅広の自転車・タイヤの太い自転車等に対する適切な駐輪スペースの案内、時間使用料の交通系ICカード支払いの導入、夜間誘導による適切な自転車駐車場の利

用案内等を行った。

　その結果、自転車駐車場の利用者及び収入の確保につながった。

　また、令和8年度の府中市役所市立自転車駐車場の新規開設に向けて、条例改正及び必要な準備を実施することで、駅周辺の放置自転車対策を強化するとともに、新たな収入確保に向けて取り組んだ。
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●進捗管理表

※次頁に続く

　既存の人員を適切に配置す

ることに加え、夜間巡回を委

託から直接雇用とすることで

経費削減に努めた。

　また、施設の適切な維持・

改修に向け、検討した。

　上半期に続き、既存の人員

を適切に配置することで、効

果的かつ効率的な運営を行

い、経費削減に努めた。ま

た、施設の適切な維持・改修

に向け、検討した。

　引き続き、維持管理費の削

減に努めるとともに、今後、

供用開始から30年を迎える中

で、施設の適切な維持・改修

に向け、検討を行っていく。

　引き続き、維持管理費の削

減に努めるとともに、今後、

供用開始から30年を迎える中

で、施設の適切な維持・改修

に向け、検討を行っていく。

　引き続き、維持管理費の
縮減に努める。また、新た
な取組を検討する。

　引き続き、維持管理費の
縮減に努める。また、新た
な取組を検討する。

－

　府中駅南口市営駐車場と一体して管理を行

うこととなっている府中市役所市営駐車場の

運営を見据え、府中市営駐車場条例及び施行

規則の改正を行うとともに、令和8年度からの

新たな指定管理者候補者の選定を実施した。

予
定

－ － －

予
定

　適切な人員配置につい
て、利用状況に応じた見直
しを行う。
　その他経費削減の方法に
ついても検討を行う。

　引き続き、維持管理費の
縮減に努める。また、取組
について評価する。

　引き続き、維持管理費の
縮減に努める。また、新た
な取組を検討する。

施設の維持管理費
の縮減に向けた取
組

実
績

　従来の利用状況を注視し
つつ、それらを踏まえた適
切な人員配置について、検
討を行った。

　引き続き歳入確保に向
け、既存のサービスの拡
大、新たなサービスの導入
に向けた検討を行っていく
とともに、更なる新たな取
組を検討する。

その他の取組等

実
績

－ － － － － －

－ － － －

　引き続き歳入確保に向
け、既存のサービスの拡
大、新たなサービスの導入
に向けた検討を行ってい
く。

　利用者が増加する中で、
効果的・効率的なサービス
を提供することに努め、維
持管理費を現状維持とし
た。

　府中市役所市営駐車場の供

用を開始する。

○：計画通りに進んで
いる

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

市民ニーズを捉え
たサービス提供及
び更なる歳入確保

実
績

　引続き二次元コード決済
やクレジットカード決済機
能によるキャッシュレス化
に向けた検討を行い、令和
５年４月からの導入を決定
した。

　4月から導入したキャッ
シュレス化の効果もあり、
利用者は前年度と比較して
増加した。

　「わかりやすい駐車場」
をテーマに場内案内表示の
リニューアル、デジタルサ
イネージの設置を行い、利
便性の向上に努め、売上の
増加に貢献した。

　キャッシュレス化及び案内表示

のリニューアルの効果等もあり、

過去最高の売上を記録した昨年度

の売上実績を上回るペースとなっ

ている。

　また、場内に設置している利用

者アンケート等を用いて、利用状

況の把握に努めた。

　場外及び場内へのサイン
の増設を行い、利用者の利
便性向上に努めた結果、上
半期に続き、売上げについ
ては前年度を上回った。

　場内の利用者が多く出入
りする開き戸を自動扉に変
更し、買い物に訪れる利用
客に好評なリニューアルを
行った。

　場内の地下水が漏水して
いる部分について修繕を
行った。利用者の安全を守
り、漏水により使用の一時
停止を生じさせない効率的
な運営につなげた。

予
定

　引続き歳入確保に向け、
既存のサービスの拡大、新
たなサービスの導入に向け
た検討を行っていく。

　引続き歳入確保に向け、
既存のサービスの拡大、新
たなサービスの導入に向け
た検討を行っていく。ま
た、取組について評価す
る。

　引続き歳入確保に向け、
既存のサービスの拡大、新
たなサービスの導入に向け
た検討を行っていく。ま
た、新たな取組を検討す
る。

　引続き歳入確保に向け、
既存のサービスの拡大、新
たなサービスの導入に向け
た検討を行っていく。ま
た、新たな取組を検討す
る。

令和７年度上半期 令和７年度下半期

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組年度 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

　利用者の利便性向上に向
けた取組として、二次元
コード決済やクレジット
カード決済機能による
キャッシュレス化の導入に
向けた検討を行った。

　引続きキャッシュレス化
の導入に向けた取組を行
う。
　歳入の確保に向けて、必
要に応じて定期利用枠の拡
大や、新たなサービスの導
入を検討する。

　ミッテン府中開業後の利
用状況を踏まえ、効果的・
効率的なサービスを提供す
るため、適切な人員配置の
見直しを行った。

　引き続き、適切な人員配
置や、その他経費縮減のた
めの取組を行う。

令和６年度下半期

　更なる歳入確保に向け、
ハード面での取組みに加
え、ソフト面についても、
サービスの向上に向けた取
組を行っていく。

　利用者が増加する中で、
効果的・効率的なサービス
を提供することに努め、維
持管理費を現状維持とし
た。

　利用者が増加する中で
も、既存の人員を適切に配
置するなど、効果的かつ効
率的な運営を行い、経費削
減に努めた。

　上半期に続き、既存の人員

を適切に配置することで、効

果的かつ効率的な運営を行

い、経費削減に努めた。

　また、施設の適切な維持・

改修に向け、検討した。

第３次推進プランの取組（令和４年度～令和７年度） 

取組内容 
◆市民ニーズを的確に捉えたサービスを提供し、更なる収入確保を図る。 

◆効率的な施設の維持管理に努め、施設の維持管理経費の縮減を目指す。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○市民ニーズを捉え

たサービスの検討 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

○適正な維持管理経

費の検証 

○取組の実施及び評

価 

○評価に基づく修正

及び新たな取組の

検討 

〇検討に基づく取組

の実施 

期待する 

主な効果 

◆利用台数の増加 

◆市の歳出の削減 

 

４５ 府中駅南口市営駐車場  

しゅん工年度 平成 ７（１９９５）年度 延床面積 ３２，３８４㎡ 

課題 
指定管理者と連携して利用率の分析を行い、より効率的な運営ができるサービスを検討

する必要がある。 

今後の方向性 引き続き、市民ニーズを捉え適宜サービスを見直し、利用台数及び収入の増加を図り、

利便性の向上を目指す。 

 

担当課

地域安全対策課
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●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

評価 Ｃ．予定どおり取組を行った。

市民ニーズを捉えた
サービス提供及び更な
る歳入確保

施設の維持管理費の縮
減に向けた取組

　府中駅南口市営駐車場では、市民ニーズを踏まえた利便性向上と歳入確保の取組を段階的に進めてきた。利用者の利便性向上に向け、二次元コード決済やクレジットカード決済によるキャッシュレス化を検討し、令和5年4月から導入した結果、利

用者数の増加など一定の効果が確認された。

　また、「わかりやすい駐車場」をテーマに、場内案内表示のリニューアルやデジタルサイネージの設置、場内外サインの増設を行い、利用者満足度の向上と売上増加につなげるとともに、自動扉化や漏水箇所の修繕など安全性と運営効率の向上に

も取り組み、公共施設としての価値向上と安定的な運営を図ることができた。

　さらに、令和8年度の府中市役所市営駐車場の新規開設に向けて、条例改正及び指定管理者候補者の選定を実施し、新たな収入確保に向けて取り組んだ。

　府中駅南口市営駐車場では、利用状況の変化を踏まえた人員配置の見直しを行い、効果的かつ効率的な運営に取り組んできた。
　ミッテン府中開業後の来場動向を注視し、既存人員の適切な配置を工夫することで、利用者が増加する中においても維持管理費を抑制し、現状水準を維持した。
　さらに、夜間巡回業務を委託から直接雇用へ切り替えるなど業務形態の見直しを行い、経費削減を図るとともに、施設の適切な維持・改修に向けた検討を継続した。
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●進捗管理表

※次頁に続く

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

△：計画通りに進んで
いない

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

大規模改修に
向けた取組

実
績

　劣化診断調査と実態調査
を実施し、劣化状況や市民
ニーズ、工事期間中の火
葬・葬儀の受入れ先等の情
報収集をした。その結果、
葬儀の多様化に対応できる
諸室等の見直しや、市民へ
の影響が最小限となるよう
安全で効率的な工事計画の
策定を行う必要が生じたこ
とから基本計画策定時期を
延長することとした。

　劣化診断調査と実態調査
を踏まえ、大規模改修の基
本計画策定を開始し、諸情
報の整理を行った。

　劣化診断調査と実態調査
により、大規模改修の基本
計画策定に必要となる、諸
情報収集を行う。

　劣化診断調査と実態調査
を委託し、大規模改修の基
本計画策定に必要となる、
劣化状況や市民ニーズ、工
事期間中の火葬・葬儀の受
入れ先等の情報収集を開始
した。

　民間活力導入可能性調査
を進め、調査結果をもと
に、検討委員会で協議する
とともに、基本設計実施に
向け、業者選定に着手し
た。

予
定

　劣化診断調査と実態調査
を踏まえ、大規模改修の基
本計画策定を開始する。

　大規模改修の基本計画の
骨子をまとめた中間報告を
作成する。

　市民への影響が最小限と
なるよう安全で効率的な工
事計画として、仮設火葬炉
設置案、火葬棟改築案等に
ついて実施可否の検討を進
める。

　市民への影響が最小限と
なるよう安全で効率的な工
事に向けて、改修基本計画
を取りまとめる。

　策定した改修基本計画に
基づき、最も適切な採用手
法について詳細な検討をす
るため、民間活力導入の可
能性について調査する。

　民間活力導入可能性調査
の結果を検討し、最も適し
た改修手法を決定して改修
に向けた手続を進める。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の適正な
維持管理に努めた。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の適正な
維持管理に努めた。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、必要最低限な施設及び
設備の維持管理に努めた。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の必要最
低限な維持管理に努めた。

　策定した改修基本計画に
基づき、最も適切な採用手
法について詳細な検討をす
るため、民間活力導入の可
能性について調査を進め
た。

　市民への影響が最小限と
なるよう安全で効率的な工
事計画の策定を行う過程
で、複数の工事案を作成し
比較検討する必要が生じた
ことから、基本計画は策定
時期を延長することとし
た。

　市民への影響が最小限と
なるよう安全で効率的な工
事計画として、仮設火葬炉
設置案、火葬棟改築案等に
ついて実施可否の検討を進
めた。

　市民への影響が最小限と
なるよう安全で効率的な工
事ができるよう、仮設火葬
炉設置案、火葬棟改築案の
実施要件等についてまとめ
た改修基本計画を策定し
た。

実
績

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の適正な
維持管理に努めた。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の適正な
維持管理に努めた。

　設備機器の老朽化に対応
するため、設備改修等を適
宜実施し、施設の安定的な
運営に努める。

　施設の老朽化が進む中、
施設の円滑な運営を図るた
め、施設及び設備の適正な
維持管理に努めた。

取
　
　
組
　
　
項
　
　
目

進捗評価

取組年度

　施設の老朽化が進む中、大

規模改修を見据えながら、施

設の円滑な運営を図るため、

必要最低限な施設及び設備の

維持管理に努めた。

予
定

　設備機器の老朽化に対応
するため、設備改修等を適
宜実施し、施設の安定的な
運営に努める。

　設備機器の老朽化に対応
するため、設備改修等を適
宜実施し、施設の安定的な
運営に努める。

　設備機器の老朽化に対応
するため、設備改修等を適
宜実施し、施設の安定的な
運営に努める。

　設備機器の老朽化に対応
するため、設備改修等を適
宜実施し、施設の安定的な
運営に努める。

　設備機器の老朽化に対応す

るため、大規模改修を見据え

た必要最低限の設備改修等を

実施し、施設の安定的な運営

に努める。

　設備機器の老朽化に対応す

るため、大規模改修を見据え

た必要最低限の設備改修等を

実施し、施設の安定的な運営

に努める。

　大規模改修を見据えた保
守管理を基本としつつも、
安定した運営に必要な修繕
等は着実に行う。

　基本設計業者を選定して
設計に着手し、詳細な検討
を進める。

その他の取組等

４６ 府中の森市民聖苑  

しゅん工年度 平成 ８（１９９６）年度 延床面積 ９，８７３㎡ 

課題 
施設設備の老朽化が進行しているため、大規模改修に向けて施設の適切な機能や規模につ

いて検討し、検討結果に基づいた大規模改修計画を策定する必要がある。 

今後の方向性 
令和８年度を目途に大規模改修を行うこととし、市民ニーズや施設の稼働状況を踏まえ、

今後必要な機能の整理や施設の在り方の見直しを行う。 

 

担当課

環境政策課
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●４年間の取組の総括

取組の成果
項
目

大規模改修に向けた取
組

その他の取組等

　大規模改修については、市民への影響が最小限となるよう、また、安全で効率的な工事ができるよう、改修基本計画を策定し、民間活力導入の可能性についての
調査を実施した。

　施設の老朽化が進む中、大規模改修を見据えながら、施設の円滑な運営を図るため、必要最低限な施設及び設備の維持管理に努めた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

予
定

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施する。また、入力確

認、入力状況の把握を行う。

　引き続き、修繕履歴管理シ

ステムへの入力確認を定期的

に実施し、入力状況を把握す

る。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施する。また、入力確

認、入力状況の把握を行う。

　引き続き、修繕履歴管理シ

ステムへの入力確認を定期的

に実施し、入力状況を把握す

る。

　修繕履歴管理システムの運用・

活用について、保全研修を実施す

る。また、入力確認、入力状況の

把握を行う。

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる

　府中市公共建築物長寿命化

計画（仮称）の策定に向け、

委託内容のまとめ及び見積り

を徴した。また、政策経営会

議に向けた資料作成及び提出

を行った。

○：計画通りに進んで
いる

　引き続き、修繕履歴管理シ

ステムへの入力確認を定期的

に実施し、入力状況を把握す

る。

　引き続き、施設所管課から

の相談や協力の依頼に随時対

応する。また、修繕等相談

カードを活用し情報の共有化

を図る。

３ 建物の日常
　点検と劣化
　状況調査等
　の実施

予
定

取組項目 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

　府中市公共建築物長寿命化

計画（仮称）の策定に向け、

老朽化調査を実施する。調査

に向け各課に協力を依頼す

る。

　各施設の老朽化調査の結果

を元に、施設ごとの改築及び

改修等の中長期計画の策定に

向けた情報整理を行う。

　府中市公共施設長寿命化計

画（仮称）の策定に向け、全

体構成や個別施設の改築・改

修等計画の検討を進める。

　他自治体の作成状況等の情

報収集を実施し、府中市公共

建築物長寿命化計画（仮称）

の仕様書を作成のうえ、契約

依頼を行った。

　府中市公共建築物長寿命化

計画（仮称）の策定に向け、

各課が所管する７１施設の老

朽化調査を開始した。

　各施設の部位別劣化度判

定、建築設備の老朽化度調

査・作動状況調査等の調査結

果を確認し、情報整理を行っ

た。

　計画案の全体構成の検討を

進めたほか、計画の目的や位

置づけの整理、個別施設ごと

の改修等試算条件の検討及び

費用試算などを行った。
１ 府中市公共
　施設保全計画
　の見直し

実
績

予
定

　府中市公共建築物長寿命化

計画（仮称）の仕様書の作

成、他自治体の作成状況等の

情報収集を行う。

　府中市公共施設長寿命化計画

（仮称）の策定に向け、引き続き

全体構成の検討を進めるほか、施

設所管課への意見照会や計画策定

後の運用等の検討進める。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和７年度下半期

　計画対象施設の将来費用
の算出を進めたほか、施設
所管課への意見照会や計画
案の作成を進めた。

　府中市公共施設長寿命化指

針（案）及び府中市一般公共

施設長寿命化計画（案）の策

定に向け、施策や計画策定後

の運用などの検討を進めた。

　府中市公共施設長寿命化
指針及び府中市一般公共施
設長寿命化計画を策定し
た。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施する。また、入力確

認、入力状況の把握を行う。

　府中市公共施設長寿命化計

画（仮称）の策定に向け、施

策や計画策定後の運用などの

検討を進める。

　府中市公共施設長寿命化指針

（案）及び府中市一般公共施設長

寿命化計画（案）の策定に向け、

庁内への意見照会や市民からの意

見集約を進める。

　保全研修を実施し、劣化状

況調査の報告を受ける。施設

所管課からの相談や協力の依

頼に修繕等相談カードを活用

し随時対応する。

　府中市公共施設長寿命化指

針及び府中市一般公共施設長

寿命化計画に基づき、公共施

設の計画的な保全に向けた取

組を促進する。

　施設の不具合等の保全研

修を実施し、劣化状況調査
の報告を受けた。技術的支
援業務は、施設所管課から
修繕等相談カードを活用し
て相談を受け、不具合情報
の共有化及び履歴管理する
ことを進めた。

　施設所管課からの相談や
協力の依頼に随時対応し
た。また、修繕等相談カー
ドを活用し情報の共有化を
図った。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施した。また、入力依

頼、入力状況の確認を行っ

た。

令和６年度下半期 令和７年度上半期

　引き続き、修繕履歴管理シ

ステムへの入力確認を定期的

に実施し、入力状況を把握す

る。

　保全研修を実施し、劣化状

況調査の報告を受ける。施設

所管課からの相談や協力の依

頼に修繕等相談カードを活用

し随時対応する。

　引き続き、施設所管課か
らの相談や協力の依頼に随
時対応する。また、修繕等
相談カードを活用し施設修
繕等情報の共有化を図る。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　修繕履歴管理システムへ
の入力確認を定期的に実施
し、入力状況を把握した。

　保全研修を実施し、劣化状

況調査の報告を受ける。施設

所管課からの相談や協力の依

頼に修繕等相談カードを活用

し随時対応する。

　引き続き、施設所管課から

の相談や協力の依頼に随時対

応する。また、修繕等相談

カードを活用し施設修繕等情

報の共有化を図る。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施した。また、入力依

頼、入力状況の確認を行っ

た。

　修繕履歴管理システムへ
の入力確認を定期的に実施
し、入力状況を把握した。

　施設の不具合原因等の保全

研修を実施、劣化状況調査の

報告を受けた。技術的支援業

務は、施設所管課からの相談

を受けるとともに、不具合情

報の共有化及び履歴管理する

ことを目的とした修繕等相談

カードの運用を９月から開始

した。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施した。また、入力依

頼、入力状況の確認を行っ

た。

実
績

　施設所管課からの相談や協

力の依頼に随時対応した。ま

た、修繕等相談カードを活用

し情報の共有化を図った。

　施設の不具合原因等の保全

研修を実施し、劣化状況調査

の報告を受けた。技術的支援

業務は、施設所管課から修繕

等相談カードを活用して相談

を受け、不具合情報の共有化

及び履歴管理することを進め

た。

　施設所管課からの相談や
協力の依頼に随時対応し
た。また、修繕等相談カー
ドを活用し情報の共有化を
図った。

　施設の不具合原因等の保全

研修を実施し、劣化状況調査

の報告を受けた。技術的支援

業務は、施設所管課から修繕

等相談カードを活用して相談

を受け、不具合情報の共有化

及び履歴管理することを進め

た。

　施設所管課からの相談や
協力の依頼に随時対応し
た。また、修繕等相談カー
ドを活用し情報の共有化を
図った。

２ 施設情報の
   一元化

実
績

　修繕履歴管理システムへの

入力確認を定期的に実施し、

入力状況を把握した。

　修繕履歴管理システムの運

用・活用について、保全研修

を実施した。また、入力依

頼、入力状況の確認を行っ

た。

　修繕履歴管理システムへ
の入力確認を定期的に実施
し、入力状況を把握した。

　保全研修を実施し、劣化状

況調査の報告を受ける。施設

所管課からの相談や協力の依

頼に修繕等相談カードを活用

し随時対応する。

　引き続き、施設所管課から

の相談や協力の依頼に随時対

応する。また、修繕等相談

カードを活用し施設修繕等情

報の共有化を図る。

計画的保全の取組 

取組項目 期待する主な効果 

１ 府中市公共施設保全計画の見直し ・計画的保全の取組の着実な推進 

２ 施設情報の一元化 ・保全業務の効率化 

３ 建物の日常点検と劣化状況調査等の実施 

・継続的な実施による不具合の早期発見と、施設管理者の保全に関す

る知識向上 

・利用者の安全性の確保 

４ 改修工事及び修繕の優先順位付け ・限られた予算を効果的に活用した改修工事及び修繕の実施 

５ 新たな事業手法の積極的な検討 
・施設にかかるライフサイクルコストの低減 

・修繕業務の効率化と質の確保 

６ 委託業務の見直し ・施設の保守管理業務に関する質の向上と均一化 

 

担当課 

建築施設課 各施設所管課 

取組項目 第３次推進プランの取組スケジュール（令和４年度～令和７年度） 

１ 府中市公共
施設保全計画
の見直し 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○府中市公共建築物長

寿命化計画（仮称）の

策定に向けた検討 

○府中市公共建築物長

寿命化計画（仮称）の

策定に向けた調査・検

討 

▽継続 ●府中市公共建築物長

寿命化計画（仮称）の

策定 

２ 施設情報の
一元化 

○修繕履歴管理システ

ムの運用・活用 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

３ 建物の日常
点検と劣化状
況調査等の実
施 

○日常点検と劣化状況

調査等の実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 
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●進捗管理表

※次頁に続く

５ 新たな事業
　手法の積極的な
　検討

実
績

　単価契約の試行実施を行

い、課題や効果を把握し、内

容の見直しを行った。庁内で

協議、調整しながら今後の方

針を定めた。

　単価契約の試行実施を延長し、

効果や課題の把握を行った。ま

た、方針に基づき、単価契約で

行っていた50万円未満の修繕を次

期包括管理業務委託に加えるな

ど、令和６年度に向けた委託の仕

様を整理した。

　単価契約で実施していた
修繕のうち、５０万円未満
の修繕を包括管理業務委託
に加えるなど手法を見直し
た。

　保育所や学童クラブ等に
おける包括管理業務におい
て５０万円未満の修繕を実
施し、業務効率化の効果を
確認した。

６ 委託業務の
　見直し

実
績

　包括管理業務委託の効果や

課題を把握し、庁内及び民間

事業者と協議、調整しながら

今後の方針を定めた。

　包括管理業務委託の試行実

施を延長し、効果や課題の把

握を行った。また、次期包括

管理業務の公募型プロポーザ

ル方式による募集に向けた調

整を進めた。

予
定

　引き続き、包括管理業務
委託の効果や課題を把握す
る。また、次期包括管理業
務に向けてプロポーザルを
実施する。

　引き続き、包括管理業務委

託の効果や課題を把握する。

また、次期包括管理業務につ

いて公募型プロポーザル方式

による募集を実施し、受注候

補事業者を選定する。

　統括マネジメント業務や
修繕業務などの新たな業務
を追加し、引き続き、包括
管理業務委託の効果や課題
を把握する。

　包括管理業務において修
繕を実施することの効果を
確認する。

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組項目 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行う。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受ける。

　引き続き、単価契約の試行

実施を行い、課題や効果を把

握する。また、庁内及び民間

事業者と協議、調整しながら

今後の方針を定める。

○：計画通りに進んで
いる

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を受け、ヒアリングを

実施した。４ 改修工事及び
　修繕の優先順位
　付け

　新たな手法による包括管
理業務委託を試行的に実施
し、効果や課題を確認す
る。

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行った。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受けた。

実
績

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行った。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受けた。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を受け、ヒアリングを

実施した。

令和６年度上半期 令和７年度下半期

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を受け、ヒアリングを

実施した。

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行った。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受けた。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を受け、ヒアリングを

実施した。

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行った。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受けた。

　包括管理業務において５
０万円未満の修繕を実施
し、業務効率化の効果を確
認した。

　保育所や学童クラブ等に
おける包括管理業務におい
て５０万円未満の修繕を実
施し、業務効率化の効果を
確認した。

　保育所や学童クラブ等に
おける包括管理業務におい
て５０万円未満の修繕を実
施し、業務効率化の効果を
確認した。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

令和６年度下半期

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行う。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受ける。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を依頼する。また、ヒ

アリングを実施する。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を依頼する。また、ヒ

アリングを実施する。

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行う。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受ける。

令和７年度上半期

予
定

予
定

　引き続き、単価契約の試行

実施を行い、課題や効果を把

握する。また、庁内及び民間

事業者と協議、調整しながら

方針に基づく取組を実施す

る。

　引き続き、単価契約の試行実施

を行うとともに、試行実施終了に

向けた準備を行う。また、次期包

括管理業務について公募型プロ

ポーザル方式による募集を実施

し、受注候補事業者を選定する。

　業務内容を追加したことに

より施設管理品質の向上及び

均一化、施設所管課の負担軽

減効果などの検証を行い、課

題等の把握を進める。

　引き続き、業務を追加した

包括管理業務委託の効果や課

題の把握を進める。また、包

括管理業務の試行終了に向け

た検討を進める。

　引き続き、包括管理業務
における効果を確認すると
ともに、本市における公共
施設の包括管理の方向性を
検討する。

　次期包括管理業務委託に
ついての方針を定め、継続
する場合は事業者公募に向
けた準備を行う。

　包括管理業務委託の事業
者を公募型プロポーザル方
式で選定し、委託事業の開
始に向けた調整を進めた。

　包括管理業務委託に統括マ

ネジメント業務や修繕業務な

どの新たな業務を追加し、包

括管理業務の試行を実施し

た。

　包括管理業務委託に業務を

追加したことについて、施設

所管課へ負担軽減効果の検証

を行い、効果が発揮されてい

ることを確認した。

　運用方法の見直しとし
て、受託者による巡回点検
方法の見直し、修繕対応の
円滑化、施設所管課との情
報共有の強化を図った。

　現在の仕様で委託すること

で、施設所管課における施設

管理に係る業務負担の軽減

や、同等のコストで多くの箇

所の補修・修繕が進んでいる

ことを確認した。

　引き続き、包括管理業務
において修繕を実施するこ
との効果を確認する。

　引き続き、包括管理業務
において修繕を実施するこ
との効果を確認する。

　引き続き、包括管理業務
において修繕を実施するこ
との効果を確認する。

　二次経費の積算及び優先順

位リストの作成を行う。ま

た、工事及び委託について、

施工依頼を受ける。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を依頼する。また、ヒ

アリングを実施する。

　次年度の二次経費の優先順

位付けを行うため、積算依頼

の提出を依頼する。また、ヒ

アリングを実施する。

　包括管理業務委託の試行実

施を延長し、課題をまとめ、

効果の検証及び評価を行い、

今後の方針を検討した。

　引き続き、包括管理業務委

託の効果や課題を把握する。

また、また、庁内及び民間事

業者と協議、調整しながら今

後の方針を定める。

　単価契約の試行実施を延長

し、課題をまとめ、効果の検

証及び評価を行い、今後の方

針を検討した。

取組項目 第３次推進プランの取組スケジュール（令和４年度～令和７年度） 

４ 改修工事及
び修繕の優先
順位付け 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○改修工事及び修繕の

優先順位付けの実施 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

５ 新たな事業
手法の積極的
な検討 

○多様な事業手法の導

入可能性の検討 

▽継続 ▽継続 ▽継続 

●修繕に関する単価契

約の試行実施及び今

後の方針の決定 

○方針に基づく取組の

実施 

▽継続 ▽継続 

６ 委託業務の
見直し 

●包括管理業務委託の

試行実施及び今後の

方針の決定 

○方針に基づく取組の

実施 

▽継続 ▽継続 
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●４年間の取組の総括

1

2

3

4

5

6

　今後の計画的保全の取組について検討を行い、府中市公共施設保全計画の更新として「府中市公共施設長寿命化指針」を策定したほか、一般公共施設に関する実行計画である
「府中市一般公共施設長寿命化計画」を策定した。

　公共施設の修繕履歴の蓄積について庁内に周知を図り、修繕履歴管理システムによる情報集約を進めた。

　施設の不具合に関する保全研修を実施し、劣化状況調査の報告を受けた。技術的支援として、施設所管課からの修繕相談を「修繕等相談カード」で受け付け、不具合情報の共
有と履歴管理を進めた。また、施設所管課からの相談や協力依頼に随時対応し、相談カードを活用して不具合の対応方法について情報共有を図った。

　次年度の二次経費の優先順位付けに向けて、積算依頼を受けてヒアリングを行い、積算作業と優先順位リストの作成を実施した。また、当該リストを勘案した所管課からの施
工依頼に対応することで、施設の劣化度、緊急度及び優先度などを勘案した施設修繕を進めることができた。

　公共施設包括管理業務を通じ、施設修繕に係る発注方法について、単価を定める契約手法を含む新たな事業手法の検討・試行を行った。その検証結果を踏まえ、従来単価契約
により実施していた修繕のうち、50万円未満の修繕を包括管理業務委託に加えるなど、事業手法の見直しを行い、修繕業務を包括管理業務に組み込むことで、職員負担の軽減が
図られることを確認した。

　包括管理業務委託の試行実施を延長し、令和4年度から6年度にかけて仕様内容の見直しと効果検証を行った。令和7年度には現行仕様での委託により、施設管理業務の負担軽
減や、同等のコストで多くの補修・修繕が進んでいることを確認した。

項
目

取組の成果

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

取組項目 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期

モデル事業５に
関する取組

実
績

　対象施設の状況を整理す
るとともに、関係課による
打合せを行い、次年度の検
討に向けた準備を行った。

　対象施設の状況を整理
し、他市の事例等の情報収
集を行った。また、次年度
に予定している検討協議会
設置に向けた準備を行っ
た。

　市民意見を踏まえて基本
方針（案）を修正し、策定
に向けた手続を進める。

　年度内に全５回の検討協
議会を開催したほか、対象
施設が抱える課題や検討協
議会からの答申、サウン
ディング型市場調査の結果
を踏まえ、対象施設に係る
基本方針（案）の作成を進
めた。

　対象施設の利用状況等を整

理するとともに検討協議会を

運営し、対象施設で想定でき

る様々な手法を分析しながら

最適な取組について検討を進

めた。併せて、対象施設の利

活用について事業化の可能性

を把握するため、民間事業者

へのサウンディングに向けた

準備を行った。

　基本方針（案）に市民意
見を反映するため、オープ
ンハウスやパブリック・コ
メント手続の実施に向けた
各種手続を行う。

　基本方針策定に向けて、
パブリック・コメント手続
を実施し、市民意見を募集
した。また、９月上旬に
オープンハウスを開催し、
市民との直接の対話を通し
て、意見を聴取した。

予
定

　引き続き、対象施設の状
況を整理するとともに、想
定される手法に関する他市
の先進事例等、情報収集に
努める。また、関係課と連
携し次年度の検討に向けた
各種手続を行う。

　引き続き対象施設の状況
を整理するとともに、検討
協議会の意見を踏まえなが
ら最適な取組について検討
を行う。

　引き続き検討協議会を運
営し年度内に答申を受ける
とともに、対象施設の利活
用について民間事業者への
サウンディングを実施し、
次年度の方針策定に向けた
検討を進める。

令和６年度上半期 令和７年度下半期

　引き続き複合施設に必要
な機能等の整理を進めると
ともに、市民意見を聴く機
会を設けて、基本計画の策
定に向けた検討を進める。

　引き続き複合施設に必要な

機能等の整理を進めるととも

に、広く市民意見を聴く機会

を設けて、基本計画の策定に

向けた検討を進める。また、

事業手法の検討に向け、民間

活力導入可能性調査に着手す

る。

　市民意見を踏まえて「府中

駅周辺公共施設の効率的な更

新と活用に係る基本方針」の

策定及び公表を行った。

　また、中央文化センター等

複合施設整備基本計画策定業

務委託に係る公募型プロポー

ザルを実施し、事業者を選定

した。

　関係課との連携体制を構
築するため、複合施設の整
備等に係る庁内の検討委員
会を設置した。
　また、複合施設に必要な
機能等の整理を進めた。

　関係課と連携し、複合施
設に必要な機能等の整理を
進めた。
　また、市民意見を聴く機
会として、座談会やアン
ケート・ヒアリング等を実
施した。

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

　策定した基本方針に基づ
き、関係課と必要な機能等
の整理を行い、基本計画の
策定に向けた検討を進め
る。

令和６年度下半期 令和７年度上半期

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

 

対象施設における今後の方向性 

文化センター 
・施設の改築に向けて、市民ニーズや施設の稼働状況、周辺公共施設の状況を踏まえ、今後必要な機能の

整理や施設の在り方の見直しを行い、地域拠点機能を向上させる。 

ふれあい会館 
・施設の更新時期を見据え、必要な機能の整理を行うほか、周辺施設との複合化等について可能性を検討

していく。 

保健センター 
・施設の更新時期を見据え、必要な機能の整理を行うほか、周辺施設との複合化等についての可能性を検

討していく。 

府中駅北第２庁舎 ・新庁舎整備後の府中駅北第２庁舎について、効果的な活用を検討していく。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○対象施設に関する諸

条件の整理 

○対象施設ごとの最適

な取組について検討 

●対象施設の効率的な

更新と活用に関する

方針の決定 

○方針に基づく取組の

実施 

期待する 

主な効果 

◆効率的に建て替え等を行うことで更新費用を削減する。 

◆建て替え等に合わせて機能整理を行うことで、市民ニーズ等に沿った施設を目指す。 

◆取組により生じた資産を活用することで、新たな取組や収益の確保につなげる。 

 

 

モデル事業５ 府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用 

概要 
老朽化が課題となる施設を中心に、効率的な施設の更新や資産の有効活用について、近隣施設を一体的に検討

する。 

背景 

◆平成２８年１月に「府中駅周辺公共施設の再編に係る基本方針」を策定したが、策定から一定期間が経過し、

施設を取り巻く状況に変化が見られる。 

◆老朽化の進行により、建て替え等の検討を要する施設が近接している。 

対象施設 

◆モデル事業１で対象とした施設を中心に、状況の変化や老朽化に伴い検討が必要な施設を対象とする。 

◆対象エリア：府中駅から半径約５００ｍの範囲内（徒歩圏内） 

施設名 主な機能 しゅん工年度 築年数 

中央文化センター 
公民館、高齢者福祉館、 

児童館 
昭和４３（１９６８）年度 ５５年 

ふれあい会館 事務室、相談室、会議室 昭和５０（１９７５）年度 ４８年 

保健センター 休日夜間診療、健康推進事業 昭和５２（１９７７）年度 ４６年 

府中駅北第２庁舎 事務室、駐輪場 平成３（１９９１）年度 ３２年 

検討体制 
府中市公共施設マネジメントモデル事業検討協議会を設置して第三者の視点から検討を行うほか、幅広く市民

等の意見を聴き、方針を決定する。 

担当課 

建築施設課 各施設所管課 
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●４年間の取組の総括

取組の成果
　対象施設の状況を整理するとともに、それぞれの最適な取組について検討を進め、令和６年１０月に「府中駅周辺公共施設の効率的な更新と活用に係る基本方針」を策定した。また、基
本方針に基づき、中央文化センター等複合施設整備基本計画の策定に向け、複合施設に必要な機能の整理や市民意見の聴取等を進めた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。
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●進捗管理表

※次頁に続く

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

○：計画通りに進んで
いる

進捗評価
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる
○：計画通りに進んで

いる

　年度内に全７回の検討協

議会を開催したほか、検討

協議会からの答申を受け

た。

　第４次府中市公共施設マ

ネジメント推進プラン

（案）において、取組基本

方針として検討した。

　市民意見を踏まえて第４

次府中市公共施設マネジメ

ント推進プランにおいて、

取組基本方針として位置付

けた。

予
定

　令和６年度以降の具体的

な検討に向けて、引き続

き、各施設の動向を注視し

ながら、対象施設の検討を

行う。

令和６年度下半期 令和７年度上半期 令和７年度下半期

モデル事業６に
関する取組

実
績

　各地域拠点施設の動向を

把握し、対象施設の検討を

進めた。

　各地域拠点施設の所管課

と情報を共有しながら、対

象施設の決定に向けた検討

を進めた。

　モデル事業６の検討結果

を次期推進プランに反映さ

せるため、令和７年度に方

針を決定するようスケ

ジュールを調整した。ま

た、各地域拠点施設の更新

に係る取組や計画策定に係

る検討について、関係課と

情報を共有した。

　令和６年度に開催を予定

する検討協議会の準備を進

めたほか、対象施設として

想定している学校施設や文

化センターの担当課と今後

の取組について情報を共有

した。

　検討協議会を立上げ、会

議を開催した。また、機能

連携や複合化の可能性を検

討するため、地域対応施設

の機能や立地状況の整理、

他市事例の確認など分析を

進めた。

取組項目 令和４年度上半期 令和４年度下半期 令和５年度上半期 令和５年度下半期 令和６年度上半期

　第４次府中市公共施設マ

ネジメント推進プラン

（案）の策定に向けた手続

を進める。

　第４次府中市公共施設マ

ネジメント推進プランにお

いて位置付けた取組基本方

針に基づき、取組を進め

る。

　各地域拠点施設の更新に

係る取組や、計画策定に係

る検討に関わりながら、対

象施設の決定に向けた検討

を行う。

　次年度に予定している具

体的な検討や協議会の開催

に向けて準備を進めるとと

もに、引き続き各地域拠点

施設に係る取組について、

関係課と情報を共有する。

　検討協議会の開催に向け

て準備を進めるとともに、

他の自治体の事例の情報収

集等を行う。

　引き続き検討協議会を運

営するとともに、地域対応

施設における機能連携や複

合化の可能性について検討

を進める。

　検討協議会からの答申を

踏まえ、引き続き検討を進

める。

モデル事業６ 地域対応施設の機能連携と複合化 

概要 
地域ごとに同様の機能を有し、地域住民の生活に密接に関わる施設（以下「地域対応施設」といいます。）

について、機能（ソフト）面、施設（ハード）面の双方から連携の可能性について検討する。 

背景 

◆文化センターは、老朽化の進行に伴い、計画的な建て替えについて検討を進めている。 

◆学校施設は、平成２９年１月に策定した「学校施設の更なる活用と地域プールの見直しに係る基本方針」

において、更なる活用方策として、施設の更新に合わせた複合化を掲げている。また、令和２年２月に策

定した「府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」でも、児童・生徒数を踏まえながら他の公共施設との

複合化について継続的に検討するとしている。 

◆学童クラブは、学校施設の建て替えに合わせた複合化を基本としている。 

◆総量抑制・圧縮に向けた取組が求められる中、地域対応施設には互いに類似機能をもつ施設もあり、連携

の可能性を有している。 

対象施設 

◆文化センター、学校施設、学童クラブなどの地域対応施設を対象とする。 

◆具体的な対象施設については、学校施設や文化センターの建て替えに向けた検討状況などを踏まえて、モ

デル事業の取組の中で決定する。 

検討体制 
府中市公共施設マネジメントモデル事業検討協議会を設置して第三者の視点から検討を行うほか、幅広く市

民等の意見を聴き、方針を決定する。 

 

担当課 

建築施設課 各施設所管課 

対象施設における今後の方向性 

文化センター 
・施設の改築に向けて、市民ニーズや施設の稼働状況、周辺公共施設の状況を踏まえ、今後必要な機能の整

理や施設の在り方の見直しを行い、地域拠点機能を向上させる。 

小学校 

・今後、府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づいた更新を行うに当たり、周辺公共施設との連携や

複合化を検討し、地域拠点としての学校の実現を目指す。 

・新たなニーズが生じた場合には、更なる施設開放の可能性について検討する。 

・周辺公共施設との複合化に合わせ、効率的な施設管理手法を検討する。 

中学校 

・今後、府中市学校施設改築・長寿命化改修計画に基づいた更新を行うに当たり、周辺公共施設との連携や

複合化を検討し、地域拠点としての学校の実現を目指す。 

・新たなニーズが生じた場合には、更なる施設開放の可能性について検討する。 

・周辺公共施設との複合化に合わせ、効率的な施設管理手法を検討する。 

学童クラブ 
・育成室の狭あい化が進行している学童クラブは将来需要を分析した上で、学校の改築に合わせて学校施設

と複合化することで、育成面積の確保を図る。 

※これらの施設は、地域対応施設のうち「背景」欄に記載のある主な施設です。 

 具体的な対象施設については、その他の地域対応施設も含めて検討していきます。 

スケジュール 

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

○対象施設の検討及び

調整 

▽継続 ○対象施設の決定及び

機能連携や複合化に

ついて検討 

○対象施設の機能連携

や複合化について検

討 

期待する 

主な効果 

◆地域の拠点施設としての機能強化。 

◆世代間交流を活性化することにより、地域のつながり強化や社会性の向上など教育的効果。 

◆一体的かつ効率的な建て替えによる、更新費用や建て替え後の維持管理費用の削減。 

◆取組により生じた資産を活用することによる、新たな取組や収益の確保。 

今後の展望 
令和７年度の検討状況を踏まえて、令和８年度を目途に対象施設の機能連携や複合化に関する方針を決定

する。 
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●４年間の取組の総括

取組の成果 　施設所管課や検討協議会において、地域対応施設の機能連携や複合化の検討を行い、第４次府中市公共施設マネジメント推進プランの取組基本方針として位置付けた。

評価 Ｂ．予定どおり方針決定や計画策定を行った。
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